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一 末子 トロイ ・エジン祭祀 と八白宮の関連を中心に一

楊 　　 海 英*

The Ritual of Ancestor Worship among the Ordus Mongols

Haiying  YANG

   The ritual of worshipping Toloi Ejen, the youngest child of Cinggis 

Qaan, had been maintained in the Ordus region in Inner Mongolia until 
1956. In Mongolian society, based on ultimogeniture, the youngest 

child is considered to be "the son who keeps the furnace and fire" and in-

herits all the property from his forefathers. At the same time, the 

youngest child is under an obligation to perform rituals to worship his 
family's ancestors. 

   In the Ordus region, the ritual clan, which administers the ancestral 
ritual for the youngest son, Toloi Ejen, is called "dargad". The darqad 

usually worship Toloi Ejen, but they also worship the successive 

ancestors of the Cinggis Qaan family, on behalf of Toloi Ejen. The 

ritual in which Cinggis Qaan's ancestors are worshipped is administered 

by the same darqad, the ritual clan worshipping Toloi Ejen, and these 

rituals are called yaril-un tayily-a. 

   This paper will focus on the Toloi Ejen ritual during the era of the 

late Ching dynasty and the early Republic of China, and analyse 

historical documents. Analysis will also be made of the social structure 
of the ritual clan, the darqad, which had been administering the Toloi 

Ejen ritual, mainly on the basis of data and materials obtained through 

the field work of the writer. Following that, the actual state of the Toloi 

Ejen ritual is described and particulary, the connection between the 

Toloi Ejen ritual and yaril-un tayily-a will be analyzed. By this, the
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multi-layered structure of the ancestor worship ritual of the Ordus 

Mongols will be examined. The Toloi Ejen ritual and yaril-un tayily-a 

are both political rituals to demonstrate the superiority of the prestigious 

Borjigin family from which Cinggis Qaan was descended.

1　は じめに

2歴 史文書にみる トロイ ・エジンの祭祀状

　 況

　2.1文 書

　2.2文 書 にみる祭祀と職掌

3　 ダルハ トたちが伝える トロイ ・エジン祭

　 祀の実状

　3.1ダ ルハ トたちとトロイ ・エジン祭殿

　　　 の移動

　3.2　 トロイ ・エジンの祭殿の形と御神体

　　　 類

　3.3　火打ち鎌:拝 火祭からの視点

　　3.3.1末 子 と火

　　 3.3.2拝 火祭

　 3.4　ヤムの権利を持つ トロイ 。エジンの

　　　 ダルハ ト

　 3.5　 トロイ ・エジンの祭祀

　　 3.5.1祭 祀の期日と名称

　　 35.2「 天 のことば」に集約される秘

　　　　　密性

　　 3.5.3　巡 回

4　 トロイ ・エ ジ ン祭 祀 と八 白宮 の関連

　 4.1　 オ トク ・ユ ル ー ル チ職 と ダル ハ ン ・

　 　 　 カー の役 割

　 　 4.1.1オ トク ・ユ ル ール チ職 の伝 承

　 　 4.1.2最 後 の ダル ハ ン ・カー:バ ダ マ

　 　 4.1.3文 書 の なか の ダル ハ ン ・カ ー

　 4.2　 ガ リル祭

　 　 4.2.1ガ リル祭 の 火

　 　 4.2.2「 堅 い もの」:ガ リル 祭 の供 物

　 　 4.2.3祈 薦 用 ヒ ツジ の役 割

　 　 4.2.4末 子 の 高 貴 さ と反 日 常 に よ る

　 　 　 　 　 「あ の世 」へ の接 近

　 　 4.2.5　 「あ の世 」 に住 む 諸 祖 先

　 4.3未 完 の文 書 に み る埋 葬 儀 礼 の 要 素

5　 おわ りに

　 5.1末 子 トロイ ・エ ジン 祭 祀 と八 白宮 と

　 　 　 の 関連

　 5.2　 祖 先 祭 祀 の 重 層 的構 造

　 　 5・2.1　 ガ タギ ンー族 の祖 先 祭 祀

　 　 5.2.2祖 先 祭 祀 の 供物

　 　 5.2.3　 ハ ー ソー 族 の祖 先 祭 祀 の 主 宰 者

　 1　 は 　 じ　 め 　 に

　 チ ソギス ・ハー ンの末子 トロイ ・エジ ン(Toloi　 Ejen)の 祭 殿(cayan　 ordu白 宮)

は,1956年 ま でオル ドス地域 のオ トク旗 にあ った。 これは,郡 王旗(現 在のエジ ソ ●

ホ ロー旗)に あるチンギス ・ハー ンの祭殿(八 白宮)か らは遠 く離れてい る(地 図参

照)。 トロイ ・エ ジン祭 殿の祭祀の うち,チ ソギス ・ハ ーソー族 の諸祖先 を祭 るガ リ

ル祭(yaril-un　 tayily-a)は,毎 年陰暦3月20日 に八 白宮でお こなわれ る。 ガ リル祭 の

主宰者 は,末 子 ト巨イ ・エ ジ ンの祭祀 に従事す る祭祀者 のダルハ ト(darqad)で あ
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った。末子 トロそ ・エジ ソみずか らが一族の祖先 を祭 るとい う,モンゴル の末子相続

制 にもとつ く祭祀活動を,末 子 トロイ ・エジ ソの祭祀者 たちが代行 して きたのであ る。

　 トロイ ・エジ ソ祭祀 とガ リル祭については,サ イ ソジ ャラガル とシャラル ダイがそ

の著書r黄 金オル ドの祭祀 』のなかで,簡 潔 な記述 を提示 して いる[SAYINJIR1'AL&

S欄D虹 　 1983:132-140,389-395]。 著 者は実地調査 で得た情報に依拠 してお り,資

料価値が きわめて高 い。

　 トロイ ・エ ジンの祭祀 のは じま りについて明確 に記 した歴史資料 はみつか っていな

い。祭祀者 ダルハ トたちは,元 朝の フビライ ・ハ ーソの時代 に起源を持 つ と主張 して

いる。清朝時代 と中華民 国時代の トロイ ・エ ジンの祭祀 に関す る資料は 『成吉思汗八

白室 』 とい う文書集 に少量 なが ら収録 されてい る。

　 本論文 では,第 一に,文 書集r成 吉思汗八 白室』に収録 されてい る トロイ ・エジン

関連の歴史資料を提示 し,分 析を通 して,歴 史上の トロイ ・エジ ン祭祀の再構築を試

み る。第二 に,私 自身が祭祀者 ダルハ トから入手 した情報 を中心に,サ イ ソジ ャラガ

ル とシャラルダイの報告を参照 しなが ら,か つての トロイ ・エジ ン祭祀の実態 を復元

す る。第三 に,ト ロイ ・エ ジン祭祀 とチ ソギス ・ハーンの八 白宮 との関連に焦点をあ

てて歴史的考察をお こな う。一連の考察を経 て最後に,モンゴル におけ る祖先祭祀 の

重層的構造 につ いての仮説を打 ち立てたい。

　 まず,以 下 の論述 に関す る歴史的背景を述べ ておきたい。オル ドス ・モンゴルは,

15世 紀 ころに形成 されたモンゴル の6つ の万戸集 団の うち,右 翼3万 戸のひ とつであ

った。右翼3万 戸の指導者は,ジ ノンであった。ジノンは,副 ハー ンに相当 し,大 ハー

ソの意志に もとついて,モンゴル の右翼3万 戸 を管轄す る職 務であ った。 ジノンは普

通 オル ドス万戸に駐営 し,オ ル ドス万戸が主宰す るチ ソギス ・ハ ーソの八 白宮祭祀を

監督 していた。 オル ドス ・モンゴルは1635年 に清朝 の支配下に入 った。1649年 に盟 ・

旗 ・ハ ラー ・ソムとい う行政組織 が導入 された。 その際,オ ル ドスには6つ の旗が設

置 された。それは,オ ル ドス左翼前旗(ジ ュソガル旗),オ ル ドス左翼後旗(ダ ラ ト

旗),オ ル ドス左翼中旗(郡 王旗),オ ル ドス右翼前旗(ウ ーシ ソ旗),オ ル ドス右翼

中旗(オ トク旗)と オル ドス右翼後旗(ハ ソギ ソ旗)の6つ であ る。後 に1731年 に オ

ル ドス右翼前旗(ウ ーシン旗)か ら新 たに オル ドス右翼前末旗(ジ ャサ ク旗)が 分離

し,7つ の旗 となる。旗 は,い ずれ もモ ンゴル固有の父系親族集 団(oboγ)1)を 中

1)　モンゴル 社 会 に お い て,父 系 親 族 集 団 を指 す も っ と も基 本 的 な こ とぽ は,オ ボ ク(oboγ)

　 で あ る。 オ ボ クは,祖 先 を 共 有 す る外 婚 集 団 で あ る。 オ ル ドス ・モンゴル の オボ クに つ い て

　 は,モ ス タ ー ル トの報 告 が あ る　【MosTAERT　 1934=21-54]。 オ ル ドス ・モンゴル の ナ ボ クの/
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核に形成 され たものである。そのため,オ ル ドス ・モンゴル人は,今 日に至 る まで各

旗の名前を,そ の旗内の中心的な父系親族集団 の名称で呼んできた。た とえば,左 翼

後旗を ダラ ト旗,右 翼前旗 を ウーシソ旗 と呼ん できた。 この ような通称は,清 朝時代

の公式文書には登場 しない 【N蝋suN　 1989:8-12】 。

　旗の最高責任者 の公式名はジ ャサ クで,こ れ には チソギス ・ハー ンー族の者 が選 ば

れた。 ジ ャサ クには,清 朝に対す る功績の大小 と忠誠度に よって,親 王,郡 王,ベ ー

ラ,ベ ース,鎮 国公,輔 国公 な どの爵位が授 け られた。民間では,旗 の最高責任者 を

ワソ(王),ノ ヤ ン,ワ ソイ ェ(王 爺),グ シ ュー ・エジ ン(旗 の主君),グ シュー ・

ジャサ ク,な どと呼ん でいたが,本 論文 では,「 旗王」 と訳す。 ジ ャサ クの下には2

人 の協理(ト サ ラクチ)と い う補佐役がおかれていた。 ひとつの旗 は,複 数 のハラー

か らな り,ハ ラーはさ らにい くつ もの ソムに よって構成 されていた。ハ ラーの長官は

ジャランで,ソ ムの長官 はジャンギであった。

　 オル ドス7旗 は,ひ とつの盟,イ ケ ・ジョー(伊 克昭)盟 を形成 していた。盟長は

ダーといい,各 旗の 「旗王」が順に担当 した。清朝時代か ら中華民国にかけて,盟 長

ダーはチ ソギス ・ハ ーン祭祀 のジノソを兼任 していた。

2歴 史文書 にみ る トロイ ・エジ ンの祭祀状況

　 r成吉思汗八白室』とい う七輯か らなる文書集は,ナ ラソソ(Narasun)と エルデ

ム ト(Erdemt�)が 編集 し,1985年 から1987年 にかけてオル ドスの伊克昭盟棺案館か

ら,ガ リ版 印刷で出版 された ものである。収録 された文書の時代 は乾 隆年 間

(1736-1795)か ら中華民国時代に至る。その対象はチンギス ・ハーンの祭殿(八 白宮)

をは じめ,軍 神カラ ・ス ゥルデ(黒 三叉),そ れに1950年 代までオル ドス各地に存在

したさまざまな祭殿に及ぶ。文書集には,祭 祀者 ダルハ トたちからジノンや旗王に提

出した祭祀の経過 と結果に関する報告書,ジ ノソや旗王からダルハ トに出した令状,

祭祀者 ダルハ トの名簿,祭 祀器具の詳細なリス ト,祭 祀において唱えられる各種祭詞

など豊富な内容が収録されている。そのなかに,直 接 トロイ ・エジン祭祀をあつかっ

た文書は10篇 あ り,本 論文ではその うちの9篇 について分析を試みる。ただし,こ の

文書集は,伊 克昭盟棺案館所蔵のオリジナル古文書を編集者が書き写したもので,そ

の過程でどのような変容が生 じたかについては,オ リジナルをみていない私には判断

＼ 名称は,13世 紀のrモ ンゴル秘史』に登場するオボク集団の名称や部族集団の名称 と一致す

　 るものが多い。
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のしようがない。ナリジナルの現状翻訳はr原 意をたもつため,基 本的に逐語訳とし

た。訳文の句読点 も訳者がつけた もので,・必ず しもモンゴル 文 とは一致 しない。

()は 訳者が補った内容である。本来モンゴル 文テキス トにあった句読点は,そ の

点の数に応 じて ・および:と 表記 した。また,[]内 の数字は文書の行数を示すも

のである。

2.1文 書

文書1

 Cayanbatur-i Vacirbatu yin oron-du dolon ejen-ü dörben eay-un tayily-a-yi erkilegülkü-

ber bolba (1898) 

   [1] tayiji Cayanbatur tusiyaqu yin uein man-u yajar-aea dolon ejen gegegen-ü jil büri-yin 

dörben eay [2] -un tayily-a bar kürjü mörgüdeg tayiji Vaeirbatu jalyamji yin eilöge yuyaysan-i 

yosuyar bolyaju egün-ü [3] oron-du eimadur bieig tusiyaba küliyemegee kinan üjejü ningdar 

gaday küliyen abju Toloi ejen-ü [4] dörben ay-un yeke tayily-a dur dutal ügei kürjü tayily-a 

takily-a-yin yosulal-i sayigan güicedgen [5] mörgüjü yabuytun osoldabasu ülü bolumui egün-ü 

tula tusiyaba: 

[6] badarayultu törü-yin qorin dörbedüger an qabur-un terigün sar-a-yin qorin naiman-a.

訳

　チャガソバー トルをしてオチルバ トの代わ りに ドロソ・エジソの四季の祭祀活動を担当

させることに した件:

　 [1]タ イジ ・チャガソバー トルに言い渡すこと。わが所(す なわちオトク旗)か ら ドロ

ン・エジン・ゲゲン2)の毎年の四季[2コ の祭祀活動に行って参拝していたタイジ ・オチル

バ ト継承人が休みを乞うたことを許可 し,そ の[3]代 わ りに貴方に令状を渡す。受け取 り

次第,検 討のうえ儀礼用の絹布を受け,ト ロイ ・エジソの[4]四 季の盛大な祭祀活動に欠

かさずに参加し,諸 種の祭祀活動の儀礼を立派におこない,[5]参 拝を遂げるよう。欠席

など絶対あってはならない。このために言い渡す。

　 [6コ 光緒24年(1898)春 の最初の月の28目{N蝋suN&Elu)EMTﾜ　 1986b:212】。

分 析 この文書 は,ト ロイ ・エジンの祭祀活動におけるジ ャラガムジ(jalyamji)

と称 す る役 の交代 を告 げる ものである。 ジ ャラガムジ とは,「 継承人,後 継者」 の意

2)　 ゲゲソとはモンゴル 語で 「明るい」,「輝か しい」との意味である。また,チ ベヅト仏教の

　高僧,活 仏をもゲゲソと呼ぶ。
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味である。清朝時代,ジ ャラガムジは旗王の長男,す なわち旗王の政治権力を継承 し,

王位につ く予定の者を指す。祭祀活動におけるジャラガムジは必ずしも旗王の長男に

限らないが,チ ンギス ・ハーソの直系子孫すなわちボルジギソー族の出身でなければ

ならない。いわぽ,ボ ルジギソー族を代表する身分で祭祀に立ち会 うのである。この

文書から,前 任のジャラガムジが 「休みを乞 うた」場合,後 任を任命する制度があっ

たことは分かるが,そ の任期などは不明である。なお,旗 の正式の文書でも トロイ ・

エジソを 「ドロソ・エジソ」(7つ の主君)と も呼んでいたことが分かる。「7つの主

君」とい う表現については,3.1と3.2で 詳述する。

文書2

   Toloi ejen-ü  gegegencomcoy-i ̀•inedgen tungyaqu ucir-a (1906) 

   [1] tayiji meyiren dayacing Tümenülji ner-tür tusiyaqu yin ucir edüge Toloi ejen-ü öljiitü 

cingsang [2] irügelci Coyijinjab nard-un medegülkü totor-a ene jil boyda Toloi ejen gegegen-ü 

comcog-i sinedgen tungyaqu egeljiy-e [3] tokiyaysan tula ejegür-ün jirüm-iyer sine tungyaysan 

comcoy-un qalqasu büged sang-un ger-ün modu qayaly-a [4] gacibci jüil-i iregülkü ulay-a 

qayiralaqu ajiyamu kemen medegülügsen enü. gayucin jirüm-tür neyilelcigsen tulada egündür 

[5] tan-u beyes-i tomilaju bicig tusiyaba küliyen abumayca ede irügelci ner ene jüil-ün comcoy-

un [6] qalqasu sang-un ger-ün modu jüil-i jasajayan beledgejü jabdaysan ger-tür nutuy aci yin 

totor-a [7] aca jokis-i üjejü acily-a unuy-a tusalan ögjü keregsegülüged jörcibesü ülü bolumui 

egün-ü tula [8] tusiyaba: 

   [9] badarayultu törü-yin yucin qoyaduyar an jun-u segül sar-a-yin yin doloyan-a.

訳

　トロイ ・エジンの輝かしい祭殿を新装し,清 める件:

　 [1]タ イジでメーリン職でもあるダーチャソ・トメソウルジらに言い渡すこと。 この度

トロイ ・エジソのウルジイ ト・チンサン(丞 相)[2]・ ユルールチ職であるチ ョイジソジ

ャブらが報告したなか,「今年はボクド3)・ トロイ ・エジソの祭殿を新装し,清 める順番(に

あたる年)」[3]に なったため,古 来からのしきた りに従い,新 しくする祭殿のハーラガス

および倉庫の木製の扉[4](や)窓 枠などを運ぶ役畜の手配を賜るよう」と書いてある。

これは確かに古来のしきた りと一致しているため,こ の(件 の担当)に は[5]貴 方を任命

する令状を渡す。受け取 り次第,ユ ルールチ職 らがこの種の祭殿の[6]ハ ーラガスや倉庫

に使 う木材類を頼んでいる所に,近 隣のなか[7]か ら適当な者をみつけて,運 搬用の役畜

3)ボ クドとは聖人の意味である。
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を援 助 す べ し。 怠 慢 の な い よ う,こ の た め に[8]言 い 渡 す。

　 [9]光 緒32年(1906)夏 の最 後 の 月 の7日 【NAMsuN&ERDEMTV　 1987a:40-41]。

　 分　析　光緒32年 は丙午年 で,ト ロイ ・エジソの祭殿 を数年に一度 の割合で新装 し,

清 め る年 にあ た る。新 装 す る際,祭 殿 の ハ ー ラガ ス,祭 祀 器 具等 を納 め る倉庫

(sang-un　ger)も 造 り直 し,も しくは一部 を取 り替え ることになっていた。 ハーラガ

ス(galgasuあ るいはgalgayasu}と は,祭 殿 の天井を構成す る木材(uni)の 先端 を

固定 させ る,篭(aruy)の 形 を した装置で ある。普通 のテ ン トの装置を指す名称 では

な く,と くに八 白宮 な ど祭 殿類 の装置 を指 すのに用 いる用語 である[SAYINJIRI'AL&

0

S㎜D萬 　 1983:11】 。造 った器具を運ぶ役畜 は,旗 政府 が手配 していた ことが読み と

れ る。 トロイ ・エ ジンの祭祀者で,ダ ルハ トのバ ダマ(Badma　 l996年 現 在71才 　 写

真1)が 私 に語 った ところに よれ ぽ,彼 が子供 のころ,オ トク ・ユル ールチ(otoy

ir�elci)職 を つ とめていた ダルハ トのチ ンバ ト(vCingbatu)と い う人物が ,た くさ

んの祭祀器具 を造 っていたのを 目撃 したことがあ るとい う。 また,ハ ソギ ン旗 内に住

む有名 な職人 に依頼す ることもあ った とい う。

文書3

   Toloi ejen-ü  tayily-a-yi erkilejü bayiysan Seröbdöntüb cilöge yuyuysan ucir (1907) 

   [1] öljeitü cingsang irügelci Coyijinjab-tur tusiyaqu -yin ucir edüge hing keciyeltü qongjin 

Seröndöntüb [2] -ün ergün medegülügsen-ü totor-a sidar sayid da jasay beyise jinong noyan 

gegen tan [3] boyda Toloi ejen gegegen-ü jil büri-yin dörben cay-un bayar-un tayily-a dur 

ergükü ödge-yin qoni dörbe [4]. serjim-ün cai dörbe. sarqud-un ariki naiman jing. soy-un 

yulir arban jing. jula-u [5] sar-a toso tabun jing bolqui-yi dooratu minu bey-e tögügerün 

beldgejü tasural ügei ergügseger [6] iregsen bile. odo yaycakü öcöken-ü ger masi 

yadayuraysan-u deger-e tayily-a takily-a-yin alban-u [7] yabudal olan dabaqur boloyad eyin-

kü tayily-a-yin jüil-i beledgen yaryaju cidasi ügei boluyad [8] boluysan ünen ucir-i yaryaju 

medegülbe. oldabasu örösiyejü minu nigen töröl-ün öljeitü cingsang [9] irügelei Coyijinjab-

tur jakiy-a kürtegüljü beledgen iregüljü yabuyulqu ajiyamui keinen medegüljügüi [10] eyimü-

yin tula egün-i bicig tusiyaba. küliyen abumayca tusiyaysan-i dayaju eyin-kü [11] ejen 

gegegen-ü dörben cay-un yeke tayily-a dur keregsebesü jokiqu jüil-icinu bey-e tutayu tolim 

ügei [12] ariyun heber ali sayin-iyar beledgejü cay cay-tu osoltayulul ügei ergüjü yabusuyai. 

keregsel-ün [13] ün-e-dür jil büri-yin nigen mori ba esebesü morin-u ün-e olyuju yabuyulqu yi 

qamtu-bar [14] yaryan. egün-ü tula tusiyaba.
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[15] badarayultu  törü-yin yucin yurbaduyar an ebül-ün dumda sar-a-yin arban-a.

訳

　 トロイ ・エジソの祭祀を司っていたセルブ ドソトプが休みを乞 うた件:

　 [1]ウ ルジイト・チンサソ(丞 相)・ ユルールチ職であるチョイジソジャブに言い渡す

件。この度チソ・ケチイェル ト・ホンジン職であるセルソドソトプ[2]の 提出した(文 の)

なかY'`,「御前大臣ダー・ジャサクでベース爵の,ジ ノン・ノヤソであられる貴殿は,[3]

ボク ド・トロイ ・エジンの毎年の四季の祭祀,宴 に捧げる丸煮用のヒツジ4頭,[4]儀 礼

用の茶4,乳 酒8斤,(儀 礼用の)パ ンに使 う小麦粉10斤,灯 明の[5]バ ター5斤 なるも

のを,臣 が謹んで用意して中断することなく実施 して[6]き た ものである。ただ,今 や哀

れな小臣の家庭が甚だ貧乏になったため,祭 祀活動の公務の[7]件 が複雑であることから,

祭祀活動の諸々のことをや り遂げることはもはやできな くなって[8]き ているのが事実で

あることを申しあげる。臣の勝手な申し入れを許し,私 の親族の一人であるウルジイ ト・

チソサン(丞 相)[9]・ ユルールチ職のチ ョイジンジャブにその旨を伝えていただき,準

備のうえ(臣 のポス トに)つ けるよう,申 しあげる」,と報告してきた。[10]そ のため,

これを令状にて言い渡す。受け取 り次第,言 い渡された件を遵守し,こ の[11]エ ジン ・

ゲゲンの四季の大祭に関わる諸件を貴方が欠かさずに[12]清 らかに,最 大の(誠 意を持

って)準 備 し,四 季折々の(祭 祀を)過 失なく実施するよう。(今 後)使 用品の[13]費 用

として毎年 ウマ1頭 若 しくはそれに相当する金を支払 う。このことも含め共に[14]告 げ

る。このために言い渡す。

　 [15]光 緒33年(1907)冬 の仲月の10日 【NARAs田&ERDEMTﾜ　 1987a:58-59】。

　分 析1907年 の オ ル ドスの ジ ノ ソは,ウ ー シ ン旗 の旗 王 チ ャ ク ドラセ レン

(Cayd�sereng)で あ ったIBou　 S姻 　 1991:13;ODUNCECEG　 l987:193;中 国人 民政

治協商会議杭錦旗委員会文史資料研究委員　 1990:27-31;VAN　 HECKEN　 1972:147】 。

この文書は,ト ロイ ・エジソの ダルハ トで,ホ ソジ ソ職のセル ン ドソ トプか らジノソ

に提 出 した文を受けて,ジ ノンか らチ ンサ ソ ・ユルールチ職のチ ョイジ ソジャブに出

された令状であ る。 これは,ト ロイ ・エジソの ダルハ トたちの任命,交 代 など人事権

は ジノンの手中にあ った ことを物語 ってい る。 ジノソは,チ ソギス ・ハー ンの八 白宮

の祭祀活動を統轄するだけ でな く,ト ロイ ・エ ジンの祭殿の よ うに,八 白宮以外の祭

殿 もジノソの管轄下にあった ことが分か る。 ジノソは,み ずか らも トロイ ・エジ ンの

祭殿に ヒツジの丸煮,茶,乳 酒,小 麦粉,バ ター等の供物 を捧げていた。 ジノ ソの供

物 をダルハ トが責任を もって献上 していた。

　 このダルハ トは,家 庭 が貧乏 にな り,祭 祀に専念で きな くなったため,親 族 の者を
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その代わ りに任命するよう申請している。これをみる限 り,ダ ルハ トが引退するにあ

たって,後 任に親族を推薦 していたと察することができる。ただし,こ の親族とは,

血縁的にどのような関係にあるかは不明である。さらに,こ の時点で,ダ ルハ トたち

の一部が貧困に陥っていたことが浮き彫 りになっている。おそらく貧困化は,清 朝末

期から始まった漢族農民のオル ドスへの入植 と草原開墾 【楊　1996:671-672]に 起因

するものであろう。現在 トロイ ・エジソのダルハ トたちは,トuイ ・エジンの祭殿が

度々駐営地を変えたのも,土 地開墾と漢族の入植によると証言 している。 ダルハ トの

貧困化で祭祀活動にも影響が出る恐れがでてきたため,政 府ジノソの方からウマ1頭

あるいはそれに相当する金を援助することになったのであろ う。

文書4

   Toloi ejen-ü dörben  cay-un tayily-a (1918) 

   [1] Vangjalnorbu Suvadi nar-tur tusiyaqu-yin ucir bayicayabasu [2]sidar-tur yabuqu 

törü-yin beyile minu bey-e boyda Toloi ejen-ü jil büri yin dörben cay-un bayar [3] yeke tayily-

a-dur gayucin jirüm-ün yosuyar ödge sarqud yosuiilan güiced ergün jalbiraysayar irejüküi [4] 

eyin-kü tayily-a-yin yabudal-i urid qongjin Seröbdöntüb-in bey-e tomilan güicedgegseger 

iregsen [5] bolbacu odo tegün-ü bey-e yadamay boluysan deger-e ebedcin keniy-e tei boluysan 

ucir-iyar [6] cilöge yuyaysan-i yosuyar bolyayad egün-ü orondu tan-u beyes-iyer enekü tayily-a 

-yi tomilan yabuyulur-a [7] egün-i bkig tusiyaba. küliyemegce tayily-a-yin kereg-i erkimlen 

keciyejü jil büri-yin jun-u segül sar-a [8] -yin sin-e dür qariyatu sang-un yajar-a kürün irejü 

nigen jil-ün dörben tayily-a-yin ödge yin [9] qoni dörbe. nigen tayily-a-dur dayaldun 

keregsekü serjim sarqud soy-un yulir julan-u toso jüil [10] -ün ün-e-dücai dörbe yi tusiyan 

küliyen abaciju [11] cay cay-un tayily-a takily-a-yi ali sayidur güibedgen yabuyulsuyai yaru 

gayisikereg tür büü kürügülsügei [12] egün tula tusiyaba: 

   [13] dumdadu ulus-un doloduyar onsira morin jil-ün jun-u segül sar-a yin arban nigen-e.

　　　　　　　　　　　　　　　　　 訳:
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、　＼

　 トロイ ・エジソの四季祭祀:

　 [1]ワ ソジャルノルブ,ソ ワディらに言い渡す件。調べた所[2]御 前大臣,国 のべー

ラである臣は,ボ クド・トRイ ・エジンの毎年四季の盛大な[3]祭 祀 に,古 来からのしき

た りに従い,丸 煮 と乳酒を謹んで調達して献上してきた。[4〕 そこで,祭 祀の詳細を以前

はホソジソ爵のセルブドソトプを任命 して担当させてきた[5]が,今 や彼は身体が疲労し

てきたうえ,持 病を持 っていることから,[6]休 みを乞うてきたので,そ れを許可する。
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その代わ りに貴方を祭祀の担当に任命する。[7]こ れを令状にて言い渡す。受け取 り次第,

祭祀のことを注意深 く管理するように。毎年の夏の最後の月[8]の 初 日Y'`,当 旗の倉庫に

来るように。(そ の際)一 年間の4つ の祭祀に使用する丸煮の[9]ヒ ツジ4頭,各 祭祀と

もに使用する儀礼用の乳酒,小 麦粉,灯 明用のバターなど[10]の 購入費として茶4個 を

渡す。引き受けた後は[11]四 季折々の祭祀活動を最大の(誠 意を以て)実 施するように。

勝手な行動をしてはならない。[12]こ のために言い渡す。

　 [13]中 華 民国7年(1918)・ 戊 午年夏の最後 の月 のll日[NnxASUx&ERDEMTﾜ

1987c:24-25]0

　分 析 この文書は,ベ ーラ爵の旗王からダルハ トに出されたものである。当時の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ダ

オ トク旗旗王 ガルザ ンルルマ ワンジャルジ ャム ソは郡王爵で,一 方,ジ ノンをつ とめ

て い た ダ ラr旗 旗 王 の ソ ン ベ ル バ ト(S�b�batu)は べ ー ラ爵 で あ った

【ODUNCECEG　 1987:189「213;VAN　 HEcKEN　 l972:141,153]。 文 書3と 同 じくダルハ

トの人事 に関す る内容である以上,ジ ノソの ソンベルバ トか ら出された もの と考 え ら

れ る。文 中の セルブ ドソ トプと文 書3の セル ン ドソ トプは同一人物 であろ う。先般

1907年 に任 命 したセル ン ドン トプが11年 後 に疲労 と持病を理由に休みを乞 うてい るこ

とを受けて,新 たに ワソジャルノルブと ソワデ ィを任命 している。 ただ し,こ の2人

の職掌は不明である。

文書5

   Toloi ejen gegen-ü  tuqai (1918) 

   [1] sidgegci daruy-a kemegdekü giyön vang öcöken degüü Galzangrulmavangjaljamsu 

keciyen. [2] idar sayid beyile noyan aq-a-yin gegen-e amoyulang-i ayiladqan qaday bariba. 

tasiram-dur [3] ayiladqaqu anu mönüken [4] Toloi ejen qoroyan-u darqan ingsang irügeki 

Coyiji. tayisi Töbsinjiryal. tayibu Serengdöngrüb. mangnai Malhajab. [5] gonjin Öyünbelig. 

tuul Jiryal yalci Arbinsang. altan serbi Odqan nar-un yuyun medegülkü totor-a aia [6] Toloi 

ejen gegen-ü jigelen sayadayulju büküi orein toyorin qoyar gosiyu aca qoriyul yajar jiyaju 

jakiy-a bicig [7] olyusuyai oldabasu erten-ü gayucin jirüm-iyer orein toyorin qoriyul-un yajar 

qayiralaqu ajiyamu kernen [8] medegülün egüntür bayicayabasu erte ijayur-i erkisigülün 

takiysayar iregsen erkim ciqula sitügen mön-e [9] tulada. gayucin yosuyar qariyatu gosiyu-u 

yajar aca qorin tabun-u yajar-un jigi-yin qoriyul yaryaju [10] ögeü-ber boluysan-i yaryan 

ayiladqay-a. oldaqul-a [11] sidar sayid beyile noyan aq-a-yin gegen tolitan örösiyejü öcöken 

darqad-tur nigen adali örösiyel kürtegejü [12] jigi-yin qoriyul-un yajar jiyan qayiralaqu
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bolbau  goyisi gariyu iregülkü ajiyamu egün-ü tula amoyulang-i [13] ayiladqan bariba: 

[14] dumdadu ulus-un sira morin jil--ün ebül-ün dumdadu sar-a-yin sayin edür-e.

訳

　 トロイ ・エジソ・ゲゲンについて:

　 [1](旗 政を)管 理する責任者 と称する所の郡王,卑 小なるガルザンルルマワンジャル

ジャムソが謹んで[2]御 前大臣,ベ ーラ爵であられるノヤン,貴 兄の安康をお祈 りして儀

礼用の絹を献上すると共に[3]申 しあげることは,こ の前[4]ト ロイ ・エジン・ホロー

のダルハソでチンサン(丞 相)・ ユルールチ職のチョイジ,タ イシ(太 師)職 の トプシソ

ジャラガル,タ イポ(太 傅)職 のセルンドンルブ,マ ンナイ職のマルハジャブ,[5]ホ ン

ジン職のオユンビリク,ト ゥール職のジャラガル,ガ ルチ職のアルビソサソ,ア ルタン・

シェルビ職のオ トゴンらの(出 した)要 請書のなかから,[6]「 トロイ ・エジン・ゲ'ゲンが

御駐営になる地 として,そ の近くの両旗から 「禁地」(の 範囲)を 画定し,通 達文[7]を

賜 るよう。古来からのしきた り通 りに(祭 殿)周 辺の 「禁地」を賜るように願 う」と[8]

報告 してきた。そのため,調 べた所,(ト ロイ ・エジソは)古 き伝統を貴び,祭 ってきた極

めて大事な守護神である[9]こ とから,古 来からのしきたりに従い,我 が旗の領地から(広

さ)25里 の一帯を駐営地の 「禁地」として画定 して[10]献 上することになった件を申し

あげる。申し入れが届き次第[11]御 前大臣,ベ ーラ爵であられるノヤソ,貴 兄が鑑みて,

卑小なダルハ トたちに同じような恩賜を与えて,[12]駐 営地の 「禁地」を画定して献上す

るよう,御 返答を下さるよう。このために安康を[13]お 祈 りする次第である。

　 [14]中 華民国戊午年(1918)冬 の仲月の吉 日[Naxp　sux&ERDEMTU　 1987c:1(}-12]。

分 析 これはオ トク旗旗王 ガルザ ソルルマ ワンジャルジ ャム ソか ら隣接す るハ ン

ギソ旗の旗 王 アル タソオチル(Altanvacir)4)に 出 した文書であ る。 この文書 のなか

で,ガ ルザ ンルル マ ワソジャルジ ャム ソ王は,ト ロイ ・エジ ンの祭殿は古い伝統を有

す る,極 めて大事 な守護神である と位置づけている。私が トロイ ・エ ジソの ダルハ ト

か ら聞 きとった情報では,ト ロイ ・エジンの祭殿 は長 いあいだ オ トク旗 とハ ンギソ旗

の旗境地帯 に駐営 していた とい う。そ して両旗か らそれ ぞれ 「駐営 の禁地5)」(jigi-yin

goriyul}と して一定 の範囲 が与え られていた。 この文書は まさに 「駐営 の禁地 」に

4)Van　 Heckenは,ハ ソギ ソ旗 の 旗 王 ア ル ビソ・ミヤ ル の死 去 した年 を1917年 と して い る のに

　 対 し,『 杭 錦 文 史 』 で は1913年6月20日 と して い る。 い ず れ に して も,1918年 の 時 点 では す

　 で に,ア ル ビ ソバ ヤ ル の 息 子,ア ル タ ソ オ チ ル の 治 世 に 入 っ て い た[ODUxCECEG　 l　987:

　 189-213;VAN　 HECKEN　 1972:147;中 国 人民 政 治 協 商 会 議 杭 錦 旗 委 員 会 文 史 資料 研 究 委 員

　 1990:34]0

5)ジ ヒあ る い は ジギ(jigi)と は,大 ハ ー ンや ジ ノ ンが,宮 帳 オ ル ドを 設 置 す る場 所 の こ と

　 で あ る。八 白宮 の 駐営 地 もジ ヒ とい う 【MOSTAERT　 1941:194,1956:19-21;楊 　 1995:44-45】 。
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関す るものであるが,内 容か らみれぽ,ト ロイ ・エ ジソのダルハ トたちはまず,オ ト

ク旗の旗 王に 「駐営の禁地」を 申請 し,そ れを受けてオ トク旗旗王の方 か らハ ソギソ

旗に も同様な措置を取 るよう交渉 している ことが分か る。 トロイ ・エ ジンの祭殿は,

どち らか といえば,オ トク旗 と関係が深か った よ うである。 「駐営の禁地」は昔か ら

与え られていた と考え られ るが,新 たに申請 しているのは,や は り漢族の入植 と草原

開墾に よ り,祭 殿が移転を繰 り返 したためであろ う。

　 この文書は トロイ ・エ ジソの祭殿を維持 していたダルハ トたちの職掌について も詳

しい情報を提供 している。文書 か ら トロイ ・エジ ンのダルハ トたちの職掌は主 として

チ ンサ ソ ・ユルールチ,タ イ シ,タ イポ,マ ソナイ,ホ ンジン,ト ゥール,ガ ルチ,

アルタ ソ ・シ ェル ビの8つ であ った ことが分か る。 これは,ト ロイ ・エジンの ダルハ

トであるパ ダマの記憶 して いる8つ の職掌 とは必ず しも一致 しない。バ ダマはみずか

らがつ とめていた ダルハ ン ・カー(darqan　 kiya)を あ げている(3.4参 照)。

文書6

   boyda Toloi ejen-ü  comcoy-i  sinedgekü tuqai (1919?) 

   [1] meyiren dayacing Sayin siduryu Möngkebatu nar-tur tusiyaqu yin ucir edüge [2] Toloi 

ejen-ü jayisang Sanjimidub nar-un medegülkü dotor-a ene jil boydaToloi ejen gegen-ü comcoy-i 
•inedgekü [3] tungyaqu egeljiy-e quluyan-a qonin jil tokiyaltuqu aca ene jil qonin jil 

tokiyaysan aca [4] ijayur-un jirüm-iyer sin-e tungyaysan comcoy qalqayasu büged sang-un 

ger-ün modu qayaly-a [5] gacabci jerge-yi iregülkü ulay-a qayiralaqu ajiyamu kemen 

medegülügsen anu gayucin jirüm-dür [6] neyilelcigsen tulada egün-dür tan-u beyes-i tomilaju 

bicig tusiyaba küliyemegce tuniaysan-i dayaju ede [7] jayisang nar ene jüil-ün comcoy-un 

qalyasu sang-un ger-ün modu jüil-i jasajayan beldgejü [8] jabdaysan ger-tür nutuy ayci yin 

dotorca jokis-i üjejü busu gosiyu-u ayil arad aca acily-a-yin [9] unay-a tusalan ögjü 

kereglegülüged jörcibesü ülü bolumui. egün-ü tula tusiyaba: 

   [10] siraycin qonin jil-ün namur-un terigün sar-a-yin sin-e yin naiman-a.

訳

ボ ク ド ・トロイ ・エ ジ ソの 祭 殿 を新 装 す る件:

[1]メ ー リソ,ダ ー チ ャ ンであ るサ イ ソ ・シ ュ ドル グ ー6),ム ン ケバ トらに言 い 渡 す件 。

この 度[2]ト ロイ ・エ ジ ソのザ イサ ソ(職 の ダル ハ ト)シ ャ ンジ ミ ドブ らが 報 告 して きた

な か で,「 トロイ ・エ ジ ソの祭 殿 を 新 装 し,[3]清 め るべ き年 は,子 年 若 し くは 未 年 で あ る

6)サ イ ソ ・シ ュ ドル グ ーの サ イ ソと は 「良い」,シ ュ ドル グー は 「正 直 」 との意 味 で あ る。
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が,今 年はそのうちの未年にあたる。そのたあ,[4]古 来からのしきたりに従い,新 装 し,

清 めるのに必要な,祭 殿のハーラガスや倉庫に使用する木製の扉,[5]窓 枠等を運んでく

るための役畜を賜るよう」とある。これは古いしきた りに[6]一 致 しているため,こ れに

は貴方を任命 し,令 状を渡す。受け取 り次第,命 令を遵守 し,彼 ら[7]ザ イサソ(宰 相)

らが祭殿のハーラガス,倉 庫の木材等を注文して[8]お いた(職 人の)家 に,近 所周辺か

ら適当なのを見つけ,他 の旗(か ら移ってた)牧 民家から運搬用の[9]家 畜 を調達して使

わせるように。怠慢な行為は一切してはならない。このために言い渡す。

　 [10]己 未年秋の最初の月の8日 【N鵬s棚&ERDEMTﾜ　 1987c:27】。

　分 析 文書の年代は己未年 としている。近世において己未年 としてまず考えられ

るのは1859年 と1919年 であるが,1928年V'`書 かれた文書9に もザイサソ職のシャンジ

ミドブという人物名がみられることから,1919年 に特定することができよう。

　 トロイ ・エジソの祭殿を新装し,清める年 として子年若 しくは未年をあげているが,

文書2で は丙午年が新装する年にあたるとあり,両 者は矛盾 している。丙午年のつぎ

は丁未年で,文 書6の 記述が正しいという前提で考えれぽ,文 書2で いう 「今年」と

は,恐 らくそのつぎの丁未年を指 しているのであろう。

　新装にあたって,運 搬用の役畜をほかの旗からオ トク旗に移 り住んだ牧民から徴収

するようにと書いてある。 これら他旗からの牧民のほとんどは,入 植漢族による草原

開墾で放牧地を失い,オ トク旗へ避難 してきた者である。清朝時代末から中華民国時

代のはじめにかけて避難してきた者たちは,も との旗 と移 り住んだ旗との両旗から徴

税されることとなっていたのである。

文書7

   Toloi ejen-ü dörben cay-un tayily-a (1922) 

   [1]  tayiji  Sajingerel-tür tusiyaqu-yin ucir bayicayabasu qariyatu gosiyu aca nigen tayiji-yi 

yaryaju [2] Toloi ejen gegen-ü dörben cay-un yeke tayily-a dur jalyamji bar mörgügülügseger 

iregsen jirüm bui-yin tulada egün-dür [3] cinu bey-e-yi jalyamjilan mörgügülkü ber toytaju 

bicig tusiyaba. küliyemegce tusiyaysan-i [4] keciyenggüilen dayaju jil büri-yin qabur-un segül 

sar-a-yin qorin nigen-ücayan sürüg-ün tayily-a [5] jun-u dumdadu sar-a-yin arban tabun-u 

nayur-un tayily-a. namur-un segül sar-a-yin arban qoyar [6] -un sörge-yin tayily-a ebül-ün 

terigün sar-a-yin Nn-e -yin yurban-u tasman-u tayily-a-yin urid inegsi [7] kürün irejü ningdar 

salta-yi küliyen abuyad tende kürjü takily-a-yi all ariyun ceber-iyer güicedgeged [8] ucir-i 

medegülün adis jüil-i kürgey-e irejü yabuytan gayisikereg-tür kürgegüljü uytu ülü bolumui [9]

648



楊 オル ドス ・モ ンゴルの祖先祭祀

egün-ü tula  tusiyaba: 

   [10] dumdadu ulus-un arban nigedüger an qar-a noqai jil-ün qabur-un segül sar-a-yin 

qorin tabun-a.

訳

　 トロイ ・エジソの四季祭祀:

　 [1]タ イジ ・シャジソゲレルに言い渡す件。調べた所では,当 旗から1人 のタイジを任

命 して[2]ト ロイ ・エジソ・ゲゲンの四季の大祭祀において,継 承人として参列させてき

たしきた りがあるため,こ れには[3]貴 方を継承人として参列させることにしたので,令

状を渡す。受け取 り次第,命 令を[4]厳 重に守 り,毎 年春の最後の月の21日 の 「白い群れ

祭」,[5]夏 の仲月の15日 の 「湖の祭」,秋 の最後の月の12日[6]の 「口枷の祭」,冬 の最

初の月の3日 の 「ダスマ祭」t(な どの祭祀がおこなわれる際,い ずれも)事 前にこちらに

[7コ来て,儀 礼用の絹布を受け取 ったうえ,祭 殿の所に行き,祭 祀をもっとも清らかに実

施した後,[8]結 果 を報告 し,恩 賜類を届けて くるように。勝手な行動は断 じてしてはな

らない。[9]こ のために言い渡す。

　 [10]中 華民国11年(1922)壬 戊年春の最後の月の25日 【NARAsuN&ERDEMTﾜ　 1987c:

31-32]0

　分 析 文書1と 同じく継承人の新たな任命に関する内容である。文書1で は1898

年に継承人の交替がおこなわれたが,文 書7で は1922年 にシャジソゲレルが誰と交替

したかは不明である。さらに,こ の文書は トロイ ・エジソの四季折々の祭祀の名称を

記録 している点でも貴重である。ダルハ トのバダマの語った祭祀の名称 と若干違 う点

もみ られる。文書に示されている トロイ ・エジソの祭祀期日や名称とバダマの情報,

それにチンギス ・ハーソの八白宮の祭祀 とを比較対照 して,表1に まとめた。

文書8

   Toloi ejen-ü  bomcoy ordun yal-du sitabai kemegsen u'ir (1928) 

   [1] sidgegci daruy-a jasay giyön vang öcöken degü Galzangrulmavangjaljamsu keciyen [2] 

örösiyeltü gocinan (?) da sayid jasay giyön vang noyan aq-a-yin gegen-e buyantu tümen 

amoyulang-i [3] ayiladqan qaday bariqu-yin tasiram-dur jöb jiyalburi suryal-i kürtegekü-yi 

yuyun medegülkü anu mönöken [4] qariyatu gosiyu-u jegün eteged-tü orosiyulun tayiju büküi 

[5] Toloi ejen gegen-ü sitügen jun-u dumdadu sar-a-yin sin-e yin yurban-u tayily-a yin daray-a 

mön yurban-u söni [6] comcoy ordun "sitügen jüil yal-dur nisbei kernen medegülün iregsen
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表1　 トロイ ・エジンの祭祀と八白宮祭祀

期 日 祭祀名称

春の最後の月(陰 暦3月)の21日 白い群れ祭

文 書 記 録
夏の仲月(陰 暦5月)の15日

秋 の最後の月(陰 暦9月)の12日

湖の祭

口枷の祭

冬の最初の月(10月)の3日 ダスマ祭

正月1日 ?

バダマの情報 陰暦3月21日

陰暦5月15日

口枷の参拝 日

仔ウマの祭

陰暦10月12日 湖の参拝日

陰暦3月21日 白い群れ祭

八白宮の祭祀
陰暦5月15日

陰暦8月12日

湖の祭

口枷の祭

陰暦10月3日 ダスマ祭

資料出典:1)r成 吉思汗八白室』第六輯

　　　　　・ミダマの情報

2)『 黄 金 オ ル ドの祭 祀 』3)ダ ル ハ ン ・カ ー ・

egün-e-i  tüsimel yaryaju [71 qariyatu darqad kümüs ner bayicayabasu tayily-a takily-a aca 

genedde osoltayuluysan yabudal ügei [8] büged yal-dur nisügsen totor-a qoyar altan 

tuuq-a orosiju bayiysan-i edüge [9] sitügen bolyan tayiju büküi-yi yaryan medegüljü tus-

qayilan meyiren jerge kiya Buyangesig-i barayalayulun odtuyuluysan-i [10] ayiladqay-a olda-

qul-a [11] örösiyeltü gocinan ded da sayid jasay giyön vang noyan aq-a-yin gegen tolican 

örösiyejü [12] da jinong-un yajar-a enekü yabudal-i medegülkü be ölükü kergibesü jokiqu-yin 

jöb jiyalta kürtegen qayiralaqu [13] -yi yuyun küsejü egün-ü tula buyantu tümen amoyulang-i 

ayiladgan qaday bariba: 

   [14] dumdadu ulus-un arban doloduyar an sir-a luu jil-un jun-u segül sar-a-yin sin-e yin 

tabun sayin edür.

訳

　 トロイ ・エジンの祭殿が火災に見舞われた件:

　 [1](旗 政を)管 理する責任者,ジ ャサク郡王,卑 弟ガルザソルルマワソジャルジャム

ソが謹んで[2]慈 悲深いホチナン7)・ ダー,大 臣ジャサク,郡 王ノヤソであられる貴兄の

幸福と安康を[3]お 祈 りして儀礼用の絹布をさしあげると共に,正 しい御指導 と御教示を

賜るようお願いし,報 告する。この前[4]当 旗の東部に駐営して祭っていた[5]ト ロイ ・

エジソ・ゲゲンの守護神は,夏 の仲月の3日 の祭祀がおこなわれた後,3日 の晩,[6]祭

7)ホ チナンの意味は不明である。

650



楊 オル ドス ・モ ンゴルの祖先祭祀

殿及び御神体類が火に見舞われた,と 報告 してきた。これを(受 けて)部 下を出して[7]

(祭祀を)担 当するダルハ トの者らを調べた所,祭 祀活動を軽率に誤ったことなどがなく,

[8]火 に見舞われた祭殿のなかには金の帯飾 りが2つ 保存されてあって,こ れを[9]御

神体 として祭っていたことを報告した。特にメイ リソ職の従者 ブヤンゲシクを参勤に赴か

せる旨を[10]申 しあげる。届いたら,[11]慈 悲深いホチナン・副ダー,大 臣ジャサク,

郡王ノヤソ,貴 兄の鑑みでお許 しいただき,[12]ダ ー ・ジノンの所にこの件を報告 し,今

後いかが致せば正しいかを御指導下さるよう[13]お 願 い申しあげる。 このために(貴 兄

の)御 多福 と安康をお祈 りして儀礼用の絹布をさしあげる次第である。

　 [14]中 華 民国17年(1928)戊 辰 夏の最後 の月の5日 吉 日[NAMsuN&Elu)EMTU

1987c:44-45]0

　 分 析 これ はオ トク旗旗王 ガルザ ソルルマ ワソジ ャルジャムソか らジノソに提出

した,ト ロイ ・エジ ソの祭殿 に火事が発生 した ことに関す る報告で,極 めて丁寧な 口

調で書かれている。当時の ジノソはジ ャサ ク旗の旗王 シ ャク ドラジャブ(Saydurjab)

で あ った 【ODUNCECEG　 l987:189-213;VAN　 HECKEN　 1972:1491。

　 報告に よると,ト ロイ ・エ ジソの祭殿に火事が発生 した のは1928年 陰 暦 の5月3日

の夜で,報 告の 日付は陰暦の6月5日 とな ってお り,火 事が発生 してす でに一 ケ月経

過 してい る。旗王 は火事が発生 した とき,役 人を派遣 して調査 させ たこ とな ど比較的

詳 しい情報 をジ ノソに報告 してお り,ト ロイ ・エジ ソの祭殿が ジノソの管轄下にあ っ

た ことをあ らためて証 明 してい る。御神体(sit�en)と して祭 っていた金 の帯飾 り

も火事に巻 きこまれ たことをほのめか してい る。 ダルハ トのバ ダマ とウルグン ・ダラ

イ(6rg6n　 Dalai　1996年 現 在63才 　 写真2)ら も祭殿 内に御神体 として男性用の帯飾

りが あった と証言 している。

文書　9

   Toloi ejen-ü  comcoy ordu yal-du abtaysan tuqai (1928) 

   [1] sidgegci daruy-a otoy aca [2] ciyulyan-u kereg tusalan sidgegci daruy-a jasay törü-yin 

giyön vang Galzangrulmavangjaljamsu tusalayci [3] tayiji nar-un medegülün kürjü iregsen 

bicig-tür. medegülkü-yin ucir mönöken qariyatu gosiyun-u jegün [4] eteged-tü orosiyulun tayi-

ju büküi [5] Toloi ejen-ü darqad cing keciyeltü qongjin Seröbdöntüb. jayisang anjimidub 

nar-un ergün medegülün iregsen ergülte [6] bicig tur erten-ü urid aca inereü Toloi ejen gegen-ü 

dörben cay-un tayily-a takily-a erkilün [7] takiysayar iregsen anu bui bila. ene jun-u dumda 

sar-a-yin yin yurban-u tayily-a bar darqad bidanar [8] all ariyuneeber-iyer ariyulan
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tayily-a takily-a ban ergüged  orosiyuluysan-u daray-a mön kn-e yin [9] yurban-u söni genedde 

yal-un ayul egüsügedcomcoy ordu erkeden. cirgi. altan bicig. [10] mangnuy olboy. Cinggis ej-

en-ü kürüg türi bolyan quduy edegersitügen jüil nisügsen el-e ucir [11] -iyan yaryan medegüly-

e oldabasu degerece tolican örösiyejü qayiralaqu ajiyamu egün-ü tula ergün bariba. [12] 

kernen medegülün irejügüi. eyimü yin tula man-u yajar aca meyiren jerge jalan janggi 

Cayadai yi tusqayilan [13] yaryaju mayadlan bayicayalyabasu. tegün-ü goyisi medegülün 

iregsen anu. darqad-un medegülül tei [14] nigen adali medegülün iregsen eyin-kü ucir-i yaryan 

medegüly-e. oldaqul-a sidar-tur yabuqu [15] iüi veisi ded ciyulyan-u terigün jasay giyön vang 

noyan tan tolican tungyayaju qayiralaqu ajiyamu [16] egün-ü tula medegülün bariba. 

   [17] dumdadu ulus-un arban doloduyar an sir-a luu jil-un jun-u segül sar-a-yin kn-e-yin 

tabun-a.

訳

　 トロイ ・エジンの祭殿が火事に遭 った件:

　 [1](旗 政を)管 理する責任者オ トクから,[2]盟 の諸事を担当する責任者,ジ ャサク

で,国 の郡王ガルザソルルマワンジャルジャムソ,協 理[3]タ イ ジらの報告 してきた書状

では,以 下のことを報告している。この前当旗の東[4]部 に駐営し祭っていた[5]ト ロ

イ ・エジンのダルハ トであるチン・ケチイェル ト・ホンジン職のセルブドントプ,ザ イサ

ン(宰 相)職 のシャソジミドブらの報告 してきた[6]書 状には 「昔から今日まで トロイ ・

エジソ・ゲゲソの四季祭祀を引き受けて[7]実 施 してきたものである。この夏の仲月の3

日の祭祀に,ダ ルハ トの我らは[8]も っとも清らかに祭祀をや り遂げた後,同 じく[9]

3日 の晩に突然火の災厄が起こり,祭 殿をはじめ,チ ャルキ8),金 書9),[10]麟i鍛 の座布団,

チ ンギス ・エジンの肖像画,ボ ルガン・ホ トク10)な どこれらの御神体類が火に見舞われ

たこと[ll]を 隠 さずに報告する。届き次第,鑑 みの うえお許 しいただくよう,こ のため

8)　 ダル ハ トた ち の 話 で は,チ ャル キ とは,龍 頭 の 飾 りを彫 った紅 檀 の木 板 に 「天 の こ とぽ 」

　 を 彫 り,さ らに 彫 り跡 に 金 を 注 い で つ くった 特 別 な 祭 祀 用楽 器 で あ る と い う。 「天 の こ とぽ 」

　 とは 「満 州語 ら しい文 字 」 で 書 い て あ った とい う。

9)オ ル ドス に は か つ て さ ま ざ まな 「金 書」(altan　 bicig)と 称 す る祭 祀 文 書 が あ った よ うで あ

　 る 【SAYINJ--LI'AL&話 楓DA11983:75】 。 オ ル ドスに は 八 白宮 以外 に も数 多 くの祭 殿 が あ り,

　 私 は,お そ ら くひ とつ の祭 殿 に 少 な く とも一 部 の 「金 書」 が あ った と想 像す る。

10)　 「ホ トク」 とは,モ ンゴル 語 で 福 禄 の意 味 で,ボ ル ガ(bulay-a)と は 　 で あ る。 サ イ ンジ

　 ャラ ガル と シ ャ ラル ダイ に よる と,チ ンギ ス ・ハ ー ン とボ ル テ 夫人 の祭 殿 に も 「ボ ル ガ ン ・

　 ホ トク」が あ った とい う。 そ れ は,紹 の皮 と五 色 の絹 布 で つ く った,ふ さふ さ と した もの で,

　 チ ンギ ス ・ハ ー ンの遺 骨 箱 の 両 側 に 飾 って あ った 【$AYINJIRI'AL&SA眺DAI　 1983:58]。 『ア

　 ル タ ン ・ハ ー ン伝 』 に は モ ン ゴル の6つ の万 戸 集 団 が 八 白宮 の前 に集 ま っ て,松 の 樹 か ら掲

　 げ た ブ ル ガ ン ・ホ トクに 叩頭 し,ボ デ ィ ・ハ ー ソに ハ ー ソの称 号 を,メ ル ゲ ソ ・カ ラに ジ ノ

　 ンの称 号 を それ ぞれ 授 け た とあ る1珠 栄 嗅 　 1991:207】 。 また,マ ン ドハ イ ・ガ トソの伝 説 で

　 は,マ ソ ドハ イ ・ガ トソが 八 白宮 を 訪 れ,求 子 の 祈 願 を 託 した 行 為 を 「ホ トクを 願 う」

　 　 (qutuy　 yuyuqu)と 表 現 して い る こ とか ら,ブ ル ガ ソ ・ホ トクは 豊 饒 信 仰 と関 わ る装置 で あ

　 ろ うと考 え られ る。
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　 　 に 申 しあ げ る。」[12]と 報 告 して きた 。 そ のた め,我 々 の所 か ら メ イ リ ン爵 の ジ ャ ラ ン ・

　 　 ジ ャ ンギ で あ る チ ャガ ダ イ を特 に[13]派 遣 して 調 査 させ た 所,彼 の 報 告 も また ダル ハ ト

　 　 の報 告 と[14]ま った く一 致 して い る こ とを 申 しあげ る。 届 き次 第,御 前 大 臣[15]イ ウ

　 　 ィ シ11),副 盟 長 で,ジ ャサ ク郡 王,ノ ヤ ソで あ られ る貴 殿 が 鑑 み の うえ,御 恩 を 賜 る よ う。

　 　 [16]こ の た め に報 告 した 。

　 　 　 [17]中 華 民 国17年(1928)戊 辰 年 夏 の 最 後 の 月 の5日 【NARAsuN&ERDEMTU　 1987c:

　 　 63-65]0

　分 析 これもオ トク旗旗王からジノソへ提出された火事に関する報告で,文 書8

と同じ日付 となっている。文書8で は旗王が最初メイ リン爵の従老を派遣 していたが,

文書9で はその後またメイ リン爵のジャラン・ジャソギを派遣 していたことが分か

る。ジャラン・ジャンギは旗の役人である。同じ日に2通 の報告が提出されているこ

とは,事 件の重大性を物語 っている。文書9の 方は文書8よ りもさらに詳しく報告 し

ているのが特徴的である。

　焼失したものとして祭祀用楽器チャルキ,金 書 蟻鍛 の座布団,チ ソギス ・ハーン

の肖像画,ボ ルガソ ・ホ トクなどがあげられている。そのうちチンギス ・ハーソの肖

像画は御神体 として祭られていた可能性が高い。チャルキと蜂鍛の座布団は祭祀器具

の類に入る。金書はいわぽ祭祀文書である。現在生存 しているダルハ トたちはこの

1928年の火事を直接経験 していないが,火 事は トロイ ・エジソの祭祀活動の運営に大

きなダメージを与えたであろうと推測される12)0

2.2文 書にみる祭祀 と職掌

　 以上9篇 の文書に登場す る祭祀者 ダルハ トとその職掌を まとめたのが表2で ある。

これ らの文書を総合的に分析す ると,以 下の ことが明 らか であ る。

　第一,ト ロイ ・エジ ソは また ドロソ ・エ ジソ(7つ の主君)と も呼ばれ,古 くか ら

祭 られて きた重要 な守護神 と位置づけ られてい る。その御神体 として金 の帯飾 り,チ

ソギス ・ハ ーンの肖像画 などがあ った。祭殿は オ トク旗 の東部,ハ ンギ ソ旗 との境界

地帯にあ り,両 旗か らそれぞれ一定範囲 の 「駐営の禁地」 が与え られていた。

　第二,ト ロイ ・エジ ン祭殿はオ トク旗 と緊密な関わ りがあった。オ トク旗は,四 季

11)　 イ ウィシの意味は不明である。おそらく 「御衛士」のことであろう。

12)今 世紀の初頭あた りからトロイ ・エジンの祭祀活動は没落の一途をたどった。特権階級の

　 ダルハ トたちの貧困化は,清 朝末期からの漢族の入植と草原開墾が,モ ンゴル族の生活の基

　 盤を根本的に破壊したことを端的に物語っている。こうした背景のもとで,1928年 の火事は

　 さらに深刻な打撃をもたらしたにちがいない。
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表2　 文書集 『成吉思汗八白室』に登場するトロイ ・エジソ関係のダルハ トた

　　　ちと継承人一
1906  Cingsang Irügelci Coyijinjab

1907 Cingsang Irügelci Coyijinjab

1907 Cing Keciyeltü Qongjin Seröndöntüb

1918 ? Vangjalnorbu

1918 ? Suvadi

1918 Qongjin Seröbdöntüb

1918 Cingsan Irügelci Coyiji (njab)

1918 Tayiji Töbsinjiryal

1918 Tayibu Serengdönrüb

1918 Mangnai Malhajab

1918 Qon (g) jin Öyünbelig

1918 Tuul Jiryal

1918 yalci Arbinsang

1918 Altan Serbi Odyan

1919 (?) Jayisang Sanjimidub

1928 ding Keciyeltü Qongjin Seröbdöntüb

1928 Jayisang Sanjimidub

1898 Tayiji Jalyamji V acirbatu, Cäyanbatur

1922 Tayiji Jaiyamji Sajingerel

折 々の祭祀に,「 継承人」 と称す るチ ソギス ・ハ ーソの直系末喬 であ るタイ ジ1人 を

派遣 していた。 この 「継承人」は チソギス ・ハー ソの一族を代表す る立場で祭祀に参

列 していた。

　第三,ト ロイ ・エ ジソの祭祀運営はつねに ジノソの管轄下にあ った。祭祀者 ダルハ

トの人事移動 な どは,す べてジノ ンに掌握 されていた。 ジノソは また ヒツジの丸煮,

乳 酒 などの供物 を欠か さずに献上 していた。 ダルハ トは祭祀活動の経過 をジノ ソに報

告 していた。祭殿 は数年に一度新装 し,そ れを清め る行事がお こなわれ ていた。 この

際,祭 祀器具の運搬 に使用する役畜等は旗政府が手配 していた。

　第 四,ト ロイ ・エジ ソの四季祭祀 の名称は,チ ンギス ・ハー ソの八白宮 の祭祀名称

と同 じである。 八 白宮祭祀の理論的根拠 は,13世 紀 元朝の フビライ ・ハー ソが編纂 し

モ ンゴルの政治 と宗教の運営 を詳細に定めた,『 十善 白史』にある とされてい る 【Llu

jlNsuo　 1981;井 上 　 1991:71-83,1992:1-24;楊 　 1995:421。 トロイ ・エジ ンの四季

祭祀の名称は八 白宮の四季祭祀 とともに,r十 善 白史』 にみ られ る 「四季 の宴」 の名

称 と一致す る。
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　第五,文 書内容を整理 したところ,ト ロイ ・エジソのダルハ トには8つ の職掌があ

った。 これ らの職掌名はチソギス ・ハーンの八白宮の祭祀を運営する 「五百戸の黄色

いダルハ ト」の一部の職掌名と同じである13)0同時にまた 『十善 白史』にみられる元

朝宮廷の官員名とも一致する(3.4参 照)。

　このように トロイ ・エジソの祭祀は,清 末,民 国初期の時期に至ってもなお,モ ン

ゴルにおける政治の代表者であるジノソや旗王をは じめ,広 くチンギス ・ハーソの直

系子孫ボルジギソー族と密接な関わ りを維持 していた。祭祀の名称 と祭祀者の職掌の

起源は 『十善白史』に求めることができる。その意味で トロイ ・エジンの祭祀はモン

ゴル全体の規模で強烈な政治色を保ちつづけていたのである。

3　 ダル ハ トた ち が伝 え る トロイ ・エ ジ ン祭 祀 の実状
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F

　現在,ト ロイ ・エジソの祭祀活動にたずさわったことのある祭祀者 ダルハ トは,数

少な くなっている。前章の歴史文書からうかがわれる清末,民 国期の祭祀を,聞 き取

り資料その他によって再構成を試みたい。

3.1　 ダルハ トたち と トロイ ・エ ジ ン祭 殿 の移 動

　 トロイ ・エ ジンの ダルハ トである ウル グソ ・ダ ライ　(6rg6n　 Dalai写 真2)は,

現 在 オ トク旗 ポ ロ ・ホ シュー郷 の ドス ト川 の北側 に住んでい る(地 図参照)。 かれの

話 に よれぽ,父 親 は タイポ(太 傅)職 であった。 タイポは タイ シ(太 師)と ともに ト

ロイ ・エジ ソのダルハ トのなかで もっとも位の高い2つ のポス トである。 ウル グソ ・

ダライは14才 のときに一度 出家 して ラマ僧にな ったが,の ちに還俗 して ダルハ トを受

けついだ。 ダルハ トに男子 がない場合,同 一父系親族集 団の者が推薦 され,ジ ノソの

認知を経て ダルハ トになる。 この情報 は,前 章 の文書3の 記録 と一致 している。

　 ウル グソ ・ダライの父親は最初 オ トク旗東部 の ジ ョソ(josod)に 住 ん でいた。 そ

のころ,ト ロイ ・エジンの祭殿 も近 くに駐営 していた。1930年 ごろにな ると草原が入

13)　私 の現地調査では,ト ロイ ・エジンの祭祀者集団ダルハ ト内にある8つ の職掌の相互間の

　 上下関係を確認することはできなかった。しかし,八 白宮の祭祀者集団 「黄色いダルハ ト」

　 の職掌名と一致している以上,「 黄色いダルハ ト」の職掌の上下関係が参考になる。「黄色い

　 ダルハ ト」の場合,タ イシは祭祀の主導者であ り,タ イポは祭祀の準備を主管する。祭祀の

　 総合管理者はマソライで,祭 祀における宴会や音楽を司るのはホソジソである。儀礼の進行

　 を監督 し,祭 詞を唱えるのはグケーである。供物を献上するのが トゥールである。祭祀の順

　 次を決めるのはハス・・である。祭祀の酒を献上するのがチェルビである　【N蝋SUN　 1989=

　 25;SAYU・rint.rni,&SARALDAI　 1983:432-44Q]a
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植漢族 に開墾 され たため,ポ ロ ・ホ シz`へ 移動 した。そ の際,ダ ルハ トのオ トク ・

ユルールチ職(otoy　 ir�elci)も 一 緒であ った とい う。

　 もう1人 のダルハ ト,バ ダマ(Badma写 真1)は,現 在,シ ャル ・ブ リド(v.sera

b�id�)に 住んでい る(地 図参照)。 よ り正確 にいえぽ,1940年 代 か ら トロイ ・エジ

ンの祭殿が置かれていた小高い丘の南東約1kmの と ころに住居 を構 えている。バ ダ

マは最後 のダルハ ン ・カー職(darqan　 kiya}を つ とめていた。9才 の ときにオ トク ・

ユル ールチ職 のチ ソバ ト(cingbatu)と い う人物の弟子 とな り,22才 で ダル ・・ソ ・

カーになった とい う。 ダルハ トは,そ の修養にあた って,集 団内の有能 と認め られた

人 の門下 に弟子入 りしていた ことが分 かる。バ ダマは,1943年 に,祭 殿 を携 えて シャ

ル ・ブ リ ドへ移 って きた とい う。

　 パ ダマの記憶では,ト ロイ ・エ ジソは,最 初 オ トク旗 とハ ソギ ン旗 の境界に位置す

る ドロソ ・ホ ドク(doloyan　 qudduy)と い う地 にあ った とい う。 ドロン ・ホ ドクと

は 「7つ の井戸」 とい う意味 で,パ ダマは,そ のために トロイ ・エジ ソの祭殿 も 「7

つ の主君」 と呼ばれ るようにな った とい う。サイ ソジ ャラガル とシャラルダイ も,調

査 で同 じ情報を得てお り,ト ロイ ・エジ ンの祭殿は,こ の ドロン ・ホ ドクの地にかな

り長いあいだ祭 られていた と記述 している。 ドロソ ・ホ ドク周辺が入植漢族に開墾 さ

れたため,チ ャガ ソ ・トー リム(cayan　 toyurim)近 くの テメライ(temegelei)ま で

移動 した。チ ャガ ン ・トー リムに駐営 していた ころ,同 治年間(1862-1874)の 回 族

の反乱に巻 きこまれた 【SAYINJIRI'AL&S㎜D!u　 l983:389-391】 。 バ ダマの話では,

回 族反乱 のとき,ホ イル ・トロガイ ・イ ソ ・シ リ14)(goyar　 toloyaiyin　 sill)に 避 難 し

たが,回 族反乱軍に放 火され て,祭 殿を失 った。その際,祭 殿内の御 神体類は火打ち

鎌の鉄部分だけが残 った とい う。 こ うした背景か ら,1950年 代 に共産 党政府が成立す

るまでの祭祀器具 と御神体類は,回 族反 乱の後に複製 され た可能性が高い と考え られ

る。そ の後一時ボ ロホ ソデ(borogongdai)15),そ して クメル(k�Vzel)な どの地を流

転 した後,最 終的に シャル ・ブ リ ドに落ちついた のである。 シ ャル ・ブ リドは オ トク

旗旗王の宮帳 オル ドが一時置かれていた地であ り,旗 王の近 くが安全 と考 えていたの

であろ う。清朝時代,ト ロイ ・エジ ンの ダルハ トのなかには,オ ル ドスの西北に位置

す るア ラシャソ地域へ渡 る者 も現れた とい う[SAYINJI】㎜&SARAmAI　 1983:394】 。

　 1940年 代 に トロイ ・エ ジソの ダルハ トは全部 で30数 戸あ った。バ ダマは私に,そ の

うちの19戸 の戸主名をあげた(表3参 照)。

14)今 の ム クル ・ソー(muqur　 sayu)で,漢 語 名 は 四十 里 梁 で あ る。

15)　 今 の ウ ラー ソ ・ジ ェ リム(ulayan　 jiegere〃1)の ジ ョ ソG∂30の あ た りで あ る。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　表3　 1940年 代 の トロイ ・エ ジ ンの ダル ・・トた ち一
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19

Cing Batu 
Yangrung 

 Senggerincin 

Namjaldorji 

Ayürzana 

Bayan Dügüreng 

Öljeikütüg 

Balyunjab 

Odyonbayar 

Nima (Balyunjab (7)9,) 

Gesigdalai 

Naran Dalai 
Badamjab 

Cögjüminsel 

Radnabanzar 

Jalsang 

Doytuyu 

Colo Bayatur 

Mängkebuyan

ユル ール チ

タ イポ

ザ イサ ン(宰 相)

トゥール

タ イ シ(太 師)

ザ イサ ン(宰 相)

ガ ル チ

ア ル タ ン ・シ ェル ビ

アル タ ン ・シ ェル ビ

?

ソ ラ ・ダ ル ハ ト(雑 務役)

アル タ ン ・シ ェル ビ

タイ シ(太 師)

ホ ソ ジ ソ

?

?

ソ ラ ・ダル ハ ト(雑 務 役)

?

?

3.2　 トロイ ・エ ジ ソの祭殿 の形 と御 神体類

　祭祀者 ダルハ トた ちは,ト ロイ ・エジンの祭殿 をチ ョムチ ョク(co〃tcoy),チ ョム

チ ョク ・オル ドとも呼んでいる。かつて,ト ロイ ・エジ ンの祭殿は2つ のつ なが った

テン トか らなっていた よ うである 【SAYINjn斌AL&SARALD虹 　 1983:3911。 ダルハ トの

・ミダマに よる と,1956年 までの祭殿は,南 北 にやや長い四角 い形を し,厚 さ約10cm

の木 板でつ くった建築であ った とい う。木板 の うえには二重 のフ ェル トと黄色 い絹布

が覆い,雲 紋(uyalja)の 装 飾があった。四角い木造建築を分厚い フェル トで覆 うと,

「四角 くて丸い祭殿」にな る,と ダルハ トたちが表現す る。祭殿 の内部には赤 い絹布

を掲げ ていた。祭殿 は8つ のハナ16)の 大 きさであ った。

　 バ ダマは,ト ロイ ・エ ジソの御神体は長 さ約33cm,厚 さ約7cmく らいの鉄製 の

火打ち鎌(gete)で あ った とい う。 ウルグソ ・ダライ も同 じ情報を提供 している。た

16)ハ ナ とは,テ ント(ger)の 壁 となる木製骨組のことである。ハナはお りたたみ式になっ

　 てお り,テ ソ トの大きさは,ハ ナの数で表現される。かつて普通の庶民のテソトは,ハ ナ4

　 つから6つ までであったが,チ ソギス ・ハーソー族の者は,ハ ナ8つ のテソトを持つことが

　 できた。
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だ ウル グン ・ダライは,火 打 ち鎌は銀製 のものであ った とい う。かつて ウルグソ ・ダ

ライが ラマ僧か ら還俗 してダルハ トに もどるとき,こ の火打 ち鎌で頭に火花を飛ぽ し

た。 ダルハ トたちがモンゴル 各地を巡回す る ときも,こ の火打 ち鎌を持参す る。祭祀

に直接参加 できるのはモ ンゴル人男性で,女 性た ちは祭殿 の南東50～60歩 離 れた とこ

ろで遙拝す る。 ダルハ トの1人 が火打 ち鎌 を持 ってい き,女 性 たちに火花を飛ぽ して

祝福 する。

　 ウル グソ ・ダライは,バ ダマ とは異 なる情報を述べてい る。 それは,ト ロイ ・エジ

ンの祭殿には火打ち鎌のほかに もうひ とつの御神体 として,ス ゥルデ(三 叉)が あっ

た とい う。長 さ約66cmの,竿 の先端部に北斗七星の配置 と同 じように7つ の銀釘を

打 ちこんだ ものであ った。モ ンゴル人 は北斗七星 を ドロン ・ブルハ ン(7つ の神)と

呼ぶ。 トロイ ・エジ ンを ドロソ ・エジ ン(7つ の主君)と も呼ぶ ようになったのはそ

のためであ ると主張す る。

　火打 ち鎌 とス ゥルデ以外に,貴 重 な祭祀器具 として,楽 器チ ャルキ,銀 製鍍金の男

性 用の帯飾 り(tuuqai),チ ソギス ・ハ ーソの 肖像画17),ト ロイ ・エ ジ ンの肖像 画な

どがあ った。火打 ち鎌 とス ゥルデ,そ れに各種 の金銀祭祀 器具はすべ て祭殿 内の箱

(g�ggaraba)の なかにあ った とい う。

3.3　火打ち鎌:拝 火祭か らの視点

　 3.3.1末 子 と火

　火打ち鎌 は,発 火道具 であ り,こ れを御神体 とす ることは,火 に対す る特別 な信仰

を物語 っている。 ダルハ トたちは,火 打ち鎌 は トロイ ・エ ジソを象徴す るものである

とい う。モンゴル では,末 子 の ことを 「オ トゴン」(odyon)と い う。 オ トとは 「火」

の ことで,オ トゴンとは 「火を守 る人」の意味 である。ペル シアの歴史家 ラシー ド・

ア ッデ ィソは 『集史』のなかで,チ ソギス ・ハー ンの末子 トロイ ・エジソについてつ

ぎの よ うに言及 している。モンゴル 人 とチZル ク人には,み なこのよ うな習慣があ る。

(親が)ま だ生きているあいだに息子たちがつ ぎつぎ と独立 してい く。息子たちには

それぞれ財産 を与 えるが,残 った財産はすべて末子に属す るb末 子は 「オチギ ソ」(す

なわ ち現代語の 「オ トゴ ン」)と 呼ぼれ,こ れは火 と炉に関わる息子であ り,「 家の根

本」 であ る,と い う 【拉施特　 1985:196-197]。

　 この よ うな一族 の象徴18)と しての 「炉」(yolu〃lfR)に つ いて,モ ンゴル語 にはつ

17)　 肖像に描かれたチソギス ・ハーンは,尖 った帽子をかぶ り,顎 髭をはやしていた。

18)炉 と火は人々の住居の中心に据えられ,生 活用の火として,家 族的生活の編成の要,そ の/
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ぎの よ うな表現があ る。「炉を維持す る」(yolu〃z　ta　sakiqu)と は,代 々炉 と火を継承

す ることを意味 し,「 炉 の維持者」(yolumta　 sakiyci)は,す なわ ち財産の継承者 であ

る。「炉 を壊す」(yolu〃 吻balalqu)と は,一 族 を滅ぼす ことを意味 し19),「炉 が黒 く

な る」(yolumta　 garalaqu)と は,一 族 の没落 を暗示 す る 【ELDENGTEI&ARDAJAB

1986:165;QURCABAI'ATUR　 1991:7-8】 。 実際 の 日常生活 のなか で も,モ ンゴル人 は

炉 のなかの火が消 えない ように細心 の注意をは らう。遊牧で移動 の際 も,火 を慎重 に

運び,火 に関する禁忌を堅く守る。

したが って,末 子は 「一族の根本」 で,そ の一族 は火に よって象徴 されてい ること

を物語 っている。火打 ち鎌は,チ ソギス ・ハ ーンの末子 トロイ ・エジ ソが 「火 と炉 を

守る」身分であることを示す御神体である。

3.3.2　 拝 火祭

　モンゴル 人 は火(yal)を 「母」(eke)と み な し,「 母な る火」(yal　eke)と 表 現す

る。古 くか ら伝わる火の祈疇文につ ぎの ような内容があ る。

清らかで輝 く性質を持ち

堅いもの(gatayu)を 焼 きくだき

暗闇を追いはらい

火打石を母に

鉄鋼を父に

雲を通す匂いを持ち

＼ 安寧な存続の保証 となる。社会的には,家 族の結合をもたらし,性 的分業の上では,男 女の

　 役割を規定していた。そして宗教的 ・象徴的には,火 は神々と人間との仲介者であり,人 の

　 生活の場を 「世界」につなぎとめる支柱と表象されていた。【清水　1974:32】。

19)　 『モンゴル秘史』には,一 族を象徴する炉と火に関する興味深いエピソードがある。少年

　 テムジン(の ちのチソギス ・ハーン)と ハサル,ベ クデル,ベ ルグータイはともにイェスゲ

　 イを父とする兄弟であるが,テ ムジソとハサルはともにホエルソ母から生まれ,ベ クデルと

　 ベルグータイは別の妃から生まれ,同 父異母の兄弟である。かねてから4人 のあいだにいざ

　 こざが多 く,つ いにテムジンとハサルがベクデルを射殺するが,そ の際,ベ クデルは 「私の

　 炉を壊さないで,ベ ルグータイを見捨てないで」とい うことぽを残す。このエピソー ドは従

　 来から多くの研究者P'`注目されてきた。ホルチャバー トルは別の拝火祭に関する論文のなか

　 でつぎのように分析している。ベクデルとベルグータイは同じ母親から生まれ,ベ ルグータ

　 イの方が弟で,モ ンゴルの習慣では 「炉と火の維持者」の身分である。「炉 と火の維持老」

　 が殺されたら,ま さに家系の消滅ということになる。そのため 「私の炉を壊さないで」とは,

　　「私を殺してもいいが,炉 と火の維持者ベルグータイを殺さないように」 との希望を示 した

　 ものである[QURCABATATUR　 1991:7-8】。
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大 地 エ ト ゥゲ ン(et�en)を 通 す 威 力 を 持 ち

[NnrlJn　 nOR71　 1992:349-350]

　別 の火 の祈薦文 ではまた大地エ トゥゲ ソを 「エ トゥゲ ン母」 と表現 している 【DAM-

DINSﾜRﾜNG　 1982:319】 。 八白宮祭祀の火の祈薦文 では 「エ トゥゲ ン母を通す威力を持

つ」 とある[SAYINJIRI'AL&SARAエDAI　 1983:222】 。 ハル ヴァに よると,エ トゥゲ ソは

古代の突豚碑文に も現れ,元 来モ ンゴル人の故土 を意味 し,火 の祈薦文 では 「エ トゥ

ゲ ン母」とい う女性 として登場 する 【ハルヴァ　 1991:225]。 ブ リヤー ト・モ ンゴルは,

牝 羊か牝馬,つ ま りメスの動物を火の供物 とす る。ハル ヴァは これに よって 「火の神」,

「火 の霊」 は女性 で あ る こ とを暗 示 して い る と説 明 して い る 【ハ ル ヴ ァ　 1991:

217-221]。 現 在,モ ンゴルでは 「火 の祭」,「拝火祭」(yal-un　 tayity-a)と 呼 ぶ祭が広

くお こなわれてい る。陰暦ll月23日 も しくは24日 の 「拝 火祭」の とき,同 一父系親族

集団の全成員 が集 ま り,ヒ ツジの胸 肉(ebcig�@ 写 真3)と 脂 肪 で火を祭 る。火を祭

るときにはさまざまな色 の布切で胸肉を飾 る。 これを 「火の装い」(yal-un　 em�gel)

あ るいは 「胸 肉の装い」(ebcig��em�gel)と い う[NAMJILDORJI　 1992:353-354j。 「装

い」(em�gel)と は 『モ ンゴル秘史』 にもみ られる表現 で,元 来は新婦が実家か ら持

参 して きて,義 父や義 母に捧 げ る土産 を指 していた[ELDENGTEI&ARDAJAB　 1986:

224j。 拝 火祭の 「火の装 い」あ るいは 「胸 肉の装 い」に使用す る布切は,女 性た ちが

年 は じめか ら裁縫 をす るたびに残 してお くものである。モンゴル におけるシ ャマ ソを

意味す るイ トガソ(ituyan),オ タ ガ ン(odyan)は,や は り火を意味す るオ ト(od)

とい うこ とばに女性 名詞 「ガ ソ」(yan)を つ け た こ とに 由来 す る との指摘 もあ り

【QURCABAI'ATUR　 1991:3】,一 般の拝火祭は 「母 なる火」を強調す る性質を持つ。また,

一部 の地域 では拝 火祭 の ときに長老が一族 の系譜を唱え[QURCABA1'ATUR　 1992:14】 ,

祖先 と火を結びつけ る要素が確認で きる。

3.4　 ヤ ムの権 利 を持 つ トロイ ・エ ジ ンの ダルハ ト

　祭祀者 のバ ダマらに よる と,自 分たちの祖先はチ ソギス ・ハーソの八 白宮 のダルハ

トと同 じように 「黄色 いダルハ ト」で,元 朝の フビライ ・ハーソの ときに,世 襲制の

ダルハ トに任命 された とい う。清朝時代 の半ば ごろ,ト ロイ ・エ ジンの ダルハ トはオ

トク旗 のイケ ・ハ ラー とい う行政組織 に編入 された。 そのため,か れ らは また 「ホシ

ュー ・ダルハ ト」すなわ ち 「旗 ダルハ ト」 とも呼ぼれる ようにな った。本来は どの旗

に も属 さない独立集 団であった とい う。 サイ ソジャラガル とシャラル ダィも トロイ ・

660



楊　 オル ドス ・モンゴル の祖先祭祀

エジ ソのダルハ トはおそら く 「五百戸 の黄色い ダルハ ト」か ら分離 した祭祀者集団で

あろ うとい う[SAYINJIR1'AL&SARALDAI　 1983:393】 。

　祭祀者 のバ ダマとウルグ ン ・ダライ らは,ト ロイ ・エジソの ダルハ トに,か つては

以下8つ の職掌があ った とい う。それは,ア ルタ ン ・シ ェル ビ,マ ソナイ,ザ イサ ソ,

ダルハ ン ・カー,オ トク ・ユルールチ,ト ゥール,ガ ルチ,ホ ソジンの8つ であ る。

この8つ の職 掌か らな るダルハ トた ちは さらに2つ の ゲシク(kesig後 述 参照)に 分

かれ,ア ルタ ソ ・シ ェル ビ,マ ンナイ,ザ イサ ソ,ダ ルハ ソ ・カーは タイ シ(太 師)・

ゲシクに属 し,そ の他はタイポ(太 傅)・ ゲシクの所属 であった。 ダルハ ト同士は互

いを 「ゲシクの兄弟」(kesig一�　aq-a　deg�)と 呼びあ っていた。

　文書に記録され ている トロイ ・エジンのダルハ トの8つ の職掌名 と,祭 祀者 のパ ダ

マらのあげている職掌名は,い ずれ も 『十善 白史』の官員名 と一致す る。 アルタ ン ・

シェル ピは,ア ルタ ソ ・チ ェル ビとも発音 し,チ ャルキ(caryi)と い う祭祀用楽器

を奏で る人の呼称 である。 『モンゴル秘史』では 「女官名」 として現れ 【ELDENGTEI&

ARDAJAB　 l　986:314-315,332,583-584,764,888],の ち に 「千戸長」な どの軍官名 と

もなってい る 【額爾登泰他 　 1980:314;LIu　 JINsuo　 l981:1301。 マ ソナイを 『十善 白

史』 では マ ンライ(〃tanglai)と 表 記 してい る[Ltuu　Jixsuo　 l981:83】 。 ザイサ ンとは

「宰相」の ことで,元 朝の ときは,主 として大 ハー ソ朝見の儀式や勅文 の翻訳にたず

さわ る役 であ った 【LIu　Jirrsuo　 1981:1311。 ダ ルハ ソ ・カー とは 「ダル・・ソ」(免 税

者)の 称号を持つ カーの意味で,カ ーとはハー ンの親衛部隊の長官であ った 【Llu　JIN-

suo　 1981:132】 。 オ トク ・ユル ールチにつ いては4.1.1で 述 べ る。 トゥールを 『十善

白史』では トゥールチ(tuyulci)と 表 記 している 【Liu　Jirrsuo　 1981:88】 。 トロイ ・

エ ジソの祭祀において,ト ゥールは儀礼の進行を監督す る役をつ とめていた。 ガルチ

とは火をあつか う役である。 ホンジソは元朝時代の もっとも重要な大臣で,各 種儀礼

を司 る役 で もあ った 【Llu　JINsuo　 1981:34-35,129-130】 。

　 ダルハ トた ちか らの情報を総合 して検討 した ところ,ト ロイ ・エ ジンの ダルハ トた

ちの社会構造 は,以 下2つ の点 でチ ンギス ・ハー ンの八 白宮 の祭祀を運 営する 「五百

戸 の黄色い ダルハ ト」たち と共通 している。

　 第一,「 五百戸の黄 色い ダルハ ト」た ちと同 じく,ゲ シクに もとついて組織 され て

いた。 ゲシクとは,モンゴル 語 で 「恩賜」 を意味 し,古 代チ ュル ク語では 「当番」や

「宿直」の意味で,チ ンギス ・ハーンの親衛部隊を指 していた 【杉 山　 1992:79-80】 。

「五百戸の黄 色い ダルハ ト」はチ ソギス ・ハー ソの親衛部 隊ゲ シクの子孫である とい

う意識を強 く維持 している 【楊　 1995:32-34】 。
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　 トロイ ・エジ ンの ダルハ トは,全 員が ウルルグー トとい う父系親族集団(ﾖrl��

oboy)で あ る。 ウルル グー トとは,「 将軍たち」の意味であ る。『十善 白史』には 「九

人の将軍 たち」 とあ り,「 大 ハー ソにもっとも忠誠心を持つ側近」 を指 していた 匹IU

ヤ
Juvsuo　 1981:88,131]0

　 第 二,ト ロイ ・エ ジンの ダル ハ トた ちは,「 五百戸 の黄色 い ダルハ ト」たち と同 じ

よ うに,ヤ ムタ ト(yamutad)と 自称す る。 ヤムタ トとは,ヤ ム(yamuあ る いは

yama)を 有 す る人び ととの意 味である。 ホルチ ャビ リクに よると,ヤ ムとは 「食べ

物」を意味す る古代チ ュル ク語 であ り,八 白宮 の祭祀では大ハー ンの恩賜 としてダル

ハ トたちに与 えられ る 【QURCABILIG　 1993:62-64 ,1994:40-47】 。祭祀者 のパ ダマ らは,

ヤ ムとは 「尊 い食べ物」 である と証言 してい る。 トロイ ・エジンの ダルハ トたちは8

大 ヤムタ トか らなっていた。

　 ヤムの実体 は,ヒ ツジの肉であ り,祭 の終幕 として ダルハ トたちに分け与え られ る。

献上 された丸煮の数 と関係な く,あ くまで も1頭 の ヒツジの各部位を 「古 くか らの し

きた り」に したが って分配す る。ヤ ムの分配(t�egek�)は トゥール職 が担 当す る。

職掌名を呼びあげ,呼 ぼれた者 はひざまずいて受け とり,持 ちか えって食べ る。バ ダ

マに よる と,8大 ヤムタ トに分 け与 えていたヤムの部位は以下の通 りであ る。

タイシ ・ゲ シク

ア ル タ ソ ・シ ェ ル ビ の ヤ ム:裸 の ハ(suyuldur　 qa)

マ ソ ナ イ の ヤ ム:ド ム ダ ・チ ュ ム グ(dumda　 cim�e)

ザ イ サ ソ の ヤ ム:胸 椎(Seger)

ダ ル ハ ン ・カ ー の ヤ ム:裸 の 大 腿(suyuldur　 yuya)

　 ここで,「 尊い食べ物」 ヤム として分配 され るヒツジの各部位 につ いて,説 明 して

お きたい。ハ(qa}と は,ヒ ツジの前肢 の一部を指す。これ には椀骨(boytu　 cim�e),

上 腕 骨(du〃:da　 cim�e),肩 脾 骨(dalu),肋 骨(gabisu)な どが含 まれ る。 ヒツジ

1頭 に2つ のハが ある。ハに ドゥルベ ン・ウン ドゥル(d�ben�d�　 r　4本 の高い肋

骨」)と い う首に近 い ところの もっとも長 い4本 の肋 骨(写 真4)が 含 まれ ると,ブ

トゥン ・ハ(b��qa「 完 全なハ」写真5)と いい,肋 骨が入 らないのは 「裸のハ」

であ る。

　 モ ンゴル語 で ドムダ ・チ ュムグと呼ぶ骨は,ヒ ツジの上腕骨 と大腿骨を指 し,4肢
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合計4つ あ る。 マ ソナイの ヤムは,前 肢 のを指 すか後肢のを指す か不 明であ る。

　 ヒツジの後肢の一部,大 腿 を グヤ(yuya)と い う(写 真6)。 これには脛骨(say-a

cim�e)と,大 腿骨(du〃tda　 cim�e),跨 骨(seg�i)が 入 る。脛骨が入 らない のは,

「裸 の大腿」である。

タイポ ・ゲ シク

オ ト ク ・ユ ル ー ル チ の ヤ ム:肩 肝 骨(dalu)と 椀 骨(boytu　 ci〃L�e)

ト ゥー ル の ヤ ム:ハ の 上 腕 骨(qayin　 du〃tda`cim�e)

ガ ル チ の ヤ ム:頚(k���)

ホ ソ ジ ソ の ヤ ム:不 明

　八 白宮め祭祀において も,祭 祀者 ダルハ トにヤムが分配 され る。サイ ソジ ャラガル

とシャラル ダイは,ヤ ムの分配 に触れた際,つ ぎのよ うに主張 している。ヤ ムの分配

はただ単に肉を分け あって食べ る とい うことではない。 ヤムは,モ ンゴルの古 くか ら

の祭祀 活動,モ ンゴル の父系親族集 団(oboγ)の 社会構造,ダ ルハ トとい う集 団の

形 成 を研 究 す る うえで重 要 な手 が か りで あ る,と い う 【$AY-NJIRI'AL&S㎜DAI

1983:212-213Jo

3.5　 トロイ ・エ ジ ソの 祭 祀

　 3.5.1祭 祀 の期 日と名称

　祭祀者 のバ ダマに よる と,陰 暦の毎月3日 に 「小祭」(baya　 takily-a)が あ り,こ

れを ダルハ トたちだけでお こなっていた とい う。 ヒツジの丸煮をひ とつ献上す る。正

月1日 の祭 にはオ トク旗 の任命 した継承人が丸煮をひ とつ持 って くる。継承人は,チ

ンギス ・ハ ーンの直系子孫たちを代表 して,ダ ルハ トとともに祭をお こな う。陰暦3

月21日 は 「口枷 の参拝 日」(s�geyin〃i�g�1)で,継 承人が参加 し,ダ ルハ トの方か

らヒツジの丸煮をひ とつ献上す る。陰暦5月15日 は 「仔 ウマの祭」(unaya-yin　 takily・

a)で,ふ たたび継承人 とダルハ トが共 同でお こな う。陰暦 の10月12日 は 「湖 の参拝

日」(nayur-un　 m�g�1)で,継 承人が参加す る。以上から,い ずれの祭祀に おいて も,

チ ンギス ・ハ ーソのボル ジギ ンー族 を代表する継承人は欠かせない存在であ った こと

が分か る。
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　 3.5.2「 天 の ことぽ」に集約 され る秘密性

　祭祀者バ ダマは,一 連 の祭祀の うち陰暦3月21日 の儀礼順番を以下の要領 でおこな

うと述べた。

　 祭は午前10時 ごろか らは じまる。 まず丸煮を祭殿のなかの トロイ ・エジ ソの前に献

上 する。香 を燃や し,ダ ルハ トと継承人がひ ざまずいて 「主 の賛歌」(ejen　 sang)を

朗 唱す る。 っついて祭殿 の外 へ出 てタィラカ(tayily-a)と 呼 ぶ儀式 をお こな う。 タ

イ ラカ とは 「祭祀」の意味 であ る。 この際 「十二の歌」(arban　 4の耀40γ の を歌 う。

バ ダマの話 では ,「十 二の歌」 はまた 「天 の歌」(tengriyin　 dayu)と もい う。 これ に

は1)「 大モンゴル 」(yeke　 mongyol),2)「 小モンゴル 」(baya　 mongyol),3)「 ウ

イ ェ ・ウ レベ」(�e�ebe),4)「 エ レ ・オー ライ ・エ ーデ ン ・ジキ ジ ャイ」(ele

oolai　eeden　jikijai),5)「 ア タラ ・エ リヶ」(atala　elike)な どが含 まれる。3),4),

5)の タ イ トルは なにを意味す るか,祭 祀者 のパ ダマに も理解 されていないとい う。

「十二の歌」は 「天 のことば」(tengriyin　 kele)で 祭 祀用楽器 チャルキに書いてあ り,

アルタ ソ ・シェル ビがチ ャルキを鳴 ら しなが ら唱 う20)。

　 「十二 の歌」 が響 くなかで,継 承人はチ ャクー(vcayu)21)と 呼 ぶ銀杯に酒を注 い

で3回 トロイ ・エジ ンに捧 げる。捧げ るときにガルチ(火 をあつか う役)が 儀礼用 の

絹布を肩にかけて継承人の後 ろか らついてい く。 この際,ト ゥールは大声で怒 鳴った

りして儀式の進行 を促す。継承人 が酒を捧げているあいだは 「天 の ことぽ」で唱われ

る 「十二の歌」が,あ た り一面 に響 きわたる。 この儀式は約1時 間つづ く。

20)　 「天の歌」のなかで,バ ダマの記憶 している 「大モンゴル」と 「小モ ンゴル」は以下の通

　 りである。

　　　 大モンゴル

eliye  laluu eyiyölüü, huhaa jahi füget yoha, 
ayihalalar luhai ohuhai yujia, vohai huluu, 
lielü lielü lielü lei, ya yüei yuha, 
ayi halar luha, huu liü jia, 
vohai huluu, lia lia, ei!

小モンゴル

 elilüü lielü, oohai viveleve, 
elhilüü aha, ahla lielü lie jia,

　 　 チ ソギ ス ・ハ ー ンの八 白宮 の祭 祀 にお い て も 「十 二 の歌 」 が 唱 われ る。 この 「十 二 の歌 」

　 は また 「チ ャル キの 歌 」 と もい い,そ の意 味 は 解読 され て い な い 【SAYINJIRI'AL&SAR肌DAI

　 1983:165-166]0

21)チ ャ ク ー とは,銀 製 の船 の形 を した 皿 に2つ の つ な が った杯 を 固定 させ た 祭 祀 用 酒 具 で あ

　 る。
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　 この後 ふたたび祭殿 のなかに入 り,ト ゥール職 が ウチ ュク(��)を 詠む。バ ダ

マがい うには 「ウチ ュクとはチ ソギス ・ハー ンの生涯を語 る歴史であ り,秘 密を守 る

こ とが大事だ」 とい う。 トゥール職は供卓の下 にも ぐりこんで,ほ かの人び とに聞 き

とれない よ うに ウチ ュクを詠み,一 同はひ さまず いて聴 く。バ ダマはさらに 「秘密の

祭祀を公然 とお こなっても,秘 密が洩れない ように工夫す る必要がある」と強調す る。

ウチ ュクの後は ダータカル(dayadqal)を 詠 む。 ダータカル とはチ ソギス ・ハー ソに

祈願す るこ とである とい う。そ して もう一度丸煮 と香を献上す る。

　 つづ いて ダルハ トたちが ヤムを分 けあ う。 ダルハ トたちがヤムを分配 した後 は一般

の参拝者た ちに ゲシク(恩 賜)を 分 け る。一般の参拝者 たちに分け与え るのはあ くま

で もゲ シクで,ヤ ムとは呼ばない。 ヤ ムとは,祭 祀者の ダルハ トのみが もらえる 「尊

い恩賜 」を指す ことが分かる。

　 夕暮 れになる と,チ ソギス ・ハ ーソの八 白宮が駐営す る東 のエジ ソ ・ホ ロー地方 の

方 向に 向か って供 物 トゥ リシ(t�esi)を 燃 やす 。 この儀礼 を 「ガ リルを燃 やす 」

(yaril-i　t�ek�)　とい う。

　 祭祀者 のウル グソ ・ダライに よる と,ガ リルは夕暮れに燃やす ことにな っていた と

い う。祭殿か ら南 西へL5　 kmく らい離れた盆地で燃やす。 これには トロイ ・エ ジン

のダルハ トが全員参加す る。火を熾 し,南 西方 向へ向か って献上 された供物を少 しず

つ燃やす。火が消えかか る と,一 同がその場を離れ る。全員一斉に 「erl　jahui,　erden

jahui,　erlee!erlee!」 と大声で叫びなが らもどる。 これ もまた 「天の ことぽ」で,誰 も

その意 味を解 しない。祭殿に もどる際,ふ りかえ ってはならない とい う禁忌があ った。

ガ リル とは死者に 「葬礼宴を設け る」(keng"sig�tebik�)こ とである とい う。

　3.5.3巡 回

　ダル ハ トたちは,毎 年 「湖の参拝 」 日の前 に,各 地を巡回(badar　 bariqu)し て い

た。 オ トク旗旗 王の許可を得てか らダルハ トたちは2つ の組に分かれて出かけ る。か

つては,オ ル ドス以外 にチ ャハル,ア ラシャソ,オ ラ トなど広い地域を回 っていた と

い う。巡 回に出かける際,御 神体 の火打 ち鎌 と楽器 チ ャルキ,そ れにチ ソギス ・ハ ー

ンと トロイ ・エ ジンの肖像画を持参す る。主 と して裕福 な家庭 を回 る。牧民 のテ ン ト

に入 ると,火 打ち鎌 と肖像画をテ ソ トの西北側(ふ だんは仏壇 を置 く場所)の 骨組か

ら掲げ る。丸煮を献上 された場合,そ の皮は ダルハ ト個 人の収入となる。牧民 の多 く

は 自発 的に家畜を捧げる。

　 ウル グン ・ダライは,1947年 に数 ヵ月間オ トク旗 の各地を巡回 した経験があ る。バ
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ダマは1948年(戊 子年)に 祭殿 を新 しくす るため,ス ミト,ブ ラク,チ ャガン ・トロ

ガイあた りを10数 日間回 った。その際,30～40頭 の ヒツジ,10数 頭 の大型家畜 を集め

た とい う。

4　 トロイ ・エ ジ ン祭 祀 と八 白宮 の 関連

　 トロイ ・エ ジン祭殿 とチ ンギス ・ハー ンの祭殿八 白宮 とには,そ れ ぞれの ダルハ ト

が独 自に司 る祭祀が ある。 これに加 えて,年 に一度,ト ロイ ・エジ ンのダルハ トが,

八 白宮に出向いておこな う祭祀がある。これが,ガ リル祭(yard-un　 tayily-a)で あ る。

八 白宮の諸祭祀 のなかで,も っとも盛大 にお こなわれ,か つ重要 な意義を有する祭は

陰暦3月21日 の 「白い群れ祭 」 であ る 【SAY-NJIRI'AL&S」 槻DAI　 1983:118-241;楊

1995:III'。 そ の前 日の夜 にガ リル祭がお こなわれ る。八 白宮の祭祀 を主宰す る 「五

百戸 の黄色い ダルハ ト」は,ガ リル祭 に参加 しない ことにな っていた。 ガ リル祭 の舞

台は八 白宮の駐営地 とその近 くであるにもかかわ らず,あ くまで も遠 くオ トク旗 か ら

来 るチ ンギス ・ハ ーソの末子 トロイ ・エジ ソを祭 るダルハ トたちが中心 となって運 営

す るのが本来 の形式 であ った。本章では,ト ロイ ・エ ジソのダルハ トが主宰す るガ リ

ル祭につ いて考察 し,そ れに よって,ト ロイ ・エ ジソ祭祀 と八 白宮 との関連を明 らか

にする。

4.1　 オ トク ・ユ ル ール チ職 とダ ル ハ ソ ・カ ー の 役 割

　 ガ リル祭 でもっとも重要 な役割を果た しているのは,オ トク ・ユル ールチ職 とダル

ハ ン ・カーであるので ,ま ず この2人 の祭祀者 に注 目したい。

　 4.1.1オ トク ・ユルールチ職の伝承

　サイ ンジ ャラガルとシャラルダイはその著書r黄 金オル ドの祭祀』のなかでつ ぎの

よ うに述べ ている。 オ トク ・ユル ールチ職 とは,ト ロイ ・エジ ンの祭祀者集団ダルハ

トの なか で,タ イ シ ・ゲ シクに属 す る ホ ンジ ン職 をつ とめ る人 であ った とい う

[SAY-NJIRI'AL&S皿ALDAI　 l983:132】 。 一方,ト ロイ ・エ ジソの祭祀者 であったバ ダ

マは,ホ ソジ ソ職 とオ トク ・ユルールチ職は別 々の人であ った とい う。 トロイ ・エジ

ソに関す る文 書5で も,チ ソサ ン ・ユル ールチ職 とホンジソ職 とはそれぞれ異 なる人

が担当 していた ことが分か る。 チ ソサ ソ ・ユルールチ職 とオ トク ・ユル ールチ職 が同

一人物か どうかは判断の材料 が乏 しいが
,ユ ルールチ職が2人 いた とい う情報 もない。
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なぜオ トク ・ユルールチ職 と呼ぽれ るかについて,サ イ ソジ ャラガル とシャラルダイ

はつ ぎの ような情報 を提供 している。それは,オ トク ・ユルールチ職 はオ トク旗 に住

んでいたか らそ う呼 ばれ るよ うにな ったのではな く,ト ロイ ・エ ジンを 「ホーチ ソ ・

タブ ソ ・オ トクJ(gayucin　 tabun　 otoy旧 い5つ のオ トク)と い う集 団が祭 っていた

こ とか ら,オ トクの名が付いたのである。 いわゆ る 「旧い5つ の オ トク」 とはオル ド

ス部 の別称 であ った との証言 もあ る 【SAYINJIRI'AL&S欄DAI　 1983:132-133】 。 「旧

い5つ のオ トク」22)と い う集団の詳細は不 明であるが,私 は,調 査で トロイ ・エジ

ンの ダルハ トはすべ て ウルル グー トとい う父系親族集団 である との情報 を得た(3.4

参 照)。 この ウルル グー ト集 団 と 「旧い5つ のオ トク」 とい う集 団 とが,ど の よ うな

つ なが りを持つ か も現時 点で は分 か らな い。 しか し,「 オ トク」 とい う名称が トロ

イ ・エ ジンと何 らか の関連 性がある ことは確かであろ う。サイ ンジャラガル とシ ャラ

ル ダイは,最 後 のオ トク ・ユル ールチ職 の名は チ ソバ ト(Cingbatu)で あ った とい

う　【SAYINJIR/'AL&SARALDA[　 1983:133]。

　 私は,1996年 に オ トク旗に入 り,ナ トク ・ユル ールチ職 に関す る情報 を収集 した。

現在 ポ ロ ・ホシュー郷 に住む ボル ジギ ソー族の アル タン ・オチル(Altanvacir　 1996年

現 在60才)夫 妻 は,か つてオ トク ・ユル ールチ職 をつ とめていた リソチ ソ ・ドルジ

(Rincin　 Dorji)の 親 族23)で あ る。 アルタ ソ ・オチルに よる と,1940年 代 まで生存 し

ていたチ ソバ トは,最 後のオ トク ・ユル ールチ職 ではな くTそ の息子 の リンチ ソ ・ド

ル ジが最後 のオ トク ・ユルールチ職にあたる とい う。 リソチ ン ・ドルジは,モンゴル

人か らユルールチ ・リンチ ソとも呼ぼれていた。 リソチ ソ ・ドルジは,1967年 す なわ

ち 「文化大革命」が勃発 した翌年 に,政 治的迫害 を受けて服毒 自殺 したのであ る。

　 アル タソ ・オチルは1962年 以 前に一度 リンチ ソ ・ドルジと一緒に八白宮 のあるエ ジ

ソ ・ホm地 方 へ行 った経験がある。 オ トク旗 のポ ロ ・ホシ ューか らウマで5～6日

間かけて旅を し,3月19日 に 八 白宮 の駐営地に到着 した。

　 オ トク ・ユル ールチ職は世襲制であった。 アル タン ・オチルは,オ トク ・ユルール

チ職 とは オ トク ・ダルハ ト(otoy　 darqad)を 指 す とい う。ただ ここで い う 「オ トク」

22)中 期 モ ンゴル の オ ル ドス部 の諸 オ トク集 団 につ い ては,森 川 の論 考 が あ る。そ れY'`よ る と,

　 左 右両 翼 に分 か れ て い た オ ル ドス部 の左 翼 の な か に 「ホ ー チ ン」(Qayucin)と い うオ トク集

　 団 が あ った。 「ホ ー チ ソ」 は また 複数 形 「ホ ーチ ト」(Qayucid}の 形 で現 れ る 【森 川 　 1973:

　 32-60]。 おそ ら くこ の ホ ー チ ト集 団 で あ ろ うが,チ ンギ ス ・ハ ー ンの 八 白宮 に 十二 瓶 の 貢物

　 を 負担 して いた 【森 川　 1973:32-60;R-NTCHEN　 l　959:911。 しか し,中 期 オル ドス ・モ ソ ゴ

　 ル の 「ホ ーチ ソ」 とい うオ トク集 団 と 「ホ ーチ ソ ・タ プ ソ ・オ トク」 を 結 び つ け る資料 は み

　 つ か って い な い。

23)ア ル タ ソ ・オ チ ル の夫 人 は,リ ソチ ン ・ドル ジ夫 人 の妹 であ る。
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はオ トク旗 を意味す るのか,さ らに別の意味があ るのかは分か らない とい う24)0

　 アルタ ン ・オチルは,オ トク ・ユルールチ職は 「チ ンギス ・ハ ーソのために供物 ト

ゥリシ(t�esi)を 燃 やす人 で,そ のため毎年3月20日 の ガ リル祭には必ず参加 して

いた」 とい う。 この情報 か ら,オ トク ・ユル ールチ職は,供 物 トゥ リシを燃やす義務

を課せ られた職掌であ ることが分か る。 トゥリシとは,陰 暦12月29日 の夕暮れ に,オ

ル ドス ・モ ンゴル人が祖先 の墓地 のあ る方向に向か って燃やす供物類 であ る。 チ ンギ

ス ・ハ ーソの一族が用意す る供物 トゥリシは,「 黒 い胸椎」(qar-a　 seger)と 「黒 い腰

椎」(qar-a　niruyu)と か らな る。「黒い胸椎」 とは胸椎 の最後端 の骨で,「 黒い腰椎」

とは,腰 椎 の最前端の骨であ って,両 者は連結 している。

　 アルタ ソ ・オチルの話では,一 般の オル ドス ・モ ンゴル人が 自分た ちの祖先 に供物

を燃やす12月29日 の ときで も,オ トク ・ユル ールチ職は チソギス ・ハー ソの八 白宮 の

方向に向かって供物を燃 や していた。火が灰になるまで待ち,灰 の うえに 「天 のこ と

ば」を書 いてもどることにな っていた とい う。

　オ トク ・ユル ールチ職は,ガ リル祭の主役 で,そ の際 「天 の ことば」を詠む とい う。

「天の ことば」は祭祀用楽器チ ャルキに書いてある。モ ンゴル文字で,チ ソギス ・ハー

ソの命令 を書いてあ り,秘 密を守 るため,明 瞭に詠 んではな らない とい う。アルタ ソ ・

オチルは,「 天 の ことぽ」 の詠唱は,悔 やみの性 質を持 つ行為 で,ガ リル とはす なわ

ち 「葬礼宴を設け る」(kengsig�tebik�)こ とを意味す ると説 明 した うえ,こ の儀礼

には 自分 たちボル ジギ ソー族 は参加 しない ことになっていた と証言す る。葬礼宴 を意

味す るケ ソシ ュー(kengsig�)と は,元 来骨を燃や して出 る匂いを指す。祖先祭祀

の ときに供物を燃やす ことを 「ケ ンシz一 を出す(tebik�)」 とい う。

　オ トク ・ユル ールチ職 は,ガ リル祭をや り遂 げて3月24日 に オ トク旗に帰る。 オ ト

ク旗に帰 る際,祭 祀に参加 した謝礼 として,ウ ルースン ・シュー(��es�　 sig��)

が 与え られ る。 これは 「欠けた丸煮」,「片方の丸煮」,「奇数の丸煮」,「逆 さまに した

丸 煮 」 の意 味 で あ る。 そ れ は,「 右 側 」V�tala)の 前 足 と 「左側 」(buruyu

tala)25)の 後足 の付 いた,斜 め半分に切 った丸煮 であ る。 この ような 「逆さまに した

24)　 これは 「オ トク旗」という清朝時代以来の行政組織の名称 とも関わる問題である。「オ ト

　 ク旗」のオ トクとは,中 期モンゴル のオ トク集団に由来するとの説明が多い。 しか し,中 期

　 オル ドス ・モンゴルは複数のオ トク集団からなっており,清 朝の支配下に置かれたときに一

　 旗だけが 「オ トク」 と呼ばれるようになったのは不 自然な感 じがする。オ トク旗に住む別の

　 老人が私に,「 オ トク旗」 とは 「オ トゴン息子の旗」すなわち 「火と炉を守る末子の旗」 と

　 の意味であると説明した。ここでいう「オトゴン息子」とはチソギス ・ハーソの末子 トロイ ・
　 エジンを指すものであるという。

25)モ ンゴル人はウマに乗る際,ウ マの左側から乗る。このウマの左側を 「右側」,「正しい側」

　 と表現する。つまり,人 間がい う 「右側」とは,ウ マ自身からすると身体の左側である。こ

　 の表現はヒツジ,ヤ ギ,ラ クダ,ウ シにも共通する。
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丸煮」はユルール チ職に しか渡 さないとい う。ダルハ トの ウル グン ・ダライの話 では,

オ トク ・ユルールチ職は祭殿のなか でもっとも権力を持つ ダルハ トで,祭 殿内の諸種

の儀礼はすべ てオ トク ・ユル ールチ職 の指揮に したが うとい う。祭殿 の外 に出 るとタ

イシ(太 師)が 指揮を とるとい う。つ ま り,タ イ シがダルハ ト集団の長官 であ るのに

対 して,オ トク ・ユル ールチ職 は,各 種の儀礼を実質的に司 っていた 「儀礼進行の主

役」であ った と理解で きよ う。

　 オ トク ・ユルールチ職は必ずチ ンギス ・ハーンの末喬,ボ ル ジギ ンー族 の娘を嫁 に

す る。結婚式 の際,新 婦を迎えにい く際には従者が武器を持 ち,ボ ルジギ ンー族の者

に会 って も御辞儀 しない特権 を持 っていた とい う26)0

　 4.1.2最 後 の ダルハ ン ・カー:パ ダマ

　 カー とは 「従者」 の意味 で,「 ダルハ ソ ・カー」 とは,ダ ルハ ソの称 号を有する従

者 との意味 となる。 カーはr十 善 白史』 のなかで も官名 として現れ てお り,本 来ハ ー

ソの親衛部 隊の長官で,16～17世 紀 のモンゴル では役人 の爵号で もあった と解釈 され

ている 【Llu　JINsuo　 1981:83,132】 。現在 シャル ・ブ リドに住む最後 のダルハ ソ ・カー

であるパ ダマは(写 真1),ダ ル ハ ソ ・カーはオ トク ・ユル ールチ職 の専 属従老 であ

った とい う。パ ダマ自身,ダ ルハ トと しての教養をオ トク ・ユルールチ職か ら教わ っ

ていた ことはす でに3.1で 触 れた通 りであ る。

　 ダルハ ソ ・カーの主 な仕 事は,3月20日 早 朝 の儀礼に使用 され る ウマの屠殺 であ

る。 この ウマは主 として ウーシン旗か ら献上 される ことにな っていた。3～5才 くら

いの牝 ウマ(bの 掘砺μgeg�)で,し か も妊娠 していない牝 ウマ(qusarang　 geg�)

で なけれぽな らない。 も し妊娠 した牝 ウマを誤 って使用 した場合,ダ ルハ トの責任者

を25回 鞭打ち した う>x,3才 ウ シ(sid�eng)1頭 の 罰金が命 じられ るとい う。

　 ウマを屠殺す る際,エ ジ ン ・ホ ローの ダルハ トの 「斧手」(s�ecin)が まず ウマに

御辞儀 を して祝福(adis)を 乞 い,そ して斧で ウマの額 を強 く叩 く。 ウマが倒 れた瞬

間�'`.,ダル ハ ン ・カーがその喉 を切 る。バ ダマは この作業を1946年,1947年,そ れ に

1948年 の3回 担当 した とい う。 ウマを骨 の節 目(�e)ご とに解体 して煮 こみ,丸 煮

をつ くる。ウマの丸煮に馬頭 をのせて,昼 ごろにチ ンギス ・ハー ンの祭殿 に献上す る。

そ してダルハ トた ちには,ウ マの肉のヤムが与え られ る。 ウマのヤムは 肉だけで,骨

26)オ ル ドスでは,結 婚式の一環として,新 郎が新婦を迎えにいく習慣がある。この際,新 郎

　 は自らの武器を持つ 【QAsBILIGTu　l984:1-20】。 ボルジギソー族は庶民の娘をもらうが,新

　 郎は新婦を迎えにいかず,従 者が代わ りにいく。また,一 般の牧民がボルジギソー族の者に

　 会 うと,御 辞儀 して敬礼することになっていた。
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は含 まれない。 オ トク ・ユルールチ職の ヤムは肩脾骨であ る。 ダルハ ソ ・カーのヤム

は,膀 骨(seg�i)と 大腿骨(dumda　 cim�e)か らな るムクル ・グヤ(〃zuqur　 yuya)

で あ る。モンゴル 人は,肉 のなかで肩肝骨を もっとも 「尊い部分」 とみ てお り,ヤ ム

の部位 もまたオ トク ・ユルールチ職 の高い地位を示 してい る。

　 4.L3文 書 のなかの ダルハ ソ ・カー

　 上述 の 『成吉思汗八 白室』 とい う文書集 のなかにみ られ るオ トク ・ユルールチ職に

関す る内容を,今 の ところ特定で きていない。一方,ダ ルハ ソ ・カーについては若干

の言及が ある。その うちもっとも古い文書は光緒29年(1903)の もので,下 限 は中華

民国24年(1935)に 至 っている。以下ではダルハ ン ・カーに関す る記述を整理 し,検

討 してみたい。

　 資料1

　 　 「小部 ダルハ トのボデ ィバ ソザル,バ ヤスホ ラソ,ブ ルテゲ ソ ・ゲシ ク,ナ ムサラ

イ ジ ャブ,チ ャガ ソウーバ らに職 務階級 を授 けた」(bay-a　 darqad-un　 Bodibanzar.

Bayasqulan.　 B��gengesig.　 Namsarayijab.　 Cayanuuba.　 nar-tu　tusiyal　jerge　olyuysan)

とい う光緒29年(1903)の 文 書 には,小 部 ダルハ トに属す るブルテゲンとい う人物に,

ダル・・ソ ・カーの称号が授け られた とあ る 【N蝋suN&ERDEMTﾜ　 1986b:77-78】 。 小

部 ダルハ トとは,チ ソギス ・ハー ンの軍神 カラ ・ス ゥルデの祭 祀を主宰す るダルハ ト

のことであ る。また 「東部 ダルハ ト」とも呼ぼれ る。小部 ダルハ トた ちは,チ ソギス ・

ハ ー ソの 第2の 功 臣 ム カ リの 部 属 で あ った とい う伝 承 が あ る[SAY-NJIRI'AL&

SARALDAI　 l983:413-470;楊 　　1995:31】 。

　 資料2

　 　 「七旗 に ス ゥル デ ・ゲゲ ンを 招請 す る大 ・小 両部 ダル ハ トの 名簿 」(doloyan

gosiyun-dur　 s�deyin　 gegen-i　jalaqu　yeke　bay-a　dargad-un　 ner-eyin　 b�idgel)と 題 す
ノ

る光緒30年(1904)の 文 書には,4人 の ダルハ ソ ・カーの名前が載 ってい る。その う

ちハ ソギ ン旗 とジュンワン旗へ派遣 され るダルハ トたちのなかに,小 部 ダルハ トの ダ

ルハ ソ ・カー としてナ ソソバ ト(Nasunbatu)を あ げてい る。 ウー シソ旗 とジ ャサ ク

旗 へ派 遣 され た ダルハ トのな か の,小 部 ダル ハ トの ロブサ ンダル ジ ャイ(Lub-

sangdarjai)は,ダ ルハ ン ・カー ・ダーマル と称 されて お り,も う1人 の ピ レル ー

　 (Pirl�)は 役職のない ダルハ ン ・カーである。 この ロブサ ソダルジ ャイ とい う人物

は ダルハ ソ ・カーであ ると同時 にダルハ トの責任者 ダーマル(daya〃zal)27)で もあ る

27)　 ダーマル:「 チソギス ・ハーソの祭殿,カ ラ・スゥルデ及びその他の主たちの祭祀Y'L使用/
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こ とが分か る。 ジ ュソガル旗 と ダラ ト旗 へ派遣 され た ダルハ トのな かに,ジ ンバ

　 v

(Jimba)と い うダルハ ン ・カーがいる。 同 じく光緒30年 の 「ス ゥルデ ・ゲゲ ソを多

くの旗 へ招請す る件について」(s�de-yin　 gegen-i　olan　qosiyun-du　 jalaqu　tuqai)と い

う文書には まった く同 じよ うな4人 のダルハ ソ ・カーの名前が書かれ てあ り,所 属 や

派遣先 とも同 じである 【N船suN&ERDEMTﾜ　 1987a:136-138,1987b:9-13】,4人 の

ダルハソ ・カーはいずれ も小部 ダルハ トに属 していた ことが明 白になって くる。

　資料3

　 「ス ゥル デ ・ゲゲソの威猛祭の件につ いて」(s�deyin　 gegegen-i　doysiyulaqu　 tugai

ucir)と い う光緒30年(1904)の 文 書には小部 ダルハ トのダルハ ン ・カーとして,ナ

ソソ・ミトの名前があ る 【N㎜suN&ERDEMTﾜ　 1986a:151-159]。 資 料2に あげた文書

のなかY'`あ る ナ ソソバ トと同一人物 とみ られ る。

　資料4

　 「小部 ダルハ トのエ ソケパ ヤル,ジ グジジ ャブ,ト ゥメンジ ャラガル らに職務階級
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 v

を 授 け た 件 」(bay-a　 dargad-un.Engkebayar.　 Jigjijab.　 T�enjirgal　 nar-tu　 jerge　 tusiyal

olyuysan　 ucir)と い う光 緒32年(1906)の 文 書 に は 「小 部 ダ ル ・・トの ジ グ ジ ジ ャ ブ に

ダ ル ハ ソ ・カ ー の 称 号 を授 け た 」 とあ る 。 ジ グ ジ ジ ャ ブ と い う人 物 は,同 時 に ま た 役

職 を 兼 ね て い た 【Naxasux&ERDEMTU　 1986b:89-92】 。 以 上 の 文 書 か ら,ダ ル ・・ソ ・

カ ー と い う称 号 は,小 部 ダ ル ハ トの 者 に の み 授 け て い た こ と が 明 らか で あ るzs>0

　 資 料5

　 　 　 　 セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　 「小部 ダルハ トのオチル,リ ンチ ソ,バ トデ レゲル,ア ル タソゲ レル,ウ ル ジバ ヤ

ル らに職務階級を授けた件」(bay-a　 dargad-un　 Vacir.　R　incin.　Batudeleger.　 A　ltangerel.

ﾖljeibayar　nar-tur　jerge　tu`siyal　olyuysan　 Y・uctr)とい う光緒34年(1908)の 文 書 には,

小部 ダルハ トのオチル とい う人物に,ダ ルハ ソ ・カーの称号が授け られた と書 いてあ

る 【NAxaSUN&ERDEMTU　 1986b:94-96】 。 最後 のダル・・ソ ・カーであ るバ ダマの祖父

の名は オチルバ ト(Vacirbatu)で あ る。バ ダマにこそ確認 で きなか ったが,モ ソゴ

ル人は 日常的 に よく名前の一部 を省略 して呼びあ う。上述の トロイ ・エジソに関す る

文書のなかに も,チ ョイジ ソジャブ とい う名前 が ときにはチ ョィジ と略称 されてい る

＼ した 銀 両 リス ト」(Cinggis-un　 ongyun.　 qar-a　s�de.　el-e　ejen　n��一�　 takily-a-yin　m�gg�yi

　 tungyaysan　 dangsa)と い う文 書 に は,ダ ル ハ ン ・カ ー で あ る ダ ーマ ル ・ル ル マ ジ ャ ブの 管轄

　 す る3つ の ゲ シ ク とい う表 現 が あ り 【Naxnsux&ERDEMTU　 1987c:111-133],ダ ー マ ル とい

　 う役 職 は,ダ ル ハ トの 内部 で3つ の ゲ シ ク集 団 を 管 理 す る権 限 が与 え られ て いた と推 測 され

　 る。

28)た だ し,こ れ らの 称 号 の一 部 は,各 旗 の旗 王 か ら授 け られ てい るの もあ る。
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箇所 があ る(第2章 文書2,3,5参 照)。 時代的 に も,こ の2人 のオチル と名 の

る人物が 同一人物 である可能性は否定 できない。

　資料6

　 宣統2年(1910)の 「ボク ド ・ス ゥルデ ・エジ ソ ・ゲゲソ,八 白宮 の金銀祭祀器具

の リス ト」(boyda　 s�de　ejen　gegen　naiman　 cayan　orduyin　 a'tan　m�gg�　 eldeb　sang-

un　dangsa)と い う文書のなかに,ダ ルハ ン ・カーの アルタイ(Altai)と い う人物が

チ ソギス ・ハ ーンの白宮に銀製 の灯 明台(c��e)を 献上 した とあ る。軍神カ ラ ・ス

ゥルデには,ダ ルハ ソ ・カーの ジソバが,ハ ルハ西部 の王公か ら集 めた銀を捧 げたと

い う。「小手綱」(bay-a　jiloyo)の 白宮29)に は ダルノ・ソ ・カーのバ ーラソ(Barang)

らが銀碗 を,ダ ルハ ソ ・カーのエ ソケ トゥル(Engket��)が 銀製 の灯 明台を,ダ ル

ハ ン ・カーの ジ ソバが 灯 明台 を それ ぞれ献 上 した とあ る[Naxassvx&ERDEMTﾜ

1987b:92】 。 このジ ソバ は,先 述 の光緒30年 の文書にみ られ るジュ ンガル旗 とダラ ト

旗へ派遣 され ていた ジ ンバ と,同 一人物であると考え られ る。

　資料7

　 宣統3年(1911)の 「ス ゥルデ ・ゲゲソについて」(s�deyin　 gegen一�ugai)と い

う文書には,ダ ルハ ソ ・カーのジ ソバは,ア ラシャ ソ,エ ジネ ・トル グー ト,ハ ルハ

4部 へ巡回に行 くのに必要 な証 明書 の交付 をジノ ソに 申請 して いることが書いてあ る

lNAR.ASUN&ERDEMTﾜ1987b:57-59】 。 ダルハ ン ・カーはほかの ダルハ トと同 じよ う

に広 くモ ンゴル各地 を巡回 していた ことが分か る。

　以上は清朝時代の文書で,つ ぎは中華民 国時代に入 ってか らの文書記録 であ る。

　資料8

　 民 国15年(1926)の 「5つ の 白宮 の珍 品器 具 の 詳細 リス ト」(tabun　 ordun-yin

erdeniyin　 sang　edelel一�　todorgai　dangsa)と い う文書には,「 小手綱 の白宮」に祭祀

器具 を献上 した者 の なかに,ダ ル ハ ン ・カーの称 号 を持 つ者 と してナ ソソバ ヤル

(Nasunbayar),チ ョロバ ー トル(Colobatur),エ ン トゥル(Engt��),ジ ソバ(J㎞ 一

ba),オ ラ ゴア(Olayuba)ら5人 の名 前 が あが って い る 【N㎜suN&ERDEMTﾜ

1987c:171-182]。 エ ソ トゥルはおそ らくエ ンケ トゥルの書 きまちがいであろ う。

　資料9

　 民国17年(1928)の 「ス ゥルデ ・ゲゲ ンを祭 るため各旗の ジャサ クに同時に知 らせ

29)　 「手 綱 の 白宮 」 は,八 白宮 の ひ とつ で あ り,「 大 手 綱 の 白宮 」 と 「小 手 綱 の 白宮 」 か らな

　 って い た 。 い ず れ も,馬 具 を 御 神 体 と して 祭 っ て い た[SAY-NJIRI'AL&ヨAR飢D祖 　 1983:

　 268-276;　 楊 　　1995:39-40]。
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る こ と 」(s�de・yin　 gegen-1　 takiqu　 tuqai　 olan　jasayud.　 tu　nigen　 adali〃iedegdek�uqai

ucir-Q)と い う文 書 の な か に,小 部 ダ ル ハ トの チ ン サ ン(丞 相)・ ダ ル ハ ン ・カ ー ・

ダ ー マ ル ・ウ ヌ レ ー ウ ー バ ー(v.cingsang　 darqan　 kiya　 dayamalﾖn�euuba)と い う人

物 名 が あ る 。 つ ま り,ウ ヌ レー ウ ー バ ー と い う人 物 は チ ソサ ソ 爵 で,ダ ル ハ ト集 団 内

で 役 職(daya〃tal)に つ い て い た こ と が 分 か る 【NaFtaSUN&ERDEMT�@ 1986a:　 ・1】。

も うひ と つ の 「ス ゥ ル デ ・ゲ ゲ ン を 祭 る 件 」(s�deyin　 gegegen-i　 takiquyin　 ucir)と

い う民 国 時 代 の 文 書30)に も ま っ た く 同 様 な 表 現 が み ら れ る 【N蝋SUN&ERDEMTﾜ

1986a:60--62]。

　 資 料10

　 民 国17年(1928)の 「守 護 神 ス ゥ ル デ の 吹 き 流 し に 使 用 す る 種 雄 馬 及 び そ の 他 の 器

具 を 造 る た め に 各 旗 か ら馬4頭 を 徴 収 す る 件 に つ い て 」(s�deyin　 sit�en一��ege-

yin　ajary.a　 sang　 saba　jasaqu〃Lorin-i　 gosiyu　 b�i-ece　 rl�be　abqu　 tuqai　ucir)と い う文 書

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 v

には,新 た に小部 ダル・・トに属するダルハ ソ ・カーで,ジ ュンネイ(J�gni)と い う

名前 がみ られ るようになった 【NaxASUN&ERDEMTﾜ　 1986a:72】 。 もうひ とつの民国

時代 の 「ス ゥルデ ・ゲ ゲ ソを祭 り,各 旗 へ 巡 回 に行 くこ とにつ い て」(s�deyin

gegen-i　jiysayan　tayiju　olan　qosiyun-a　 jalarayulun　 yabuqu　 tuqai)と 題 す る文書には,

ジ ュソワソ旗 とハ ンギ ソ旗へ派遣 され たダルハ トのなかに,ダ ルハ ン ・カーの称号を

持つ ジュキ ニ31)と い う人物名があ り 【N榔smξ&ERDEMTU　 1987c:58-63】,お そ ら

くジzソ ネイのまちがいであろ う。 また,以 前 も登場 した ことのあ るチ ソサ ソ ・ダル

ハ ン ・カーで,役 職 の ダーマルの称号を持つ ウヌ レーウーバーの名 もあ る。 いずれ も

小部 ダルハ トの所属である。

　 資料11

　 民国20年(1931)の 「カラ ・ス ゥルデの5つ のゲゲ ソ ・オル ド内の珍品祭祀器具 の

明細 リス ト」(qar-a　 s�deyin　 gegen一�abun　 orduyin　 erdeni-yin　sang　edle!j�l�-i

nebcilen　todorqayilan　 bayicayaysan　 dangsa)と い う文書 には,「 小手綱 の白宮」 に祭

祀器具を献上 した者のなかに4人 のダルハ ソ ・カーの名前がみ られ る。それ はバ ー ラ

ン,エ ソケ トゥル,ジ ソバ,そ れに オル ゴア(Olγuba)の4人 であ る 【NaxASUN&

ERDEMTﾜ　 1987c:188-196】 。オル ゴアは恐 ら く資料8の オ ラゴアと同一人物 であ ろ う。

資料12

　 民 国壬 申年(1932)の 「ボク ド・エジソ ・ゲゲ ソの八 白宮内の金銀祭祀器具の明細

30)　 文 書 の 年 月 日は不 明。

31)J�ini,　 Rokiniと も読 め そ うで あ る。
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リ ス ト」(boyda　 ejen　gegen一�aiman　 cayan　 ordu-yin　 altan　m�gg�　 eldeb　 sang『sabayi

neribcilen　 bayi`cayaysan　 dangsa)と い う文 書 に は,ダ ル ハ ソ ・カ ー の ア ル タ イ が 灯 明

台 を 献 上 した とあ る 【NARAsuN&ERDEMTﾜ　 1987c:140-149]。 民 国24年(1935)の 「ス

ゥ ル デ ・ゲ ゲ ンの5つ の 白 宮 内 の 珍 品 器 具 の 明 細 リス ト」(s�de・yin　 gegen一�abun　 or-

duyin　 erdeniyin　 sang　 edlel　j�l�.i　 neribcilen　 bayicayaysan　 dangsa}と い う文 書 に は

パ ー ラ ソ と い う ダ ル ハ ン ・カ ー が 再 度 登 場 し て い る 【MRAsuN&ERDEMTﾜ　 1987c:

134-140]0

　 以 上12の 文 書 に 登 場 し た ダ ル ハ ソ ・カ ー の 名 前 を 整 理 し た の が 表4で あ る。 これ を

集 計 す る と,30年 間 で 計15人 の ダ ル ・・ン ・カ ー の 名 前 が 確 認 で き る 。 こ れ ら の 文 書 を

検 討 した と こ ろ,以 下 の 三 点 が 明 ら か で あ る 。

　 ま ず,資 料2,3,7,9,10は,チ ン ギ ス …　 一 ソ の 軍 神 カ ラ ・ス ゥル デ の 祭 祀

に 関 す る 内 容 が 中 心 を 占 め る 。 カ ラ ・ス ゥ ル デ の 祭 祀 の う ち,「12年 に1度 」 辰 年 に,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

「血祭」 がおこなわれる[SAYINJIRI'AL&S槻DAI　 1983:280-329]。 また各旗に敵や

干ぽつな ど非常事態が発生 した ときに も,カ ラ ・ス ゥルデを招請 して 「血祭」を おこ

な う習慣 があった 【楊　 1995:46-48】 。 その際,各 旗へ派遣 され るダル・・トの人数や職

掌は明記す る必要があ った。そ の うち,1904年 に 各旗 に同時 に派遣 され た ダルハ トの

なかに4人 が ダルハ ソ ・カーの称号を持ってお り,少 な くとも同時に4人 の ダルハ ソ

・カーがいた ことはまちがいない
。文書7か らみれば,こ の4人 の うち1人 は1911年 に

も巡 回に出かけ る許可 を申請 してい ることか ら,当 時 まだ生存 していた と考え られ る。

1928年 に なる と,ま った くちが う2人 が登場 して くる。この2人 にいつ ダルハ ン ・カー

表4　 文書集 『成吉思汗八白室』に登場するダルハン ・カーたち一
1903 

1904 

1904 

1906 

1908 

1910 

1926 

1928 

1928 

1931 

1932

 Bürüdgen (ges`ig) 

Nasunbatu,Lubsangdarjai,Pirlüü, Jimba 

Nasunbatu 

Jigjijab 

Vacir (Vacirbatu?) 

Altai, Jimba, Barang, Engketörü 

Nasunbayar, Colobatur, Engketörü, Jimba, Olayuba 

Önüreuuba 

Jüngni (Jükini?), Önüreuuba 
Barang, Engketörü, Jimba, Olyuba 

Altai, Barang

Jimbaは2回 出 現

2回 出現
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の職掌が授与 されていたか ど うか,文 書か らは確認で きない。

　資料1,4,5は ダルハ トに職務 階級を授与 した 内容 とな って いる。1903年 か ら

1908年 に かけ て計3人 に しか授与 していない。

　資料6,8,11,12は 八 白宮,す なわちチ ソギス ・ハ ーソの3つ の白宮 と軍神 カラ ・

ス ゥルデの5つ の白宮 とに収納 されている,祭 祀器具に関する調査 リス トであ る。資

料6と12は チ ンギス ・ハ ーソの3つ の 白宮 とカ ラ ・ス ゥルデの5つ の白宮を合わせた

リス トで,資 料8と11は カ ラ ・ス ゥルデだけの リス トであ る。いわゆ る祭祀器具 には,

モンゴルの歴代王公が献上 した もの と,歴 代 ダルハ トが徴収 して きたものの両方が含

まれ てい る。調査 は数年に一度 の割合でお こなわれ てお り,徴 収者 ダルハ トの名前 も

重複 して登場す る。 その うち,1910年 か ら1932年 に かけ ての リス トでは,チ ソギス ・

ハ ーソの白宮 とカ ラ ・ス ゥルデの両方 に祭祀器具を献上 しているダルハ ン ・カーは,

4人 に と どま って い る。 一 方,カ ラ ・ス ゥル デの5つ の 白宮 の1つ,「 手綱 の 白

宮 」32)に 祭 祀器具を献上 してい るダル・・ン ・カーは,1926年 か ら1931年 までの短い

期間中で も,リ ス トに6人 の名前が載 っている。 ダルハ ソ ・カーは 「手綱 の白宮」 と

比較的強い関わ りを持 っていた ことが分か る。

　 つ ぎに,現 在入手で きる文書をみ る限 り,ダ ルハ ン ・カー とい う職掌は,も っぱら

八 白宮 と軍神 カラ ・ス ゥルデに直接関わ る文書 のなかで しか確認 できない。上記の ト

ロイ ・エ ジンに関係す る文書 のなか で,ト ロイ ・エジ ンの ダルハ トた ちの8大 職掌を

詳 しく述べた文書5(2.1参 照)の なか でもダルハ ン ・カーは登場 しない。文書5は,

オ トク旗旗王か らハ ンギ ン旗旗 王へ出された,ト ロイ ・エジンの 「駐営 の禁地」につ

いての公文書であ り,ダ ルハ トの職掌 について も厳密性が要求 される書類 であ る。 ダ

ルハ ソ ・カーだけが記載漏れになる とは考え られない。 したが って,ダ ルハ ソ ・カー

は本来,ト ロイ ・エ ジソのダルハ トではない可能性 が高い。

　 さらに,上 にあげた諸文書のなかに登場す るダルハ ン ・カーは,い ずれ も小部 ダル

ハ トに属する と明記 され ている。八 白宮 内の金銀祭祀器具 については数 回にわ たる詳

細 な調査がお こなわれ,リ ス トがつ くられてい る。これ らの リス トを検討 した ところ,

ダルハ ソ ・カーが モンゴル各地を巡回 して徴収 して きた器具は,八 白宮のひ とつ,「 手

綱 の白宮」に納め られている ことが多い。 さらに,こ の 「手綱 の白宮」は八白宮 のな

かで も 「ス ゥルデの5つ の 白宮」 のひ とつであるこ とも上記文書 のなかで明記 されて

い る。 したが って,ダ ルハ ソ ・カーは小部 ダルハ トのなかで も,と くに 「手綱 の白宮」

の祭祀 にたず さわる職掌であ った可能性が極 めて強 い と判断で きる。

32)正 確 には,「 小手綱の白宮」である。
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　 ここで,ダ ルハ ソ ・カーが何故 「トロイ ・エジ ソの ダルハ ト」 と称す るよ うにな っ

たのかを検討する必要があ る。「ボク ドの八 白宮の警備 について」(boydayin　 naiman

cayan　 ordun-u　 sergeyilelteyin　 tuqai)と い う宣統4年33)(1912)の 文 書は,ダ ル・・ト

の長官に出 された命令文 であ る。それ にはつ ぎの よ うな内容がある。 ダル・・トの一部

が八 白宮のあ るジュンワソ旗 のエ ジン ・ホ ロー地方 を離れ て,豊 か な ウーシ ン旗 とオ

トク旗 の西部地帯に移 り住み,つ いにチ ンギス ・ハ ーンの祭祀活動 に も度h欠 席す る

よ うな者が増 えた。 この ような移住者を一 日も早 く八 白宮 の近 くへ連れ もどす よ う,

とい う口調の強い令状 である 【N蝋suN&ERDEMTﾜ　 1987b:133-136]。 清 朝末期か ら

オル ドス各旗 の草原が入植漢族に開墾 され,ダ ルハ トの故郷 エジソ ・ホ ロー周辺 も,

これを免れ なか った。大量 の漢族農民の進 出にともない,生 活 の基盤 を失 った ダルハ

トたちのなかには,当 時 まだ漢族 の少なか ったオ トク旗 や ウーシソ旗 へ移住す る者が

多か った 【SAY-NJIRI'AL&SARALDAI　 1983:468-470]。 ダルハ ン ・カーの1人 が,草 原

開墾の時期 に八 白宮を離れ て,昔 か ら祭祀活動上緊密なつなが りを持 っていた オ トク

旗内に住 む トロイ ・エジ ンの ダルハ トたちを頼 って移住 した。移住 した さきで,ト ロ

イ ・エジ ソの祭祀活動に よ り一層積極的に関わ るよ うにな り,つ いに 「トロイ ・エ ジ

ソの ダルハ ト」 と称する ようにな ったのであろ う。

　 以上,ガ リル祭 の主役をつ とめるオ トク ・ユルールチ職 とダルハ ソ ・カーの背景 に

ついて,文 書 と伝承に もとついて述べた。つ ぎはかれ らの主宰す るガ リル祭 につ いて

考察す る。

4.2ガ リル祭

　 ダル ハ トのバ ダマは,ガ リルの語義を知 らないが,「 ガ リルに行 くこ とはす なわ ち

供物 トゥリシを燃や しに行 くこと,供 物 トゥリシを燃や しに葬礼宴に行 くことだ」 と

説 明 している。サ イ ソジ ャラガル とシャラル ダイは,ガ リル祭は 「9の9(81)の 悪

兆(mayu　 iru一α)」 を退 け るため に お こな うと,そ の儀 礼 の 目的を説 明 して い る

【$AYINJIRI'AL&S㎜DAI　 1983:134]。 セ ー ル イ ス は ジ ャ ム ツ ァ ラ ー ノ の論 文

PK脚 岨0　 1961:194「234]を 根 拠に,ガ リル祭はユルールチ職が主役をつ とめる一種

の占いの秘儀 であ るとい う 【SERRUYS　 1984:32)。 小 長谷は,家 督を象徴す る 「炉」

の祭 で,一 種の火祭 であ るとい う【小長谷 　1989a:39】 。 シャブロスは,モンゴル の招

33)　 宣統は,清 朝最後の皇帝博儀の年号である。博儀は宣統3年 すなわち1911年 に退位 し,中

　 華民国時代となるが,こ の文書をみる限 り,当 時オル ドスでは,翌 年でも依然として宣統 と

　 いう年号を使用していたことが分かる。
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福儀礼 に関す る研究のなか で,3月20日 の夜 におこなわれ る 「ガ リルの招福儀礼34)」

を とりあげた際,ガ リル祭 とは 「チ ンギス ・ハ ーソの末窩たちが主宰す るプライベ ー

トな儀礼」である と指摘 している 【CHABRos　 l992:1131。

4.2.1　 ガ リル 祭 の 火

ガリル祭は陰暦3月20日 の夜,す なわち春期大祭である 「白い群れ祭」の前夜祭 と

してお こなわれる。 サイ ソジャラガル とシャラル ダイは,こ の ガ リル祭に八 白宮 の祭

祀者集 団である 「黄色 いダルハ ト」や チ ソギス ・ハー ンの直系子孫 ボルジギ ソー族 が

参 加 しな い ことを強調 しな が ら,比 較的 詳 しい記述 を残 してい る[SAYINJIRTAL&

SaR.aLnai　 1983:132-140]。 現 在では オ トク ・ユルールチ職が1967年 に死去 し,後 任 が

な く,ダ ルハ ン ・カーのバ ダマもさまざまな理 由で祭祀 に参加で きないことか ら,ガ

リル祭 は もっぽ ら八白宮 のダルハ トたちが代行 している。私 自身が1992年 に ダルハ ト

たちの特別の配慮を受けてガリル祭に参加 した際 も,「黄色いダルハ ト」たちは,ガ

リル祭は本来自分たちがおこなう儀礼ではないことをとくに強調 した。以下ではサイ

ソジャラガルとシャラル ダイの記述を参考 に,私 自身の調査,そ れに ダルハン ・カー

であったバダマからの聞き取 りにもとついてガリル祭について考察する。

20日 の祭祀はまずヒツジの丸煮8と ウマの丸煮1か らなる 「9の丸煮」を献上する

ことか ら始 まる。 サイ ンジ ャラガル とシ ャラル ダイは まず 『祭の順次』(tayily-ayin

34)　 ガ リル祭 の一 環 と して,招 福儀 礼 が あ る。 サ イ ソジ ャ ラ ガル と シ ャ ラル ダ イは,ガ リル 祭

　 の 招 福 儀 礼 は オ トク ・ユ ル ー ル チ 職 らが 出 発 して か ら八 白宮 の駐 営 地 で お こな わ れ る とい

　 う。 そ れ は,ま ず 「チ ソ ギ ス ・ハ ー ン の 招 福 用 の 桶 」 に ア ム ス(amusu}を 入 れ る

　 【SAYINJIRI'AL&S欄DA11983:139】 。 ア ムス とは ヒ ツジの 煮 汁 にバ タ ーや 黒 砂糖 を加 えた 炊

　 き こみ ご飯 で あ る 【小長 谷 　 1989a:45】 。祈 薦 用 の ヒツ ジの 後 ろ の小 腿 も桶 に 入れ る。 桶 を 祈

　 薦 用 に 屠殺 した ヒ ツジ の毛 皮 に載 せ て,4人 の ダ ルハ トが 運 ぶ。 上 下 に動 か し踊 る よ うに 福

　 を 招 く。 普通 の 招福 儀 礼 では 「ホ リー」,「 ホ リー」 と唱 和 す るが,こ とに ガ リル 祭 の 招 福 儀

　 礼 では 「ホ リー」 と唱和 す る のを 堅 く禁 じて い る。 特 別 の 「ガ リル 祭 の 招福 の歌 」 を 唱 うの

　 で あ る 【SAYINIIRTAL&SARAmAI　 l　983:139】 。

　 　 ガ リル 祭 の 招 福儀 礼 と普 通 の招 福 儀 礼 との異 な る点 は ハ の使 用 に あ る。 オ ル ドスで は 普 通

　 の 招 福 儀 礼,た とえ ば陰 暦11月23日 あ るい は24日 の拝 火 祭 の招福 儀 礼 に お い て,特 別 の 「招

　 福 の矢 」(dalalyan　 su〃iu)を 使用 す る 【NAMJILDORJI　 1992:377-380】 。 死 者 の招 福 儀 礼 の と

　 き には 「左 側」(buruyu　 tal-a)の ハ を使 用 す る 【SoNoM　 1993:76】 。 とこ ろが,モンゴル の

　 　ドゥル ベ ト部 で は 拝 火 祭 に お け る 招 福 儀 礼 の と き に ハが 使 わ れ る 【CHABROS　 1992:72-73,

　 87】 が,そ の ハ が 「右 側 」 か 「左側 」 か は 不 明で あ る。 ガ リル祭 では 家 畜 の 「右 側 」 の ハを

　 使 用 す る。 ハ の な か で と くに重 要 な 部 位 の ひ とつ が,シ ャー ・チ ュ ム ク とい う脛 骨 で あ る。

　 した が って ハ に 注 目す る際,シ ャ ー ・チ ュム クを 忘れ ては な らな い 。祖 先祭 祀 の供 物 に も シ

　 ャー ・チ ュ ム クが 入 る。モンゴル の オイ ラ ト部 で は,シ ャー ・チ ュム クは 父 系親 族 集 団 を想

　 起 させ る象 徴 的 機 能 を 有 して い る 【CHABROS　 l992:70】 。 つ ま り,ヤ ス(yasu);骨 で あ る

　 とい う点 で,ヤ ス とい う,モンゴル の父 系 親族 集 団 を意 味 す る概 念 と結 び つ い て い る。 な お,

　 シ ャ ー ・チ ュ ム ク は,脂 肪 尾 と と も に 神(burqan)を 祭 る と き に も 利 用 さ れ る

　 [Quxcns皿G　 l995:9-14]。
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darumji)と い う写本 に注 目している。 それ にはつ ぎのよ うな指針的内容が書 いてあ

る。

　 3月20日 の祭は以下の通 りである:ま ず儀礼用の絹布を献上する。灯明を献上する。香

を献上する。酸乳と乳酒を3回 献上する。(乳 の)振 りまきをする。イケ・エジソのオル ド

の扉を閉めて鍵をかけ,オ ル ドを3の9(27)回 廻 ってきて,ふ たたびオル ドの扉を開けて

なかに入 り,灯 明を献上する。香を献上する。松明を灯 してガリル祭に出かける。ガリル

を燃やす3つ の火は松明で熾す。ガリルの火で儀礼用の 「9の堅いものの丸煮」を燃やす。

9尊 の乳酒を献上して 「ガ リルの金書」を詠む。右側のハ(3.4参 照)と 脂肪尾,胃,回 腸

を桶に入れてガリルの炉を3回 廻 って,松 明の残 りを持って 《ガリルの歌》を歌いながら

戻る。燃え残った松明を持ちかえって,イ ケ ・エジンの炉のなかに入れる[SAYINJIR!'AL&

Snxnl.nni　 1983:133]0

　 こ こでい うイケ ・エジンとは 「大主君」の意 で,イ ケ ・エジ ソのオル ドは明らかに

チ ソギス ・ハ ーソとその第一夫人 ボルテの祭殿 を指 している。 ガ リル祭 で重要な儀礼

のひ とつは,「 堅い もの」 と呼ぶ供物 を燃やす ことである。 この ときに使用す る火 は,

チ ンギス ・ハ ーンの祭殿か ら持 ちだ した松 明であ り,そ して火はふたたびチ ンギス ・

ハー ンの炉に還元 され る。

　 「炉 と火の主」と呼ばれ る末子 の祭祀者に よって持 ち出 され,そ して またチ ンギ ス ・

ハー ソの炉に還元 され る火は,ま さにボル ジギ ンー族の命脈 を象徴す るものであ る。

　 4.2.2「 堅 い もの」:ガ リル祭 の供物

　バ ダマに よると,ガ リル祭 の ときに火に燃やす 「堅い もの」 と呼ぶ供物 は,分 解 し

ていない乾燥 させた丸煮であ った とい う。「堅 いもの」には仔 ヒツジを よ く使 う。か

つてこの 「堅 い もの」は,全 モ ンゴルの各地か ら集めていた ようであ るが,の ちにオ

ル ドス7旗 が負担す るよ うにな った。7旗 か ら献上 される ヒツジの 「堅 い もの」の具

体的 な量は表5の 通 りである[SAYINJIRI"AL&SaxaLDai　 1983:135】 。 一方,バ ダマの

記憶 してい る供物 の量は表635)で あ る。

　 ヒツジの 「堅 い もの」 は5の9(45)で あ った。その うちチ ンギス ・ハ ーンとボル

テ夫人に3の9(27)を,ク ラ ン妃 とグルベル ジソ妃 にはそれぞれ1の9(9)の 「堅

35)バ ダマの記憶では,1940年 代に各旗から献上される 「堅いもの」などの祭祀用品は表6の

　 通 りである。サイソジャラガルとシャラルダイの記述に比べると,供 物の量が減少している。

　 これは,1940年 代 になってから,社 会の不安定などの原因により,財 政不振に陥ったオル ド

　 ス各旗からの供物が減少していたことを表 している。
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い も の 」 を 捧 げ る 。 こ の ほ か,オ トク旗 は 特 別 に ガ リル 祭 に ウ マ の 「堅 い も の 」1を

献 上 す る。 ジ ュ ソ ワ ソ 旗 は 黄 色 い 頭 の ヒ ツ ジ の 右 側 の ハ,跨1,ア マ ン ・ク ジ ュ ー

(a〃tan　k���「 口 の 頚 」5.2参 照)1,妙 った キ ビ3升,儀 礼 用 の 絹 布5を 捧 げ る。

ジ ャサ ク 旗 は ク ラ ン妃 に ウ シ の 「堅 い も の 」1,ジ ュ ソ ガ ル 旗 は グ ル ベ ル ジ ソ妃 に ウ

シ の 「堅 い も の 」1を 捧 げ る[SAYINJIRI'AL&SARALDAI　 1983:135-136」 。 こ れ は,ジ

ャ サ ク旗 内 の ソ ロ ソ ゴ ス(Solungγus)と い う父 系 親 族 集 団 が ク ラ ソ妃 と の 関 わ りが

深 く,ジ ュ ソ ガ ル 旗 内 に は か つ て グ ル ベ ル ジ ン妃 の 白宮 が 置 か れ て い た 【SAYINJIR1'AL

&SAR肌DAI　 1983:243-246,251-253]た めJそ の 深 い 関 わ りを 示 す 特 別 の 献 上 物 で あ

る と考 え られ る 。

　 「ガ リル 祭 の9の 堅 い も の 」(yaril-un　 yis�　 gatayu)は,以 下 の 骨 で 構 成 さ れ て い

る 。 そ れ は,す べ て の 丸 煮 か ら ア マ ソ ・ ク ジ ュ ー1,黒 い 胸 椎(qar-a　 Seger)1,黒

い 腰 椎(qar-a　 niruyu)1,椀 骨(boytu　 ci〃1�e)1,脛 骨(SaY-a　 ci〃z�e)1,腰 骨

(s�ege)3,膝 の 骨('oッ'γ)1,踵 骨(borbi)1,尾 骨(seg�1一�　 yasu)1で あ る

[SAYINJIRI'AL�　 SARALDAI　 1983:136]0

　4.1.1で 触 れた よ うに,「黒 い胸椎」と「黒

い腰椎」 は,オ ル ドスの ボル ジギ ンー 族

が12月29日 に 祖先 のた めに燃 やす供物 ト

ゥリシで ある。 ナ ラソソに よる と,供 物

トゥ リシに は脛 骨 も欠 か せ な い とい う

[Nnxasux　 1989:29　 292]0

　 す で に触 れた ように,普 通 の拝 火祭 の

供物 は胸 肉 と脂肪 であ る。 これ は,さ ま

ざまな火の祈 薦文 のなかに,「 火の母に し

表5　 オル ドスの7旗 が負担していた 「堅

　　 いもの」の量

旗　　名 堅いものの量

オ トク旗 5

ウー シ ソ旗 7

ジ ュ ソガ ル旗 5

ハ ンギ ン旗 7

ジ ャサ ク旗 5

ジ ュソ ワ ソ旗 9

ダ ラ ト旗 7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資料出典:『 黄金オル ドの祭祀』

表6　 バダマの記憶にもとつ く1940年 代の 「堅いもの」等の供物の量

堅いもの 乳　酒 その他

オ トク旗 S 2斤

ウ ー シ ソ旗 1(ウ マ の堅 い も の) 1斤

ジャサク旗 ? ?

ハ ンギ ソ旗 3 ?

ジ ュ ン ワ ン旗 3 1斤

ダラ ト旗 ? ?

ジ ュ ンガル 旗 ? ? たきぎ
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て火のハー ンに脂肪 を捧げ る」,「火の母 に して火のハー ンを脂肪で祭 る」 と繰 りかえ

し出て くる 【DAM】)-NSﾜRt7NG　 1982:318,373,382-383】 。 胸肉 と脂肪 のもっとも顕 著な

特徴 は,そ の 「柔 らか さ」 である。 「女性 的要素 」の強い 「火の母」 には柔 らかい供

物 を捧げ るのに対 し,末 子 トロイ ・エジ ソの祭祀者 ダルハ トたちがチ ソギス ・ハ ーン

ー族 の諸祖先 に捧 げる ヒツジの肉は
,「 堅い もの」 と呼ぽれ る。上述 の火の祈疇文 で

は,「 堅 い もの」は火の威 力を讃え る表現 となっている。 火の威力を表す 「堅 いもの」

を供物 とす ることに よって,チ ンギス ・ハーソー族 の繁栄を象徴す る火が,特 別 に旺

盛 な生命力を有 してい ることを強調 してい ると理解で きよ う。

　 4.2.3祈 薦 用 ヒツジの役割

　 ガ リル祭 に出かけ る前に一連 の儀礼がある。1909年 か ら1910年 にかけてオル ドスを

旅行 し,八 白宮に関す る文書 を多数収集 したジ ャムツ ァラーノのコ レクシ ョンに もガ

リル祭についての文書が確認 できる。それはつ ぎの よ うな内容 であ る。

　 ガ リル 祭 に 出 か け る際,ジ ノ ンのパ ク シた ちが 酒1,酸 乳1を 持 って くる。 徴 収 され た

祭 祀 用 品は ウマ1,ヒ ツジ1,酸 乳2,酒2で あ る。《ガ リル祭 の ヒ ツ ジ》 を(使 っ て)祈

疇 し,屠 殺 して,ユ ル ー ル チ職 が 占 う儀 礼 が あ る。 そ れ(す な わ ち 肝 臓 類)を きれ い に 観

察 して,ウ マ と ヒ ツジを 煮 る36)【RINTCHEN　 l　959:87】 。

　文 中のジ ノソの 「パ クシた ち」 とは,各 種儀礼や文字 を教え る役rす なわ ちダルハ

ト内の教育係であ った 【$AYINJIRI'AL&SAR肌DAI　 1983:450】 。この 「ガ リルの ヒツジ」

を 「ガ リルの祈薦用 ヒツジ」(yaril-un　 sib`silgen　goni)と もい い,生 きたまま肝臓 な

どを取 りだ して観察 し,占 いをす る。 ヒツジ占いは,チ ソギス ・ハー ソの八 白宮祭祀

の 複 数 の 儀 礼 に お い て み られ る[SAYINJIRI'AL&§ARALDAI　 1983:136;小 長 谷

1989a;SERRUYS　 1984:29-62】 。 サイ ソジャラガル とシャラル ダイに よると,ガ リル

の祈薦用 ヒツジは,フ ェル トの うえに立たせて,背 中に酸乳 をかけて身震いを させ て

ガルチ37)が 屠 殺す る。「右側 のハ」を小腿(siyir-Q)と と もに煮 る。 このハを のちに

36)こ の テキス トは,八 白宮祭祀の進行に関する指針的内容が中心となっている。これらの指

　 針的内容を現在の八白宮の諸儀礼とを逐次照 らし合わせるのは困難であるが,ガ リル祭につ

　 いても言及箇所があ り,こ こではもっぱらガリル祭との関連性に注目したい。Rintchenは こ

　 のテキス トに 「白い群れ祭における(乳 を)振 りまく方法」(cayan　s��　sacuqui　yosun)と

　 い うタイ トルを付けている。内容的には随所にガリルということばが現れており,「 白い群

　 れ祭」に関するテキス トではなく,む しろガリル祭関係の文書であろう。
37)　 ガル(ya!)と は 「火」で,ガ ルチは火をあつか うダルハ トである。
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おこなわれ る 「ガ リルの招福儀礼」(yaril-un　 dalaly一の に使用する。肝臓,胆 嚢,回

腸 を観察す る。 も し肝臓や胆嚢の色が よく,回 腸 に糞が満積 していた ら,よ い とされ

る 【SAYINJ】R1,AL&SARALDAI　 1983:136-137】 。

　私 の調査 では,1992年 陰暦3月20日 の ガ リル祭 の祈薦用 ヒツジは,夕 方5時15分 に

チ ソギス ・ハー ンの祭殿に入れ られた。27分 ごろに ダルハ トの1人 が燃や したハイマ

ツの煙で ヒツジを清め,つ づいて ジノンも同 じ方法で清めた。そ して ヒツジの頚に儀

礼用の絹布 を飾 った。 ダルハ トは,チ ソギス ・ハーンに現職 のジノソの名を唱 えて祭

祀状況を報告す る。 ジノソはチンギス ・ハー ンに3回 叩頭 した。5時30分 に ヒツジを

赤い絨毯 の うえに立たせ,背 中に酒 と酸乳をかけた。つづいて ダルハ トは 「右耳」(す

なわ ちヒツジの左側の耳)に 唇をあてて祈薦 内容を話 した。5時35分 ご ろ,ヒ ツジは

赤い絨毯 の うえに仰向けに倒 され,腹 を開け られ,肝 臓 と胆嚢が取 り出された。 ダル

ハ トはそれ を絹布で受け取 り,人 目を避けて祭殿 の奥に入 って秘密 の占いを した結果
,

今 年 も吉 との朗報が得 られた。一連 の儀礼は まさに小長谷の指摘通 りに,ヒ ツジに託

した祈疇 がチ ソギス ・ハー ンに届け られ,チ ンギス ・ハー ソはそれをまた ヒツジの肝

臓な どの部位を通 して啓示す る。 この ヒツジはいわぽ シャマ ンと同 じく,昇 天 したチ

ソギス ・ハ ー ンと人び とのあいだ を仲 介す る役 割を果 た している 【小長谷 　 1989a:

41-46]0

　4.2.4末 子 の高貴 さと反 日常 による 「あの世」へ の接近

　 オ トク ・ユル ールチ職 とダルハ ン ・カーは,「 チ ソギス ・ハー ソと諸祖先 のために

葬礼宴 を設け る」人であるゆえに,威 風堂hと 行動 しなけれぽな らない とい う。途 中

出会 った ものか ら略奪す ることも許 され る 【SAYINJIRI'AL&§AR肌DAI　 1983:137】 。 パ

ダマの経験 によると,陰 暦3月20日 に はすでにエ ジン ・ホm地 方 に大勢の参拝客が

集 まってにぎわ っているが,夕 方5時 くらいになる と,人 び とはみ んなテ ン トに もぐ

りこみ,ガ リル祭 に行 く祭祀者の行列 に遭遇 しない ように注意す る。 ガ リルに行 く行

列にあえぽ運が悪 くなる と考え られ ているか らであ る。ひ っそ りとしたテ ソ ト群 のあ

いだに 「ガ リル祭の道」(yaril-tu　yabuqu　 ja〃z)が 開 通するとい う。

　オ トク ・ユルールチ職は,ダ ルハ ン ・カー,そ れ にガルチ らをは じめ とす る数人の

従者を率 いて,出 発す るときが くると,ま ず主殿にある箱(dorqon)の なかか ら 「天

のことぽ」が書いてある 『金冊』(altan　debter)38)を 取 り出 して懐 に入れ る。 この箱

の鍵 はつねに オ トク ・ユルールチ職が管理 してお り,か れ以外 にr金 冊』 に触れ る人

38)　 『金書』(altan　bicig)と もいう。
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は いない。 ダルハン ・カ ーは,オ トク ・ユルールチ職 が乗 るウマを,八 白宮の主殿の

入 り口まで曵いてい く。 オ トク ・ユル ールチ職は敷居 に立 って ウマに飛び乗 る。一般

牧民の 日常生活 では敷居 を踏 まないよ うに注意 をは ら うが,チ ソギス ・ハ ーンの祭殿

の敷居に立つ ことが許 され るオ トク ・ユルールチ職の特権 は並 々な らぬ ものであ るこ

とが分か る。一行は踵で鐙 を踏 み,小 指で鞭 を持 ち,人 指 し指で手綱を持つ。 ウマの

背 中では左の跨 に重心を置 く。 これ らの行為は ことごとく日常的に厳 しく禁忌 されて

いる ことへの 「違反」である。ガ リル祭 において,オ トク ・ユルールチ職 とダルハ ソ ・

カーらは この ような反 日常的な行動 を公然 ととることに よって,末 子 トロイ ・エ ジソ

に代表 され る高貴 さを演 出 してい る。

　 ガルチは,事 前 に八 白宮の東を流れ るチ ャソホ ク河 の北東 の盆地に,ガ リル祭の供

物を燃やす場所(yarliy-un　 t�esi-yin　yajar)を 決 め る。この場所は また 「ガ リルの谷」

(yaril-un　soyu}と い い,八 白宮の駐営地か ら871歩 離 れた ところにある 【SAYINJIRTAL

&SaxALDai　 1983:138]。 ガ ルチは,た きぎ(.jingsereg　 modu)も 用 意 してお く。 こ

のた きぎは,ジ3ン ガル旗が用意 して,エ ジ ソ ・ホm地 方に運 んで くる。バ ダマに

よると,ガ ルチは ジュソガル旗 の人で,ダ ルハ トであるとい う。 サイ ンジャラガルと

シ ャラル ダイの記述をみる限 り,た きぎを用意 していたのは,ジ ュンガル旗 のオー ド

ル河(oyudur-un　 yool)に 住 む,「 ガ リルの ジュム」(yaril-un　ju〃t-a)と 呼 ぼれ ていた

人 たちで,ダ ルハ トであ ったか ど うかは不 明である。た きぎは傷や枝分かれのな い「3

の9(27)」 本 の楡39)で あ った 【SAYINJIRI'AL&SARALDAI　 1983:138】 。 オル ドスでは,

11月23日 あ るいは24日 の拝火祭 の ときで も,包 葉のついた楡 の枝は欠かせない。拝火

祭 の祝詞には 「楡 のよ うに多 くの命 を持ち」 とある 【SAYINJIRTAL&SARALDAI　 1983:

222】。結婚式 の際,新 婦が火を拝む ときに唱え られる祝詞に も 「楡 のよ うな命を持ち」

とある 【DAMDINSﾜRﾜNG　 I982:318】 。 また別 の拝火祭の祈疇文には 「母は火打石,祖

先 らは楡 の樹」 とある 【ハル ヴ ァ　 1991:224】 。 楡 には生命 力 と豊饒の意味を持たせて

い ることが分か る。 ガ リル祭に使 用す る楡のた きぎには,バ ターがかけ られ,燃 えや

すい ようにな っている 【SAYINJI】㎜&SAR萬DAI　 l983:138]。

　 一行 はガルチの案 内で無人地帯に化 した 「ガ リル祭 の道」を通 って 「ガ リル盆地」

に着 く。 この際 もオ トク ・ユル ールチ職 の特権 がみ られ る。 かれは ウマか ら直接 フェ

ル トの うえに置いてある机の うえに降 りてフェル トの うえに座 る。地面 に触れ ること

はない。

39)　 ジ ャム ツ ァラ ー ノの 文 書 に は 「斑 点 や 傷 の な い3の9(27)本 の柳 」 とな って い る　 【RINT-

　 CHEN　 　l959:871。
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　 ガ リル祭は「聖な るチ ソギス ・ハ ーンをは じめ とす る諸祖先 に葬礼宴を設 ける儀礼」

である。 ガ リル祭 で捧げ られ る供物 を享受す るのは,あ の世に住むボルジギソー族の

諸祖先であ る。供物 を諸祖先の世界へ届け るためには,あ の世に住む祖先 に近づ くこ

とが必要であ る。 ハル ヴァに よると,ア ル タイ諸民族 は死者の世界においてはすべて

が この世 と同 じように営 まれているが,た だひ とつ,こ とごと くこの世 と逆 さまにな

っているとい う。特別 の太陽 と月があ り,太 陽は西か ら出て東に沈む。 この世 とあの

世は逆の関係 にある,と 考え られてい る 【・・ル ヴァ　 1991:315-316】 。4.2.5で 呈 示す

るガ リル祭 で唱 え られ る 『金冊』 に も 「反対 の月に,反 対 の 日に」(buruyu　 saran-

a,buruyu　 naran-a)と の一 句がある。 ガ リル祭に赴 くオ トク ・ユルールチ職 とダルハ

ソ ・カーの一行は,こ の世 での 日常的な行動 と逆の行動 を とることに よって,高 貴 さ

を誇示す ると同時に,諸 祖先 の住むあの世 へ近づ こ うとしている とも解釈でき よう。

つ ま り,オ トク ・ユル ールチ職 らはあの世 へ接近で きる特権 を もまた,こ の世 の人び

とに誇示 しているのであ る。

　 祈疇用 ヒツジによる占いな ど,こ れ までお こなわれた一連 の儀礼は,い ずれ もあの

世 に住む諸祖先へ の接近を意識 した行為である。上述 の祈薦用の ヒツジは,い わぽオ

トク ・ユルールチ職 らの先導役 でもあ る。 ガ リル祭 に出発す る前 に,あ らか じめ祭祀

状況等を仲 介者 の ヒツジに告げてか ら,オ トク ・ユルールチ職 らが正式にあの世 へ向

か って近 づいてい くのであ る。

　 4.2.5　 「あの世」 に住む諸祖先

　 ガ リル祭の中心 は 「堅 いもの」 と呼ぶ供物 トゥリシを燃やす ことである。祭祀者の

バ ダマの話 では,「 堅い もの」は フ ェル トの うえに積んでお き,ダ ルハ ン ・カ ーが ア

マ ソ ・クジュー(a〃:ank���)と 呼ぶ星形の模様 を地 面に描 く。 この アマ ン ・ク

ジューの うえに,ジ3ソ ガル旗か ら運 んで きた楡のた きぎを積む。 アマ ン ・クジ ュー

とは,直 訳すれぽ 「口の頚」 との意味である。小長谷に よる と,頚 椎 の6つ の骨の う

ち下顎骨に もっとも近 いアマ ソ ・クジューは,頭 部 と胴体 とをつないでいる最初の頚

の骨 である。 この骨は家畜 の魂の存在 部分 であろ うと推 測 して いる1小 長谷　 1991:

305-306]。 オル ドスでは,ア マ ン ・クジ ューは 「ヤマの4つ の骨」(yamayin　 d�ben

yasu)の ひ とつで,ヤ マ とは,す なわ ちヤム(Ya〃zu)と も発音 し,「 尊い食べ物」 を

意味す る(3.4参 照)。 「ヤマの4つ の骨」 のなかで,ア マ ン ・クジューが もっとも重

要 である。オル ドスでは,初 冬の10月 末 か ら11月 にかけて,越 冬準備 の一環 として家

畜 の定期的屠殺が おこなわれ る。その際,ウ シを屠殺す るにあた って,「 祭祀鍋 の肉」
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(takil　toyuyan　 miqa)を 食 べ る習慣が ある。 この 「祭祀鍋 の肉」 には必ず アマ ソ ・

クジ ュー,短 肋(boyuni　 gabisu),胸 骨 柄(b��kei),サ ム サ40)(samsay-aあ るい

はsamsa)な ど 「ヤムの4つ の骨」が含 まれ る。「祭祀鍋 の肉」を食べた後,「 ヤムの

4つ の骨」で火を祭 り,「 アマ ン ・クジ ューの祝詞」 を唱え る。 アマソ ・クジ ューな

ど 「ヤ ム の4つ の 骨 」 は チ ソ ギ ス ・ハ ー ン や 諸 祖 先 に 捧 げ る 供 物 で あ る

[NAIVIJII.DORJI　 l　gg2:264-265;ColLAYINAMJIL　 1984:39】 。 大地 に動物の魂が宿 るアマ

ソ ・クジ ューを描 き,さ らにその うえで実物 のアマ ソ ・クジ ューを燃やす ことによっ

て,供 物が確実に祖先 たちのところに届 くよ うに設定 され ている。

　 ガルチが火を熾 す。 サイ ソジ ャラガル とシ ャラル ダイに よる と,こ の際,南 北方向

で3つ の火を熾 し,も っとも北側の火はチ ンギス ・ハ ーンとボルテ夫人のためで,南

へ と 順 次 ク ラ ソ妃,グ ル ベ ル ジ ン妃 の た め 火 が 設 け ら れ る[SAYINJIRI'AL&

SAR肌DAI　 1983:138】 。 一同は各旗 から献上 された 「堅い もの」 の肉を骨か ら剥す。バ

ダマは,こ の際の雰 囲気は きわめて厳粛 で,悲 しみに包 まれ てい るよ うになる と強調

する。「堅 い もの」の骨を火 に入れて燃 やす。ときどき乳酒をかけ る。オ トク ・ユル ー

ルチ職 は悲 しんでいる表情で 『金冊』 を詠みあげ る。

　 パダマは,こ の 『金冊』はオル ドス7旗 旗王の 「王系」 であると説明す る。 また,

現職 の7旗 旗王 の名 も唱える。諸祖先 の名を直接 口に してはな らないこ とか ら,『 金

冊』 はは っき り詠 まないが,供 物 を捧げ る立場 にある7旗 旗王 の名は明瞭 に詠む とい

う。バ ダマを含め,ト ロイ ・エジ ンの祭祀者 ダルハ トたちは現在誰 も 『金冊』を所持

していない。サイ ンジ ャラガル とシャラルダイの著書 に も 『金冊』は収録 されていな

い。 ブ リヤー ト・モ ンゴル出身のデ ィ リコフが,1956年 に八 白宮を訪ね た際,当 時オ

ル ドスの最高責任者 であ った馬富鋼 らの助力 もあ って,一 般 に公開 しない とされてい

た数 多 くの文書 を閲覧 し,写 しとっている 【八LmLIKoB　 1958:228-229】 。 デ ィ リコフ

は,の ちに3つ の文書を公開 している。その うち第一文書にあげているのが,『 金冊』

であ る。かれ の記述 に よれぽ,r金 冊』は10枚 か らな る中国製の紙 に金で書かれ,黄

色い絹布の表紙 がついていた。保存状態が比較的 よく,毎 年3月20日,ト ゥリシとい

う供物を燃 やす ときに詠む もので,チ ンギス ・ハー ソとその後継者 たちを詠みあげ る

内容 である とい う 【耳LmbIKoB　 1958:229】 。 デ ィ リコフは この 『金冊』 がガ リル祭で

詠 まれ るとは書 いていない。 しか し,ト ゥリシとい う供物を燃 やす ときに使用す るこ

と,3月20日 とい う期 日か ら,ガ リル祭の 『金冊』 であ ると断定 してよいであろ う。

40)サ ムサとは,腰 椎の最後端の骨である。オル ドス ・モンゴル人は,サ ムサは腰椎 と尾椎,

　 それに2つ の跨骨,こ の4つ の骨をつなぎあわせる重要な骨であるとみている。
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また,ジ ャムツァラーノの収集 した文書を リソチ ンが整 理 して,1959年 に 公開 したテ

キス トのなかにも 『金冊』が入 ってい る41)0

　 以 下ではガ リル祭におけ る葬礼宴の対 象者た ちを示すデ ィ リコフの入手 した『金冊』

をその まま呈示す る。 尚,転 写にあた って,も ともとモ ンゴル文 テキス トにあ った句

読点は,そ の点の数に応 じて:や::の よ うに表記す る。

p235

1　 Cinggis　 qayan-a:Borte　 J�in　 gatun-a:

　 　 チ ソ ギ ス ・ハ ー ソ に,ボ ル テ ・ジ ュ シ ソ42)妃 に

2　 Qulan　 qatun-a:Yis�atun-a:

　 　 ク ラ ソ妃 に,イ ェ ス 妃 に

3　 Yis�en　 qatun-a:Teg�1�　 qatun-a:

　 　 イ ェ ス ゲ ン 妃 に,テ ウ ル ン 妃 に

4Qoldui　 Yiryuyacin43>gatun-a:Joci

　 　 ク ル ドイ ・イ ル グ ー ク チ ン 妃 に,ジ ュ チ ・

5　　ejen　 qatun　 k�eg��er-e

　 　 エ ジ ン と(そ の)妃,子 息 た ち(及 び)そ の 他 の

6qadayatan　 labar-iyan::

　 　 重 要 人 物 た ち と と も に 。

7　 　Cayadai　 ejen　 gatun　 k�eg��er-e

　 　 チ ャ ガ ダ イ ・エ ジ ン と(そ の)妃,子 息 た ち(及 び)そ の 他 の

p236

1　 qadayatan　 labar-iyan::

41)Rintchenは,こ れ に 「黄 金家 族 の(た め の乳 を)振 りま く儀 礼(altan　 uruy-un　sa'culi)」 と

　 い うタイ トル をつ けて い る。 これ は,ジ ャム ツ ァラ ー ノが 収 集 した 段 階 で ま ち が った タ イ ト

　 ル を つ け た のか,そ れ と も リンチ ンが整 理 した ときの ミスか,或 い は編 集 者 の 問題 か は分 か

　 らな い 。 リンチ ソが 公 開 した テ キ ス トは デ ィ リ コフの 『金 冊 』 と ま った く同一 で あ る とい っ

　 て もい い く らい で,た だ と きお り転 写 上 の差 異 が み られ るだ け で あ る。 リンチ ンが 「黄 金 家

　 族 の(た め の)振 りま き」 と して公 開 した テ キ ス トの 最 後 に は,乳 を振 りま く儀 礼,ウ マ の

　 背 中 に 酒 杯 を載 せ て 占い を す る儀 礼 に関 す る内 容 が つ づ い て い る。 詳細 に検 討 す る と,占 い

　 に 関 す る5行 ほ ど の内 容 は,そ の あ とにっ つ くつ ぎの 文 書 と内 容 上 一致 して い る こ とが 分 か

　 る　 [R-NTCFIEN　 l959:84-87】 。 リソチ ソの テ キ ス トに み られ る ミス を,セ ー ル イ ス も気 づ い

　 てい る。 セ ール イ ス は,モ ス タ ール ト(Mostaert)が ジ ュ ソ ガル旗 か ら収 集 した テ キ ス トを

　 公 開 した 際,そ の うち の(A)文 書miliyayud-un�cig(ほ ん と うは 〃tiliyayud)が,リ ンチ ソ

　 の 「白い群 れの 振 りま き(cayan　 s��　 saeuli　yosun)」 と類 似 して い る こ とに 注 目 して い る

　 [SERRUYS　 　1984:30]0

42)　 「ボル テ ・ジ ュ シ ン妃」 とい う表 現 は 『明鏡 』(gegen　 toll)に もみ られ る。た だ し,『 明鏡 』

　 ではy�inと して い る 【SoNoM　 1995:196,203】 。

43)　 Rintchenはjiraquqciyと して い る。
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　　 　 　 重 要 人 物 た ち とと もに 。

　　 2　 0gedei　 qayan　 qatun　k�eg��er-e

　　 　 　 オ ゴ タイ ・ハ ー ソと(そ の)妃,子 息 た ち(及 び)そ の他 の

　　 3　 qadayatan　 labar-iyan::

　　 　 　 重 要 人 物 た ち と ともに 。

　　 4　 Toloi　ejen　lsi　qatun　 k�eg�

　　 　 　 　トロイ ・エ ジ ン とイ シ妃嘱),子 息 た ち と

　　 5　 �er-e　qadayatan　 labar-iyan::

　　 　 　 そ の 他 の 重要 人 物 た ち と と もに。

　　 6Yis�　 qatun　 oru　sayuysabar　 edeg�45>irek�er

　　 　 　 イ ェス ゥイ妃 が 席 に つ い て これ らの人 た ち と来 る ときに

　　 7　 �er-e　qadayatan　 labar-iyan::

　　 　 　 そ の 他 の重 要 人 物 た ち と と もに。

　　 p237

　　 1　 0砂 晦gaya〃9ご7i〃 ηk�{箸274δ わθ1r一θ

　　 　 　 グユ ク ・ハ ー ンと(そ の)妃,子 息 た ち,そ の他 の

　　 2　 gadayatan　 labar-iyan46)"

　　 　 　 重要 人 物 た ち と と もに 。

　　 3　 M�gke　 qayan　 qatun　k�eg��er-e

　　 　 　 ム ソケ ・ハ ー ソ と(そ の)妃,子 息 た ち,そ の他 の

　　 4　 qadayatan　 labar-iyan::

　　 　 　 重要 人物 た ち と と もに 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 5　 Qubilai　seven　gayan　 Cambui　 gatun

　　 　 　 フ ビ ライ ・セチ ェ ン ・ハ ー ソ とチ ャ ム ブイ妃,

　　 6　　k�eg��er-e　 qadayatan　 labar-iyan::

　　 　 　 子息 た ち,そ の 他 の重 要 人 物 た ち と と もに。

　　 7　 Cingkim　 g�ecin　 Qoyan　 Quytai�er-e

　　 　 　 チ ソキ ム ・クケチ ン,コ カ ン,ク ク タイ そ の他 の

　　 p238

　　 1　 gadayatan　 labar-iyan::

　　 　 　 重 要 人 物 た ち と と もに。

　　 2　 �jei-t�oyan　 tem�　qayan　 qatun

　　 　 　 ウル ジ イ ト ・ トゴ ソ ・テ ム ール ・ハ ー ソと妃

44)　 トロイ ・エ ジ ソの妃 ソル カ ク タ ニを 祭 った祭 殿 は オル ドス の エ ジ ソ ・ホ ロー旗 領 内 に あ っ

　 た 。詳 し くはQurca(bilig)【1990,1992a,1992b】 参 照 。

45)　 Rintchenはedk�ﾆ して い る。

46)Rintchenの テキ ス トに はiyanが 欠 如 して い る。
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3　 　k�eg��er-e　 gadayatan　 labar-iyan::

　　　 子 息 た ち,そ の 他 の 重 要 人 物 た ち と と も に 。

4　 Toyun　 tem�　 gayan　 gatun　 k�eg�　 Leber-iyen47>::

　　　　ト ク ソ ・テ ム ー ル ・ハ ー ン と妃,子 息 た ち と と も に 。

5Mangyila　 ejen　 qatun　 labar-iyan::

　　　 マ ン ギ ラ ・エ ジ ソ と 妃 と と も に 。

6　 Darmala　 ejen　 Daqui　 qatun　 labar-iyan::

　　　 ダ ル マ ラ ・エ ジ ソ と ダ ク イ 妃 と と も に 。

7　 Kama/a　 ejen　 qatun　 k�eg��er-e

　　　 カ マ ラ ・エ ジ ソ と妃,子 息 た ち と,そ の 他 の

8　 gadayatan　 labar-iyan::

　　　 重 要 人 物 た ち と と も に 。

p239

　　　 　

1　 Jiyun　 Tem�　 gayan　 gatun　 k�eg�　 lebet

　　　 ジ ク ソ ・テ ム ー ル ・ハ ー ン と 妃,子 息 た ち と と も に

2　 Nomuqan　 ejen　 qatun　 k�eg��er-e

　　　 ノ ム ハ ン ・エ ジ ソ と 妃,子 息 た ち と そ の 他 の

3　 qadayatan　 labar-iyan::

　　　 重 要 人 物 た ち と と も に 。

4　 Dorji　 ejen　 qatun　 k�eg��er-e　 gadayatan　 labar::

　　　　ドル ジ ・エ ジ ン と 妃,子 息 た ち と そ の 他 の 重 要 人 物 た ち と と も に 。

5　 　T�1�en　 babaqan　 Jedegen　 aldarma　 Taltarbuq-a

　　　　トル ケ ン ・バ ー バ ハ ソ,ジ ェ テ ケ ソ ・ア ル ダ ル マ,タ タ ー ル ・プ ハ

6Ulaycin　 Tarsaq-a�er-e　 qadayatan　 labar::

　　　　ウ ラ ー ク チ ン ・タ ル ス ハ,そ の 他 の 重 要 人 物 た ち と と も に 。

7Qusilai　 qayan　 qatun　 labar::

　　　　ク シ ラ イ ・ハ ー ソ と妃 と と も に 。

8Qodutubala48)gayan　 gatun　 labar::

　　　　ク ド トノミラ ・ハ ー ン と妃 と と も に 。

p240

1Ayudarm-a　 qayan　 qatun　 labar::

　　　　ア ユ ダ ル マ ・ハ ー ン と 妃 と と も に 。

2Erincimel　 qayan　 qatun　 labar::

　　　　エ リ ソ チ メ ル ・ハ ー ソ と 妃 と と も に 。

47)Rintchenの テキ ス トには この 一 行が 欠 落 して い る。

48)　 RintchenはQutuytubalaと して い る。
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　　 ソ

3　 C�`cin　 qatun-a:Aduyun　 qatun-a:

　　　 チ ュ ク チ ン妃 に,ア ド ー ン妃 に

4Binan49>Quldui　 qatun-a:Borolun　 Teg�1�

　　　 ビ ナ ン ・ ク ル ドイ 妃 に,ボ ロ ル ソ ・テ ウ ル ソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 v

s　 M�g`cer　 Quraytu　 Uyani　 Cayacin�er-e

　　　 ム ン チ ル,ク ラ ク ト,ウ ヤ ニ ・チ ャ ガ チ ン と そ の 他 の

6qadayatan　 labar::

　　　 重 要 人 物 た ち と と も に 。

7　　Qljei　 Tem�　 qayan　 qatun　 laban::

　　　　ウ ル ジ ・テ ム ー ル ・ハ ー ソ と 妃 と と も に 。

p241

1Engke　 qayan　 qatun　 laban::

　　　 エ ソ ケ ・ハ ー ン と妃 と と も に 。

2Labai　 qayan　 qatun　 laban::

　　　　ラバ イ 。ハ ー ソ と 妃 と と も に 。

30yiraddai　 qayan　 qatun　 laban::

　　　 オ イ ラ トダ イ ・ハ ー ン と妃 と と も に 。

4　 　Usqal　 qayan　 qatun　 laban::

　　　　ウ ス ハ ル ・ハ ー ソ と 妃 と と も に 。

S　 　G�tem�　 qayan　 qatun　 laban::

　　　　グ ン テ ム ー ル ・ハ ー ン と妃 と と も に 。

6　 　Talbai　 gayan　 gatun　 Laban::

　　　　タ ル バ イ ・ハ ー ソ と 妃 と と も に 。

7ﾖljei-t�ayan　 qatun　 laban::

　　　　ウ ル ジ イ ト ・ハ ー ソ と 妃 と と も に 。

p242

1

2

3

4

Ur�tem�　 qayan　 qatun　 laban::

　ウ ル ク テ ム ー ル ・ハ ー ソ と 妃 と と も に 。

Adai　 qayan　 qatun　 k�eg�

ア ダ イ ・ハ ー ン と妃,子 息 た ち

�er-e　 qadayatan　 labar::

そ の 他 の 重 要 人 物 た ち と と も に 。

Toytubuq-a　 qayan　 qatun　 k�eg�

　 ト ク トブ ハ ・ハ ー ソ と妃,子 息 た ち

49)　 RintchenはBuyanと してい る。
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5　 　�er-e　 gadayatan　 labar::

　　　 そ の 他 の 重 要 人 物 た ち と と も に 。

6Merg�gin　 qayan　 qatun　 labn::

　　　 メ ル グ ル ギ ソ ・ハ ー ン と 妃 と と も に 。

7Mulan　 qayan　 qatun　 laban::

　　　 ム ラ ン ・ハ ー ン と 妃 と と も に 。

p243

1　 Manduyuli　 qayan　 qatun/aban::

　　　 マ ン ドク リ ・ハ ー ソ と 妃 と と も に 。

2　　」8atuルfδ πglヒθ'¢アan　gayanσ ごπεごηk�eg�ｲ メ

　　　 バ トム ソ ク ・タ ヤ ン ・ハ ー ソ と妃,子 息 た ち

3　　�er-e　 gadayatan　 labar::

　　　 そ の 他 の 重 要 人 物 た ち と と も に 。

4　 　Barsabulad　 gayan　 Butan　 gatun　 k�eg�

　　　 バ ラ ス ・ブ ル ト ・ハ ー ン と ブ タ ン 妃,子 息 た ち

5δ わε7-e¢ αdαγα纏 励ar:.

　　　 そ の 他 の 重 要 人 物 た ち と と も に 。

6Bodi　 qayan　 qatun　 laban::

　　　　ボ デ ィ ・ハ ー ソ と 妃 と と も に 。

7G�　 bilig　jinong　 A　ltan　 gatun

　　　　グ ソ ・ビ リ ク ・ジ ノ ソ と ア ル タ ソ妃

,　 1f

1　 �er一�　 k�eg�　 leben::

　　　　自 ら の 子 息 た ち と と も に 。

2　　Darayisun　 gayan　 gatun　 k�eg�　 leben::

　　　　ダ ラ イ ソ ン ・ハ ー ソ と妃,子 息 た ち と と も に 。

3Noyandar-a　 jinong　 qatun　 la6an::

　　　　ノ ヤ ン ダ ラ ・ジ ノ ソ と妃 と と も に 。

4Buyan　 Bayatur　 qong　 tayiji　qatun　 laban::

　　　　プ ヤ ソ ・バ ー トル ・ホ ソ ・タ イ ジ と 妃 と と も に 。

S　 Altan　 gayan　 Noyancu　 gatun　 Laban::

　　　　ア ル タ ン ・ハ ー ン と ノ ヤ ソ チ ョ妃 と と も に 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6Bosoy-tu　 jinong　 qayan　 J�gkin

　　　　ボ シ ョ ク ト ・ジ ノ ン ・ハ ー ン と ジ ュ ソ キ ン

7qatun　 laban::

　　　　妃 と と も に 。
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p245

1　 Erdeni　 Sereng　 jinong:Rincen　 jinong:

　　　エ ル デ ニ ・セ レ ン ・ジ ノ ソ,リ ン チ ン ・ジ ノ ソ

　 　 　 　 　 　 　　 　 　ソ

2　 Toba　 jinong:Coyila　 qong

　　　 トバ ・ジ ノ ソ,チ ョイ ラ ・ホ ソ

3　 rの ノ解gatun　 labar::

　　　 ・タ イ ジ と 妃 と と も に 。

4g��osoi　 cin　yang　 gatun　 labar::

　　　グ ル ・ホ セ イ ・チ ソ ・ ワ ソ と 妃 と と も に 。

5　 Batu'の ガi"Coγ'u'ayiji:

　　　バ ト ・タ イ ジ,チ ョ ク ト ・タ イ ジ

6　 Qorum`si　 tayiji　qatun�er-e

　　　ク ル ム シ ・タ イ ジ と妃,そ の 他 の

7　 qadayan　 labar-iyan::

　　　重 要 人 物 た ち と と も に 。

p246

1　 … ・・50)t��in　 giy�　 vang　 qatun　 labar::

　　　国 の 郡 王 … … と妃 と と も に 。

2　 　SaybaSi>　 t��in　 giy�　 vang　 gatun　 labar::

　　　サ ク ワ(と い う),国 の 郡 王 と妃 と と も に 。

3　　Rasibancoor52}　 t��in　 giy�　 vang　 gatun　 labar::

　　　 ラ シバ ン チ ュ ー ル 国 の 郡 王 と 妃 と と も に 。

4　 Rasisereng　 tusalayci　 tayiji:

　　　 ラ シ セvソ 協 理 タ イ ジ

5　 G伽gzang　 tの2ガ『'G實〃i�enss)'の 噸"

　　　 グ ソ ザ ン ・タ イ ジ,グ ム テ ン ・タ イ ジ

p247

1　 S噺 歪η2doζ 声鋤 　tの 嚇 ∫'Sausass)tayiji;

　　　セ ク ジ ム ドル ジ ・タ イ ジ,サ ウ サ ・ タ イ ジ

2Dan　 zansb>tusalayci　 tayiji:

50)
51)
52)
53)
54)
55)
56)

Rintchenの テ キ ス トで は この箇 所 にDoη 伽 γ とあ る 。

Rintchenの テ キ ス トで はSebayと して い る。

Rintchenの テ キ ス トで はRasibanjurと して い る。

Rintchenの テ キ ス トで はG�cen.　 Gumcoyと して い る。

Rintchenの テ キ ス トで はSangjumdorjiと して い る。

Rintchenの テ キ ス トではSe�enと して い る。

Rintchenの テ キ ス トでは1)ancinと して い る。
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　 　 ダ ンザ ソ協 理 タイ ジ(と)

3　 qatun�er-e

　 　 妃,そ の他 の

4　 qadayatan　 labar-iyan::

　 　 重 要 人物 た ち と と もに 。

p248

1　 aq-a　qatun-a　 al　qongyur

　 　 兄 に,妃 に,赤 くて 清 らか な

21inen-i　 sonosqu　 soluba一α57)�ek�

　 　 真 実 を 聞 き,ソ ルバ を み る

3　 伽en　 boluysan　 Qoyuy'cin　 emegen-e

　 　 真 実 とな った ホ ー チ ソ老 婆 に

4　　doloyan　 geseg　jeg�　eteged

　 　 7つ の部 分 を 東側 に

S　　telbij�gt�ei::

　 　 置 い て あげ よ う。

6　 buruyu　 saran-a:buruyu　 naran-a:

　 　 反 対 の 月 に,反 対 の 日に

7deger-e　 aq-a　dljei　ten　dour-a

　 　 上 に 兄 に ウル ジ イが あ る よ うに,下 に

p249

1　 deg��jei　 ten::

　 　 弟 に ウル ジイが あ る よ うに 。

2　 yurban　 yis�　gesig��ei

　 　 3の9(27)の 傷 のな い

3　　〃Zodun一かご7/erginegleL海 陀1わfη

　 　 た き ぎで 山 積 み に してお い て

4　 t�et�ei::

　 　 燃 や そ う。

[以HJILIKoB　 　1958:235-249】

　 「堅 いもの」 の骨は全部燃 や し,剥 ぎとった肉は持ちかえ って7旗 の継承人たちに

渡す。 オ トク ・ユルールチ職 とダルハソ ・カーは先 に帰 るが,ガ ルチは火が完全に消

えるまで居残 る。帰 る際 もオ トク ・ユルールチ職 は フェル トの うえからウマに飛び乗

57)　 Rintchenの テ キ ス トではsolungy-aと して い る。
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る。帰 る途 中,「 ガ リルの谷」 の方へふ りか え っては ならない。一行は また 「ガ リル

の歌 」(yarliy-un　 dayu}を 歌 う。バ ダマが現在覚えているのはつ ぎの ようなものであ

るが語義は不明であ る。

　　erli　jaqu,　yilili　jaqu,　erlei　erlei・・・…

　サイ ソジ ャラガル とシャラル ダイはつ ぎの ようなことぽを記 してい る。

　　Ja!elili　jaqu,　erdem　 j��　jaqu,�lei!�lei!

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[SAYINJIRI'AL　BL　SARALDAI　 1983:139-140]

　 この 「ガ リルの歌」 も一般 の参拝客は,つ とめて聞かない ようにす る。 オ トク ・ユ

ル ールチ職は八 白宮に戻 り,r金 冊』 をも との箱に納 め,ガ リル祭 は終 了す る。

4.3未 完の文書にみる埋葬儀礼の要素

4.2.3で 触 れ たガ リル祭に関す るジ ャムツ ァラーノの文書 には,ひ きつづ きつ ぎの

よ うな内容が ある。

　 ・…丸煮をヤムタン(ダ ルハ ト)が 取って,《ガリルの書》を使って願いをこめて燃やす。

帰ってきて 《大恩賜》(veke　t�el)を 食べる。ユルールチ職が炉を掃除 して点検する。福

を招く。火のついた棒(silegeb�)を 手に して出発し後ろをふ りむいてはいけない。(ウ マ

を)飛 ばして帰 ってくる際,熟 成させた食べ物を持っていく人はその食べ物を食べる必要

がある。つぎに,ハ ーンのジノンは,太 陽が昇る前にジュゲスを観察するチャライチ58)二

人に,ハ イマツ2,酒2を 持ってきて,主(チ ソギス ・ハーソ)の 前に叩頭 して座る。 ト

ゥール(職 のダルハ ト)が 来て香を捧げるよう命 じる。《タイジたちがついてきて献香する

よう》と呼ぶ。献香してから 《3つ の歌》を歌 う。(そ の間)数 人のタイジたちは供物を捧

げることをつづける。その後は(ヒ ツジの肉の)部 位を観察するとき,ユ ルールチ職はつ

ぎのように願いをい う。……(以 下略)【RINTc朋N　 1959:87】

　 上述の 「熟成 させた食べ物」の実体は不明であるが,オ ル ドス ・モンゴル 人 が陰暦

11月29日 に お こな う祖先祭祀の供物 トゥリシも,必 ず 「熟成 した食べ物」か らな って

いる。「ガ リルの書」 とは,お そ ら く 『金冊』 のことであろ う。「大恩賜を食べ る」 と

は,「 祖先の恩賜」すなわ ち 「堅い もの」の供物か ら剥 ぎ とった肉であろ うと私 は推

定 してい る。ガ リル祭か ら八 白宮 にもどる際に 「ふ りむいてはならない」ことと,「 ウ

マを飛ばす」 ことなどの要領をい までもダルハ トたちは堅 く守 っている。 ハル ヴァに

58)　 セ ー ル イ ス は チ ャ ラ イ チ を 漢 語 の 「相 面 的 」 す な わ ち観 相 家 と訳 し て い る　 【SERRUYS

　 1984:48]0
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よると,シ ベ リアのすべての民族 は埋葬地か らの帰 り道に特別 の注意をは ら う。野辺

の送 りに関わ った者は,死 者の魂がついて来ない ようにな どの理由か ら,帰 り道 ふ り

むいてはな らない。 また,チ ュル ク系 のカザ フ族は,ウ マか ら落ちるほどの早 さで埋

葬地か ら帰 る 【ハル ヴァ　 1991:262-263,275】 。 ガ リル祭 の一行がふ りむかない点は,

シベ リアな ど北 アジア諸民族の埋葬儀礼を倣佛 させ る。

　 陰暦12月29日 の祖先祭祀 では,供 物 トゥ リシを燃 やす。それに よって供物 の匂い ケ

ンシュー(kengsig�)が あ の世 の祖先 に届 くよ うに祈願す る59)0こ れ に対 し,ガ リ

ル祭では,あ えて この世 の 日常に反する行為 をす ることに よって,あ の世 とこの世 と

を 自由に行 き来 し,供 物 を直接 あの世に住 む祖先 のもとに届 けて戻 って くるとい う演

出をする。 つま り,一 般 のひ とは,あ の世 との交流は不可能 であるが,ボ ルジギ ンー

族だけはそれ が可能であ るとい う演出に よって,高 貴 な出自を強調 しているのであ る。

一度あの世 に近づ くことので きたオ トク ・コールールチ職 とダルハ ソ ・カーは ,今 度 は

「この世」に もどるための手続 きを とってい ると理解で きよ う。

5　 お　わ　 り　 に

以上,現 段階で入手可能な文書資料 と,実 際に祭祀活動にたずさわ っていた祭祀者

ダルハ トたちからの情報にもとついて,清 朝時代から中華民国にかけての トロイ ・エ

ジソ祭祀の実状,祭 祀者ダルハ トの社会構造,そ してとくに トロイ ・エジソ祭祀 と八

白宮との関連性を中心に,再 構築を試みた。その結果,明 らかにすることができた点

と,そ れに依拠 した仮説はつぎの通 りである。

　まず,明 らかにすることができたのは以下の通 りである。

5.1末 子 トロイ ・エジ ソ祭祀 と八 白宮 との関連

　第一,ト ロイ ・エジソの祭祀 は,チ ソギ ス ・ハー ソの八 白宮祭祀 との共通性が極 め

て高い。 トロイ ・エジソ祭祀の ダルハ トは,チ ソギス ・ハーソの 「五百戸の黄 色い ダ

ルハ ト」 と職掌名や組織が酷似 している。その意味で,ト ロイ ・エジ ソ祭祀は,八 白

宮祭祀の縮小版であるかの よ うなイ メージを払拭で きない。 また,ト ロイ ・エジン祭

祀の理論的根拠は,八 白宮祭祀 と同様,『 十善 白史』に求めることがで きる。 トロイ ・

エ ジソ祭祀は,突 出 した名門集団の祖先祭祀 であることは明白であ る。

　第二,ト ロイ ・エジ ン祭祀は,単 な る八 白宮祭祀の縮 小版 ではない。 トロイ ・エジ

59)　 清水は,火 を,自 然物 と人間 との媒介 ・接点の表象であるとする 【清水　1974:33-34】。
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ソ祭殿 と トロイ ・エジ ソを祭 るダルハ トには,さ らに別 の,よ り重要 な義務が与え ら

れ ていた。末子が一族 の歴代祖先を祭 るとい う義務を,ト ロイ ・エ ジンが,そ して ト

ロイ ・エジ ンの死後はかれを祭 るダルハ トた ちが,継 承 したにちがいない。

　第三,末 子 トロイ ・エジ ンのダルハ トが,末 子 の義務を果 たそ うと演出するのが,

ガ リル祭 である。 ガ リル祭 の 目的は,チ ソギス ・ハーソな ど歴代大ハ ーソを輩 出 した

ボルジギ ンとい う名門集 団の諸祖先を祭るこ とである。祖先祭祀であ るところのガ リ

ル祭 には,複 数の儀礼の要素が内包 されている。拝火儀礼,狩 猟儀礼,再 生儀礼,豊

饒儀礼 な ど,そ して当然 のことなが ら,古 くか らの埋葬儀礼 と祖先崇拝 の儀礼 も確認

で きる。複数 の儀礼か ら構築 され てい るガ リル とい う祖先祭祀 は,ボ ル ジギ ソとい う

名門集団がほかの父系親族集 団 とは異な る,特 権集団であ ることを表 してい る。 ガ リ

ル祭は八 白宮祭祀の一環 ではないにもかかわ らず,モ ンゴルの もっとも神聖な場所,

八 白宮を選 んで実施 されている。神聖な場所 において,反 日常を演出 し,高 貴 を誇示

す るのである。

　 ガ リル祭 につ いて,下 記 の2点 につ いては不明であ り,今 後の課題 と したい。

　 第一,ガ リルとい うことばそのものの意味は,未 解決であ る。 オル ドス ・モンゴル

の長老,民 俗学者たちか ら,古 代 チ ュルク語,チ ベ ヅ ト語 も しくはサ ンス ク リット語

であろ うとの説 明を受けた ことがある。 ガ リルは,ガ ル(火)で もガルル(yarul出

自)で もな く,な にか特殊 な意味 があるのであろ う。

　 第二,ガ リル祭 の対象,す なわちボルジギソー族の歴代祖先の名 を記 した 『金書』

の問題であ る。本稿で私が使用 したデ ィリコフのr金 書』では,ボ ルジギ ンー族の祖

先 は,チ ソギス ・ハー ソか ら始 まっている。『モ ンゴル秘史』にみ られ るイ ェスゲイ

以前 の諸祖先 の名はない。そ して,チ ソギ ス ・ハ ーソ以降 の歴代大 ハー ソの名前 も欠

落 してい る部分が ある。 これは,意 識的になん らかの政治判断で削除 したのか,社 会

変動 のなかで紛失 したのか は,不 明である。 その糸 口として,『 蒙古源流』 な ど歴史

文献 にみ られ る大 ハー ソの系統 と 『金書』 の人名を比較す る必要 もある。

5.2　祖先祭祀の重層的構造

　祖先祭祀の複雑な構造を解明するためには,従 来の祖先祭祀研究およびその関連研

究をいま一度整理する必要がある。

5・2.1ガ タギンー族の祖先祭祀

モンゴルの祖先祭祀に関する従来の研究のなかで,筆 頭にあげられるのはホルチャ
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バー トル(Qurcabayatur)の 『ガタギ ソ十三ア ター ・テ ソグ リー60)祭(Qatayin　 Ar-

ban　Turban　 Atay-a　 Tengriyin　 Tayily-a)』 で あ る 【QURCABAI'ATUR　 1992;小 長 谷

1989b:139-149】 。 これ は,現 在 オル ドス ・ウ ー シ ソ旗 に 居 住 す る ガ タギ ソー 族

(Qataγin　oboγ)が 維持 している祭祀 に関する,実 地調査 にもとつ く研究成果で ある。

　 ガタギ ソー族の人び とは,『モンゴル 秘史』にみ られ るチ ソギス ・ハ ーソの8代 前

の祖先にあたるボ ドソチ ャルとい う人物 の兄 ブグ ・ガタギの末喬である とい うアイデ

ソティテ ィを堅持 してい る。チ ソギス ・ハーソを生んだボルジギンー族は 「ハ ー ソー

族」(qad　 oboytan)と 自称する。 ガタギ ソー族 とボル ジギ ソ　 %iと は,「 兄弟関係に

ある父系親族集団」(aq-a　 deg�一yin　oboytan)と い う共通 の出自意識を互 いに確認 し

あ ってい るものの,一 般的には,ガ タギ ソー族はいわば傍 系集 団であ るとい うのが定

説になってい る。

　 ブグ ・ガタギを祖先 とす るガタギ ンー族 の人 び とによって維持 されて きた家神祭

を,ホ ルチ ャバ ー トルは 「ハー ンー族の十三 ア ター ・テ ソグ リー祭」(qad-un　 ger一�

arban　yurban　 atay-a　tengri-yin　tayily-a)と 位置 づけている。チ ソギス ・ハ ーソー族 の

祖先祭祀 を研究す るためには,傍 系集 団ガタギ ソー族 の家神祭研究は大 きな啓発 とな

る。以下 ではホルチ ャバ ー トルの説 を詳 しく検討 してみることに したい。

　 ホルチ ャバ ー トルに よると,本 来 「ハー ン　 liの 家神祭」(qad-un　 ger一�　tayily-a)

は,モ ンゴルの名門集団のひ とつ,ボ ル ジギ ソ　 %iの ボ ドソチ ャルが主宰 していた家

神祭で,そ れを ジ ュゲ リ(j�eli)祭 とい う。 ジュゲ リ祭 とは,「 祖先 の地 」(yekes一

伽 γα知r)と 呼ぼれ る特別 な場所においてジュル ト(j�d�)と い う供物 を木か ら掲げ,

全 父系親族集 団の成員 が集 ま り,み ずか らの出 自,祖 先 とのつなが りを確認す る祭 で

あるとい う 【QURCABAI'ATUR　 1992:4-6】 。

　 ホル チ ャパ ー トル は,ジ ュゲ リとい う,古 くか らみ られ る ことば は,祖 先祭祀

　(deged�一�　takily一α)を 意味す る概念 であ り,チ ソギス ・ハーンが全モンゴル の各父

系親族集団を統一す る以前の段階では,個hの 父系親族集団内に存在 していた と主張

している 【QURCABAI'ATUR　 1992:6-8]。 「ジ ュゲ リ祭=祖 先祭 祀」 と定義 した うえ,

このジ ュゲ リ祭 こそ ハーソー族 の家神祭である と,さ らに一歩議論 を前進 させている。

ここで,ホ ルチ ャパー トルの視点は チ ソギス ・ハー ソに よるモンゴル 族の統一 に向け

られている。本来はモ ンゴルの各父系親族集団内にあった とされ る祖先祭祀 が,モ ソ

ゴルの統一 に ともない,と くに文字 の使用な ど文化的統合が進む につれ,チ ソギス ・

60)　 ア タ ー(atay-a)と は 「嫉妬 」 の意 味 で,ア タ ー ・テ ング リー とは,「 嫉 妬 天 」 に相 当す る

　 との 説 明 を現 地 で 受 け た こ とが あ る。
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ハ ーンを新 たな祖先 とする 「黄金 オル ドの祭祀」(altan　ordun-u　 tayily-a)が 制 度化 さ

れ,こ れが全民族 の祖先祭祀 へ と変容 し,定 着 した とい う。政治的統合に よ り,個h

の父系親族集 団内にあ った ジュゲ リ祭だけでな く,チ ソギス ・ハー ソを生 んだ,名 門

ボル ジ ギ ンー 族 の ジ ュゲ リ祭 まで姿 を消す こ とに な った とい う 【QURCABAI'ATUR

I992:8-9Jo

　 ホ ルチ ャバ ー トルは,現 在 で こそ ガタギ ン　 %の 人た ちが 自分 たちの祖先祭祀を

「ハー ンー族 の家神祭」,ま たは 「十三 アタ ー ・テ ソグ リー祭」 と表現 している もの

の,中 世 モ ンゴル時代 では まぎれ もな くジュゲ リ祭 とい うことばを使用 していた,と

い う解釈を している といえよ う。

　 ジュゲ リ祭 に関 しては,『 モ ンゴル秘史』な どの歴史文献 に断片的な記 録がある も

のの,そ の全容は決 して明瞭ではない。 ホルチ ャバ ー トルは 『モ ンゴル秘史』な どの

文献資料を駆使 しながら,み ずか らの実地調査に もとついて,ジ ュゲ リ祭 の再 構築 を

試 み て い る。そ れ を要約 す れ ばつ ぎ の よ うな骨 組 で あるIQURCABAI'ATUR　 l992:

11-20]0

　 第一,ジ ュゲ リ祭に参加 できるのは,血 縁上当該 父系親族集団の 「純粋 な成員」 と

認め られ る者 に限 られ,排 他的 な祭祀であった。 また,寡 婦や出産直後 の女性 も排除

されていた。 ジ ュゲ リ祭か らの排除は当該父系親族集団からの追放を意味す るもので

あった。

　 第二,成 員一 同が集 まって系譜を暗唱 し,祖 先 とのつなが りを確認 した。現在 ガタ

ギ ソー族の人たちが祭祀の ときに一族の系譜 をアター ・テ ソグリーに報告す るの と同

じよ うに,rモ ンゴル秘史』の人物 ボ ドンチ ャル もまた,一 族 の系譜を唱 えた のであ

ろ う。rモンゴル 秘史』ではボ ドソチ ャルの祖先は 「上天 よ りさだめ によって生 まれ

た蒼 き狼 と牝鹿」 であると していることか ら,ボ ドンチ ャル もまた　 liと 天 とのつな

が りを強調 したにちがいない。ガタギ ンー族の人 たちは 「十三 アター ・テ ング リー」

を また 「父 な る,永 遠 のハー ン ・ア ター ・テ ング リー」(ecige　deged�an〃i�gke

atay-a　tengri)と 表 現す る[QURCABAI'ATUR　 l992:67]。 これは,ア ター ・テ ソグ リー

を守護神 と し,み ず か らの祖先 とテ ソグリーすなわ ち天 とのつなが りを強調 した祖先

祭祀 である。

　 第三,成 員た ちは,ジ ュル トとい う供物で天を祭 った。現在 のガタギ ソー族 もまた

この習慣 を維持 してい る。 チ ンギス ・ハーンの八 白宮祭祀において も,ジ ュル トの使

用を確認 で きる 【SERRUYS　 1984:381。 八 白宮の祭祀は全モンゴル の政治統合 を 目的

とした祭であ り1楊 　 1995:27-54】,そ こでも,ジsル トが使用 されている以上,ジ ュ
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ル トは格式の高い供物 であると理解 できよ う。 ホルチ ャバ ー トルは,ジ ュル トはおそ

らく古代チ ュル ク語 に起源す ることぽで,の ちにダ フール族な ど北 アジアの諸民族の

あいだ に普及Lて い った のであろ うと推察 している。実態 としては,家 畜 あるいは動

物 の頭,顎,気 管,そ して肺臓な どがつなが った ままの形で捧げ られ る供物 である。

ジ ュル トにはた くさんの種類があ る。1)頭 と顎,そ れ に気管,肺 臓 な どのそ ろった

ものが一種 であ る。2)頭 は な く,顎,そ れに気管,肝 臓,心 臓がそろ うジ ュル トを

「顎 ジュル ト」(er��d�)と い う。3)頭 と顎が な く,舌 と気管,肝 臓,心 臓,肺

臓 がそろ うのは 「舌つ きジュル ト」(kelet��d�)で あ る。いずれ に して も,ジ ュル

トとい う供物 には心臓は欠かせ ないのである。魂が宿る とされ る心臓 がついているこ

とか ら,ジ ュル トは祖先 祭祀 におけ るもっとも大切な供物 だったのであ る。

　 第四,供 物 の一部を祖先祭祀 に参加 した成員 たちが 「祖先の恩賜」(yekes一�　 kesig

また はdeged�一�　 kesig)と して分配 して食べた。

　 以上が ホルチ ャバ ー トルの学説の要 点である。「祖先祭祀=ジ ュゲ リ祭」 との定義

は ホルチ ャバー トルの説のなかでもっとも貴重 な議論であ る。 ガタギンー族が維持 し

ている 「十三アター ・テング リー祭」を祖先祭祀 と定義す るホルチ ャバ ー トルの説 に

は,私 も賛成す る。つ ぎに,ジ ュゲ リ祭 と呼ぶ祖先祭祀の供物 ジZル ト,ガ リル祭 と

呼ぶ祖先祭祀の供物 アマ ン ・クジューについて検討す る。

　5.2.2　祖先祭祀の供物

　ジュル ト

　ホルチャバー トルが祖先祭祀 と定義 したジュゲ リ祭の供物は,ジ ュル ト(j�d�)

である。このジュル トについては,小 長谷の論考がある。小長谷は,モ ンゴルにおけ

る家畜の屠殺儀礼に関する論文のなかで,ジsル トについて考察をおこなっている。

それによると,食 糧供給を主な目的とする定期的屠殺 とは異なる,あ る特定の意味を

になった儀礼の際におこなわれる屠殺すなわち「儀礼的屠殺」にはシャマンが関わ り,

ジュル トが登場する61も

　 『モンゴル秘史』にみられる記録や,現 在なお狩猟を営む一部のモンゴル 人のジュ

ル トのあつかい方からみると,ジ ュル トは野生動物の魂が存在する部分であ り,殺 害

にともな う再生儀礼の祈 りが託される部分である。小長谷の説明では,儀 礼的屠殺に

おいては,通 常なら腹側から分断して取 りだされる内臓を一連のものとしてつながっ

61)小 長谷はズル ドと表記 しているが,こ こではオル ドス ・モンゴル語の発音でジュル トと表

　 記する。
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たままの状態で首側から取 りだす点が一般的屠殺との明確な差である,と いう。ジュ

ル ト儀礼において,動 物を解体 し,内 臓をつながったままに取 りだす方法は,狩 猟に

おける獲物の解体方法と類似 している。その意味で,ジxル ト儀礼は,本 来狩猟に関

するものであ り,「つながった」ままの状態,す なわち再生のための処理が施されて

いる点にその本質がある。狩猟儀礼にみられる野生動物のための再生手段が,家 畜の

場合にも,儀 礼的な場合にのみ再現されている。家畜の儀礼的屠殺は,狩 猟の模倣で

ある。儀礼的屠殺は食糧の入手を目的としているのではなく,祖 先や天など超人間的

存在への供物の献上を目的としている。これは,聖 性が高い行為とな り,ジ ュル トの

儀礼も聖性の高い儀礼である,と いう【小長谷　1991:318-323】。家畜を野生動物のよ

うにあつかい,供 物を格上げしてからジュゲリ祭や八白宮祭祀においても捧げたとみ

ることができよう。

　 アマン ・クジ ュー

　チ ソギス ・ハー ンの末子 トロイ ・エジ ソの祭祀者 ダルハ トたちに よって実施 され る

ガ リル祭 と呼ぶ祖先祭祀の供物 を 「堅い もの」 とい う。 これは乾燥 させた家畜 の丸煮

であ る。そ のなかで もっ とも重要 な部分 は,ア マ ン ・クジ ュー(aman　 k���)で

あ る。 ガ リル祭 では,「 堅い もの」のアマ ン ・クジ ューな どの骨 を地面 に描 いた星 印

のよ うな紋様 の うえにおいて燃 やす。 この星印の紋様 もまた アマ ソ ・クジュー と呼ぽ

れ る。

　 アマソ ・クジュー とは直訳すれば 「口の頚」 との意味であ る。小長谷は,冬 か ら翌

春 にか けて消費す る肉を準備す るため の定期的屠殺を,「 一般 的屠殺」 と呼び,屠 殺

に関す るモ ンゴル各地 の民族誌,と りわけ屠殺にあた って唱える祝詞に もとついて論

考 をお こな っている。小長谷は,こ の定期的屠殺 にあた っての儀礼 を 「アマ ソ ・クジ

ューの儀礼62)」 と呼ん でいる1小 長谷　 1991:305-306】 。 小長谷の説では,「 アマ ソ ・

クジ ューの儀礼」はまず ウシに限定され るとい う。それは,ウ シはおそ ら くモンゴル

におけ る集団のアイデンティ テ ィを もにな う特定の家畜 で,ウ シにのみ限定す るアマ

ソ ・クジューの儀 礼的行為を遂行する ことに よって,ヒ ツジな どほか の家畜の屠殺 が

許可 され るとい う構造を生みだす ものである,と 解釈 してい る。家畜 の屠殺 も超人 間

的存在の許可が必要 で,殺 害 の許可度が小 さい とい う意味で,地 位 の高い特定種 が選

ばれ ていることになる。

62)小 長 谷 は ア マ ソ フズ ー と表 記 して い る。 こ こで は や は りオ ル ドス ・モンゴル 語 の発 音 に し

　 た が い,ア マ ソ ・クジ ュー とす る。
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　ただし,家 畜の場合は,殺 害があらか じめ正当化されている点で,狩 猟の対象 とな

る野生動物 とちがう。モンゴル など北アジアの狩猟民のあいだで広 くみられる死 と再

生儀礼においては,殺 害 した動物の骨を破壊 しないことが,再 生を可能にすると考え

られている。家畜の場合は,ひ とつの特定の骨,す なわち魂が宿るアマン ・クジZ一

が選択されている。アマソ・クジューはウシを屠殺 した人が食べる。骨をきれいにし

ゃぶったのち,骨 の空洞部に脂肪や草などをつめ,火 に くべるなどの儀礼をともなう。

小長谷は最後に,食 糧の準備を目的とする家畜の定期的屠殺における儀礼は,ア マ

ン・クジューに集約され,ア マン ・クジューの儀礼は 「再生」を期待する行為である,

と結論 している 【小長谷　1991:305-318】。一般的屠殺におけるアマン ・クジューの儀

礼では,祝 詞や祈薦句を唱えることによって,再 生が期待されるのに対 して,祖 先祭

祀など儀礼的屠殺では,ジ ュル トのあつかいに象徴される行為によって,再 生が期待

されている。

　 ジュル トとアマソ・クジューはいずれ も魂の存在箇所とみなされることになるが,

これは,狩 猟の対象となる野生動物の魂は内臓にあ り,家 畜の魂はアマソ ・クジs一

に宿る,と の解釈が可能 となる 【小長谷　1991:328]。

　小長谷はその後,別 の論文で,つ ぎのように指摘 している。人間が食べるために利

用するときには,家 畜の聖性を降下させる手続 きを とる必要があ り,こ れがアマソ ・

クジューの儀礼である。一方,祖 先祭祀など超人間的存在に供物を捧げるときには,

家畜を野生動物のようにあつかい,価 値を高め,聖 性を上昇させることになる,と 指

摘 している 【小長谷　 1994:88-89】。小長谷の研究は直接祖先祭祀を論 じたものではな

いものの,ジ ュル トとアマソ・クジューについての指摘は,ホ ルチ ャバートルの説を

さらに発展 させたことになる。祖先祭祀において,本 来は再生祈願が託される肉の部

分を供物として用いるのは,一 族の繁栄を祖先に祈願するものと解釈できる。

　 5.2.3　 ハ ーソ　 %iの 祖先祭祀 の主宰者

　ホルチ ャバ ー トルの指摘通 り,チ ンギス ・ハー ンの死後,チ ソギス ・ハ ーソその も

のを崇拝す ることが強 ま り,そ れは またモ ンゴルを結束 させ る唯一 の政治思想で もあ

った。 現在 まで維持 されて きた 「黄金オル ドの祭祀」 もチンギス ・ハー ン崇拝の一環

を なす儀礼であ る。「黄 金オル ドの祭祀 」は,ト ロイ ・エ ジソー族出身の フビライ ・

ハ ーソの勅命 に よって制度化 され た こ とを,モ ンゴル語 の歴 史資料 が語 って い る

(SorroM　 1995:207]0

　 私 は,「 黄 金 ナル ドの祭祀」 と 「ハ ー ソー族の祖先祭祀,ジ ュゲ リ祭」 とのあいだ
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には,大 きな質的 な差異があ った と推察 してい る。モンゴル において,こ の両者の位

置づけが根本的 に異 なってい るのである。ハ ーソー族 の出身で,オ ル ドスのサ ガソ ・

セチ ェン ・ホ ン ・タイ ジは,r蒙 古 源流』のなかで,チ ソギス ・ハー ンの死後 に設置

された八 白宮 を 「総合的守護神」(yer�gkeiyin　 sit�en)と 位 置づけてい る。 これは

「全モンゴル の守護神」である ことをいわん としているのであ る。

　末子以外の男子は与 えられた財産 のみを継承す るが,末 子 オ トゴンは,父 祖の財産

を受けつ ぐ。末子は また 「炉 の維持者」 として,「 炉 と火の祭」すなわち祖先 祭祀を

主宰す る義務 と権利が与>xら れ る。上述の 『モンゴル 秘史』に登場す る,ジ ュゲ リ祭

の主宰者ボ ドンチ ャル もまた,こ の ような 「炉の維持者」であ った。

　 ボ ドソチ ャルが主宰 していた と思われ る祖先祭祀 を,誰 が継承 したかを検討す る必

要があ る。チ ンギス ・ハ ーンの死後,そ の末子 トロイ ・エ ジンがすべ ての財産 を継承

した1拉 施特　 1986:380;松 田　 1994:285;杉 山　 1992:141】 。 モ ンゴルの末子相続の

伝統に則せぽ,こ の時点 で,ボ ドソチ ャルの時代か ら続 いてきた 「ハー ンー族」の ジ

ュゲ リ祭 もまた末子 トロイ ・エ ジンに受けつがれた ものと推察で きる63)0

　 現 在 モンゴルでは,祖 先祭祀を,イ ェケス ・ウソ ・タイラカ(yekes一 伽tayily-a),

デ ー ドス ・ウ ン ・タイラカ(deged�一�　 tayily-a)な どの よ うな ことばで もって表現

す るのが一般的であ る。『モンゴル 秘史』に記録があ って,ホ ルチ ャバー トルの学説

に もみ られるジ ュゲ リ祭 と呼ぶ ことはない。ジ ュゲ リ祭 とい う表現が 『モンゴル 秘史』

に登場する以上,13世 紀 ころ までは,祖 先祭祀を意味す るポピュラーなことばであ っ

たろ う。 しか しそれ以降は,ボ ル ジギ ンとい う名門集 団内の祖先祭祀,と くにそれを

八 白宮の近 くで,チ ソギス ・ハ ーソー一族 の諸祖先を祭 るとい う形で挙行す る場合,も

っぱ ら 「ガ リル」 と呼ぼれ るよ うにな った ものではなかろ うか。
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